














































SUSHI-BU!　2貫目




著者　西野吾郎

イラスト　よう太












電子版　ファミ通文庫






本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




序

その一

その二

その三

その四

その五

その六

その七

その八

その九

その十

結

あとがき
























[image: ]







「酢す締じめに醬しよう油ゆ漬づけ、ねぇ？　そりゃ寿す司し部ぶじゃなくてシメ部かヅケ部だろ。

　――あん？　押し寿ず司し？　江え戸ど前まえ、おまえは本末転倒という言葉を知っているか？　押し寿司ってのは関西のもんだ。おまえの大好きな江戸前寿司じゃないんだが、それでいいのか？　……おい、なんでそこで頭を抱かかえるんだ？　おまえ、ホントに何も考えてないんだな。脊せき髄ずい反はん射しやだけで行動するなと、私は何度も言い聞かせたはずだぞ。

　さっきも言ったが、職員会議の出した結論は『生徒に生なまものを扱あつかわせることは危険』だ。シメようがヅケようが、たとえ押し寿司だろうが、『生』ってところに変わりはない。仮に、それらの加工に一定の防ぼう腐ふ作用があるとしても、部活前は生ってことだろ？　なら腐くさるリスクは変わらん。腐った素材に何をしようが、もうそれは腐ったまんまだ。

　――ん、なんだ越こし戸ど？　……そうだな、最大の問題点は食材保存だからな、きちんとした冷蔵設備があれば許可が出るかもしれんな。あれば、の話だけどな。

　とにかく、おまえらの情熱だけはわかったが、現状では許可できん。

　これだけ言ってもまだやろうって言うんなら、次はこちらを納得させるだけの解決策を持って来るんだな。……ほら、わかったら帰れ帰れ」




　――青あお葉ば学がく園えん花はな山やま高等学校・江戸前寿司部、第一次抗議作戦、失敗。


了






「べらんめえっ！　勝手に終わらすんじゃねえや、このすっとこどっこい！」

　ですよねー。
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　　　　　一




　およそ今までの人生で最も波は乱らんに満ちた四月、五月を乗り越え、今は六月。

　部長に目を付けられて、そのお陰かげで女神・紫むらさき先せん輩ぱいと出会って、ロリショタ伊い倉くらに惑まどわされ、トラウマ幼おさな馴な染じみの葵あおいにパンチアイを悪化させられ、あげく生徒会長の謀ぼう略りやくで地じ上あげに遭あい、最後は寿司でヤクザまがいを追い払はらうという謎なぞ展開。

　……うん、要点だけ書くと、わけわかんないね。

　そんなバラエティーに富んだ出来事のシメに、せっかく手にした部室を取り上げられるというオチまでついたのが先々週末。

　そして、そんな部活絡がらみのごたごたですっかり忘れていた中間テストの存在に戦せん慄りつしたのが先週で、短すぎるテスト勉強期間に地獄を見たのが今週。

　で、つい一時間ほど前にテストの重圧から解放され、俺はテスト期間でしばらく行っていなかった生物準備室へと絶ぜつ賛さんスキップ中だ。

　必死の努力の甲か斐いあって、テストの出来は普通だったと思う。

　……いい響ひびきだ、普通。ビバ普通！　普通こそ俺の人生だ、ヒャッハーッ！

　なんか部長に感化されて忘れかけてたけど、俺は平へい穏おん無ぶ事じな普通が大好きだ。

　そして、越こし戸ど紫先輩のことはその何十倍も大好きだ。愛している。

　昔の人は言いました。初心忘るべからず――と。

　そう、俺の目的はあくまで紫先輩との普通で甘い日々だ。

　だからね、別に江え戸ど前まえ寿す司し部ぶが非公認のままだって、部室が接収されたって、別に俺に不都合なことなんて何もないのだ。

　そうとも、本当に不都合がない。だって生物準備室に行きさえすれば、そこには俺が江戸前寿司部にいる理由、生きる目的、我わが愛する女神がおわすのだから！

　寿司作り？　へっ、そんなのは部長にだけやらせとけばいいのさ、俺は食う専門だ。

　というわけで、今すぐ行きます、紫せんぱーいっ！




　うきうきと階段を上り、最後の曲がり角かどを左折して、げんなり。

　普通科棟の二階廊下、生物準備室前で展開中の光景は、俺の浮かれ気分を見事に打うち砕くだいた。

「放せタラちゃん！　こんな戸のひとつやふたつ、おれっちが蹴け破やぶってやらぁっ！」

「ダメですよ！　あうぅっ、部長、お願いですからやめてくださいぃ～！」

　生物準備室の引き戸前で、ちっこいのがふたり騒さわいでいた。

　いや、正確には騒いでいるのは一方だけ。

　騒ぐちっこい女をちっこい男が羽は交がい締じめにして押さえている、そんな感じだ。













「――何してんですか、おふたりさん？」

　自分の口から出た声の低さに自分でびっくりだよ。

　俺の声にちっこい男のコ、伊倉圭けいが心底うれしそうに顔を向けてきた。何があったのかわからんが、半泣きのかわいい顔には「助かった」と書いてある。

「あ、井い園そのくん！　よかった、部長を止め……わあっ!?」

「おうカツオ、いいところに来やがった！」

　一いつ拍ぱく遅れてちっこい女は体ごとこっちに振り向き、その勢いでトレードマークのポニーテールと、抱きついていた伊倉の体が大きく弧こを描えがいた。

　江え戸ど前まえ素もと子こ、我われらが江戸前寿司部の部長様は今日もパワフルでいらっしゃる。

　ほぼ同じ体格の人間を軽々振り回すって、あんたは普段何を食ってんですか？

　……寿司？

「いつもながら、部長は元気ですね。それで今日は何をお怒りで？」

「何もくそもあるか！　こいつを見てみやがれ！」

　ちっこい部長のでっかい瞳ひとみに、満ちる光は百万ワット。

　まともに視線を合わせていると目が悪くなりそうなので、部長が指差している先に視線を移してみると、生物準備室の引き戸にＡ４のプリント用紙が貼はってあった。

『生徒の使用禁止　　※特に江戸前寿司部　　文句があるなら米よ内ない小こ雪ゆきまで』

　力強い筆ひつ致ちの手書きであるあたり、書いたのは大おお雪ゆき先生本人で間違いないだろう。

　試ためしに戸を引いてみたが、がっちり施せ錠じよう済みだった。

「なるほど、新展開ですね」

「なにを落ち着いてやがんだ！　あんのデカ女ぁ、しゃらくせえことしやがって……！」

　三角おめめの部長は、威い嚇かくのうなりを上げる野良犬のような表情で張り紙を睨にらんだ。

　あーあー、ぎりぎりと歯は嚙がみする音が聞こえそうな怖い顔ですね。女の子がそんな顔するもんじゃありませんよ、後ろで伊倉が怯おびえてるじゃないですか。

「カツオ、おめえも手伝いやがれ！　とりあえず蹴破るぞ！」

　この人は、何な故ぜとりあえずで蹴破るという発想が出てくるんだろうね？

「わわ、だからダメですってば、部長～！」

「止めてくれるなタラちゃん！　はーなーせー！」

　おー、暴れる部長を伊倉が必死で押さえ込んでる。いやいや、珍しい光景だな。

「って井園くん、のん気に見てないで手伝ってよ！」

「がんばれよ、男だろ。同じ体格の女に負けてどうするんだ！」

「あぅ～……」

　恨うらめしげな視線を俺によこしながらも、それでもがんばる伊倉圭。

　いやいや、君は律りち儀ぎな子だね。紫先輩がいじめたくなる気分が、ちょっとわかったぜ。

「やめろ、バカ」

　あいてっ！　無防備な後頭部にゴツンと一撃。……うおぉ、脳が揺ゆれる。

　振り向いてみれば、そこにいたのは呆あきれ顔の葵だった。

「おう、ワサビちゃんじゃねえか、こいつぁ渡りに船だぜ！　おめえさんならこんな引き戸、紙切れみてえにぶち破れんだろ、ひとつ頼まぁ！」

　期待に満ちた部長の瞳に、葵はひとつ大きなため息を吐ついた。

「……やりませんよ」

　できません、じゃないあたりが本もと山やま葵の真しん骨こつ頂ちようだな。

　葵が「なんとかしろ」って顔で睨んでて怖いし、部長を止めるか。

「部長、落ち着いてください。蹴り開けたってしょうがないでしょ。こっちの立場が悪くなるだけじゃないですか」

「ふ抜けたことを言ってんじゃねぇや！　それがどうした、教師が怖くて江戸っ子が務つとまるかってんだ！」

「うん、江戸っ子関係ないですよね。つか、江戸っ子にも教師が怖い人はいると思いますよ？　だって江戸の学校は、教師も江戸っ子なんですから」

『江戸っ子風味の教師』なんてあいにくと俺はお目にかかったことはないが、部長的なノリの教師がいたらさぞ煩わずらわしいことでしょうね。

　現国や古典の教師だったら江戸弁で授業されて色々と混乱を招まねきそうだし、英語なら和訳が混こん沌とんとしそうだ。日本史担当だったら江戸時代以外教えてくれそうもない。

「というわけで、部長は決して教師にならないでくださいね！　迷惑ですから！」

「ひとりでわけわかんねぇ結論出してんじゃねぇや、バカ野郎！」

「あっはっは、いやだなぁ。バカさ加減じゃ部長にはかないませんよ」

「なぁにおう!?　誰だれがバカだってんでぃ！　もっぺん言ってみやがれ、この野郎！」

　部長が摑つかみかからんばかりの勢いで一歩踏ふみ込んできた。

「あぅっ」

「おっ、と……大丈夫か？」

　その拍ひよう子しに伊倉が振りほどかれたが、倒れる前に葵が後ろから受け止めた。

「あぅ、ありがと本もと山やまさん」

「ん、いいって」

　ふむ、伊倉は大丈夫そうだな。仲が良さそうで、けっこうなことだ。

「どこ見てやがんでぇ、カツオ！　おれっちを無視すんない！」

「してませんって」

　ふふふ、部長の意識を俺に向けることに成功したぜ。ちょろいもんだ。

　単純な部長のことだし、これで戸を蹴破ろうとしてたことは忘れただろ。

「うん、カツオくんも素子の扱いが上う手まくなったよね」

　不意に背後からかけられた美しく涼すずやかな声に、俺は全力で振り返った。

「や、みんな。今日も賑にぎやかだね」

　そこには我らの……否いな、俺だけの太陽、越戸紫先輩のまぶしい笑顔がありました。

「こんにちは、紫先輩！　お褒ほめにあずかり光栄ですが、俺は部長なんぞの扱いに長たけるより、ほんの少しでもあなたの心を俺に向けられるようになりたいです！　というわけで先輩！　小さな丘に建つ教会で、ふたりだけの結婚式をあげましょう！」

「No」

「英語っ!?」

　曖あい昧まいな意味解かい釈しやくを許さない、なんてシンプルかつ厳げん格かくな意思表示なのでしょう。

　あなたはかつて某大作家が志こころざした、Noと言える日本人だったのですか!

「ふふふ、良いリアクションだよカツオくん」

　ガックリと床に崩れ落ちた俺に、紫先輩の楽しげな声が降った。

　あぁ、今あなたはその美しい瞳をすっと細め、さぞかし艶つややかでサディスティックな笑顔をしていらっしゃることでしょう。見上げる気力が湧わかないのが残念です。

「……おまえら、廊下でいったい何をしてるんだ？」

　およ、この呆れに満ち満ちた声は……。

「てんめぇ大雪！　よくものこのこと出てこられたもんだな、こんにゃろう！」

　俺が声の主を確認するより早く、部長の敵てき愾がい心しんむき出しの声が飛ぶ。

「だれが大雪だ。私の名は米内小雪だ。何千回訂正したら覚えるんだ、おまえは」

　最後の気力を振り絞しぼって顔を上げると、青葉花山の生徒指導教師にして部長の天敵、米内小雪教諭のお姿がありました。

　部長とは比較にならない大柄なその姿は、床から見上げると首が痛いくらいだ。

「へん！　おめえの名前なんかどうだっていいんだよ！　そんなことより、この張り紙ゃあどういうことでぃでででででっ！」

　毎度お馴な染じみ、アイアンクローでございます。

　おおぅ、軋きしむ軋む。部長の頭ず蓋がい骨こつが今、そのカルシウム含がん有ゆう量りようを試されている。

　俺もいっぺん食らったことあるけど、あれマジで意識薄れるほど痛いんだよねぇ。

「どうもこうも、生物準備室の使用禁止、事実はそれだけだ」

「だから、それがどういう理由かって聞いてんだっ！」

　なんと、部長が自力でアイアンクローを抜け出した。本マ気ジですごいな部長！

「江戸前、私は前から何度も言ってただろ。部室でもないここを使うな、と。……それに、逆に聞くがおまえらはなんでここを使ってるんだ？　こんな場所じゃ寿司なんて作れないだろ」

　たしかに、そのご指し摘てきはごもっともですよね。

　今までスルーしてきたが、ここ生物準備室は手続き上の問題にプラスして、食べ物を扱う部活には致ち命めい的てきな欠点をいくつも抱えた場所だ。薬品臭くさいし、薄うす気き味み悪わるいし……。

　ちょっと考えてみてくれ、薬品漬けの生物標ひよう本ほん見ながら寿司食いたい？　それにホルマリン漬けの臭におい部屋の中で酢す締じめの魚とか、ありえないだろ。

「へん、そんなんでよく教師でございってデケェ顔と図ずう体たいしてられるもんだぜ！」

　心底呆れたという部長の声と態度に、大雪先生が一瞬すごい顔をした。……怖こえぇ。

「っとに、おめえのデッケェその目は節ふし穴あなかい？　そこのプレートをよく見ねぇ」

　部長が指し示したのは、扉の上に掲かかげられた『生物準備室』と書かれたプレート。

「……あれが、どうかしたのか？」

　大雪先生が、自分と俺の疑問をのせて部長を睨んだ。

「へっ、やれやれ……」

　うわ、またもため息ついたぞ、このちんちくりん。ムカつく態度だな。

「まぁだ、わかんねぇのかぃ？　あそこに、ちゃぁんと書いてあるじゃねぇか――」




「　な　ま　も　の　準備室ってよ！」




「「「「「…………っ!?」」」」」

　その場にいた部長以外全員が息を吞のみ、戦慄した。

　おそるおそる見上げた大雪先生の目もまた、大きく見開かれていた。

　廊下に落ちる、重い沈黙。

「どうでぇ、これでわかっただろ？　ここはなまものを準備する部屋だぜ？　寿司を仕込むのに、ここ以上にふさわしい場所なんざねぇだろうが！」

　そんな中、ひとり部長だけが全開のドヤ顔でふんぞり返っていた。

「……あぁ～、なるほど。そういうことだったんですねぇ～。あははははははは！」

「おぅ、そういうこったぜカツオ！　わははははははははは！」

「あははは！　いやー、部長は実にバカだなー」

「なんだと、この野郎、それが姉に対する態度かコラ――っ！」

　姉じゃねえだろ、とツッコむより先に部長が摑みかかってきたので、俺はひょいとかわしてその右手を取った。

「葵」

「ん」

　そして、間かん髪はつ入いれずに葵が部長の左手を取る。

　さすがだ、一瞬の目め配くばせだけで、葵はこっちの意図を正確に読み取ってくれた。

「おぅ？　な、なんでぇおめえら!?　その手を放しやがれ！」

　俺と葵は騒ぐ部長を完全無視して、左右から部長の軽量ボディーを持ち上げた。

「米内先生、お騒がせしました」

　紫先輩が優ゆう雅がな物もの腰ごしでお辞じ儀ぎすると、先生は「あぁ」とだけ答えた。

「はい、じゃあ撤てつ収しゆう！」

「アイアイ、マム！」

「って、おい！　紫、おめえまで裏切んのかよ！　はーなーしーやーがーれ――っ！」

　俺達は空中で足をバタバタさせる部長を抱かかえ上げたまま、その場を後にした。

　廊下を曲がる直前にちょっと振り返ると、大雪先生が頭を抱えていた。

　かくして、我ら江戸前寿司部は仮の活動拠きよ点てんさえ失ったのであった。




　　　　　二




　放課後、青葉学園花山の学食を利用する人間はさほどいない。

　昼食時の戦場のごとき喧けん騒そうが噓うそのように、営業時間外の今は閑かん散さんとしている。

　ま、そのおかげで俺達がこうして落ち着いて話せるわけだが。

「落ち着いてねぇよ！　なんでぇ、さっきのおめえらの態度は！」

　おーおー、寿司屋の卵がフグみたいな顔しちゃってまぁ。

「仕方ないじゃないですか。あそこで粘ねばったって、どうせ部長が連行されて終わりのパターンですし。……それに、あんなアホな理由を聞かされりゃ、抵抗しようなんて気もなくなりますよ」

「なぁにおう!?　アホたぁなんでぇアホたぁ！」

　俺の向かいに座った部長が、怒りに任せてバンバンと机を叩たたく。

「まぁまぁ、落ち着いて素子。あのまま粘ったとしても、大雪先生の心象を悪くするだけでこちらにメリットはなかったんだ。あの場は退ひいて正解だよ」

　あの場所にこだわる理由もないしね。口には出さなかったが、紫先輩の目はそう言っているように見えた。

「……部室はないし、あの場所もダメってなると……これからどうするんですか？」

　俺の右みぎ隣どなりで葵がボソッとつぶやくと、部長は口をへの字に結むすんでこっちを見た。

「カツオ、なんかねぇのかよ」

　急に振られましてもねぇ。……けど、ここらで現状を整理するのも悪くないか。




　現状、我ら江戸前寿司部は学校非公認の部活だ。存在は黙もく認にんされるが部室は認められず部費も出ない。本来、部員が五人いれば認められるものなのに。

　その理由は、江戸前寿司部には特有の大きな問題点があるからだ。

　前回提出した創部申請が却きやつ下かされた理由は『保ほ健けん衛えい生せい面めんの問題』。

　つまり、生徒が寿司という生ものを部活で作るのは危険だから、という判断だ。

　フリーダムをうたうくせに、教師側の下くだしたその判断は至し極ごく真まっ当とうで、常識的だ。

　それ故ゆえに反論できない。

　つまり、そこをクリアしないことには何度申請を行おうが簡単に却下され続けるわけで、じゃあどうしたらいいのかなってのが、現在江戸前寿司部の抱えている難問だ。




「――結局、うちの活動は『寿司作り』ですからねぇ。どうしたって生もの扱わないことには話にならないんですよねぇ」

「ったりめぇだ！　寿司屋が生もの出さねぇでどうする！」

「あなご寿司は煮るし、貝類は茹ゆでたり蒸むしたりしますよね？　そういうのだけに限定する、とかは？」

「べらんめぇ！　確かにそいつも江戸前の仕事だけどよ、それじゃ江戸前寿司の華、マグロひとつも握れねぇってことになんだぞ！　仮に認められたって、そんなもん江戸前寿司部じゃねえや！」

「ですよねぇ」

　部長の性格ならそう言うと思いましたよ。

　……けどさ、あんたこの前、押し寿司でもいいとか言ってなかったっけ？

「申請内容をなんとかごまかして、勝手に生もの使うっていうのはどうですか？」

「それはダメだよ、カツオくん。前回の申請が却下されたのは、先生方の建たて前まえというわけじゃない。誰かに食事を供きようする以上、食品衛生は軽かろんじていいものじゃないんだ。実際、それで人が死ぬことだってあるんだからね」

　つか、この議論自体何度もしていて、結論はいつも同じ。

　生の食材をどうやって安全に扱うか、その点に尽つきるんだ。

「じゃあ、いっそ誰にも食べさせないって申請するのはどうでしょう？　ただ寿司の技術的研究……とか」

「ふざけたことぬかすんじゃねぇや！　カツオ、おめえは全然わかってねぇ！」

　俺の提案に、部長がものすごい勢いで嚙み付いてきた。

「なぁにが技術的研究でぇ！　誰かに食ってもらってこその寿司だろうが！」

「いや、だから建前だけですってば」

「板前に建前はいらねぇんだよ！　そんなつまんねぇ申請して通すくれぇだったら、そんな部活作らねぇ方がまだマシってもんだぜ！」

　そう言う部長の目は本気だった。……そんなに怒ることかなぁ。

「はいはい、わかりましたよ。じゃあ、この話はなしにして、食材保存の議論に戻しましょう」

　何がそんなに気に入らないのか、部長は「ふん」とそっぽを向いた。

「えと、とりあえず、最低限冷蔵庫が必要なんですよね。……みんなでお金を出して買うっていうのはどうでしょう？」

　場を取とり繕つくろうように伊倉が提案すると、紫先輩は小さく肩をすくめた。

「それもできなくはないけど、大型家電の持ち込みは学校側が認めないと思うな。実は過去に部室に大型テレビを持ち込もうとした部活があったんだけどね、『電気代は誰が払うんだ？』って却下されたこともあるんだ」

「あぅ……そうなんですか。意外に厳しいですね」

「つまり、俺達が部活として承認されるために必要なのは、現在学校内に設置されていて、かつ俺達が使っても問題のない冷蔵庫の確保ってことですか？」

「そういうことになるかな」

　そしてそんな冷蔵庫はない、と。……どうすりゃいいんだろ。

「……いや、あるぜ。あるじゃねえか！　現在稼動中の大きさも保存力も申し分ねえ業務用冷蔵庫があって、さらに広ひろ々びろ厨ちゆう房ぼうまである場所が！」

「はぁ？　部長、ここ学校ですよ？　そんな料理店みたいに都合のいい場所、どこにあるって言うんですか？」

「へん！　毎度毎度、勘かんの悪わりぃ野郎だぜ！　目の前にあるじゃねぇかよ！」

　部長の瞳が、獲え物ものを見つけた獣けもののような光をたたえていた。

　何をそんなにうれしそうに見てんだろうと部長の視線を追っかけてみたら、その先にあったのは学食のカウンター。……って、おい、まさか！

「待ってください部ち――」

「そうと決まりゃあ、善は急げだ！　ちょいと行ってくんぜ！」

「――ょう、って速いなおい！　部長ー、さすがに無理だと思いますよー？」

　いざ動き出してしまうと人の話なんて聞きやしない。

　俺が呼びかけた時には、ちんまい背中はもう厨房の中に消えていた。

　いつものことながら、その脊せき髄ずい反はん射しや的てきな突発行動はなんとかならんのですか？

　……まぁ、その行動力『だけ』は賞しよう賛さんに値あたいすると思いますけどね。

「どうしましょう？」

「ふふ……見ているしかないんじゃないかな？」

　少し困ったような、でもどこか楽しそうに部長をながめる紫先輩の微び笑しようがとてもステキだったので、俺は部長を追いかけるという選択肢なんぞ即座に捨てて紫先輩観賞モードへの移行を選択した。……あぁ、美しいです先輩。

「あのぉ、ホントに止めなくていいんですか？　おばさん達に迷惑が……」

「……たぶん、大丈夫だろ。よく見ろよ」

　葵が厨房の方を指差す。伊倉と一緒に、俺も不本意ながらそっちに視線を向けた。

　内容までは聞き取れないが、ぎゃーぎゃーといつもの偽にせ江戸弁で何事かわめき散らす部長を、数人のおばちゃんが物珍しそうに囲んでいた。

　あれ、みんな怒っていないどころか、楽しそうに見えるな。……あ、爆笑した。

　部長は「笑ってんじゃねぇ！」とでも言ってるんだろう。バタバタと腕やらポニテやら振り回し何事か訴うつたえているが、相手にされていないっぽい。

　あー、なでられてるなでられてる。まさに大人と子供だ。




　待つこと数分、部長はひときわ豪ごう快かいそうなおばちゃんに抱えられて戻ってきた。

「じゃあね、素子ちゃん」

　おばちゃんは部長をちょこんとイスに座らせ、豪快に頭をなでた後、立ち去った。

「おかえりなさい、素子。……で、どうだった？」

　結果はわかっているだろうに、紫先輩はにこにこしながら聞いた。

「…………飴あめちゃんもらった」

　珍しく悄しよう然ぜんとした部長の手には、苺いちごミルク飴が五つ載せられていた。

　学食のおばちゃん、恐るべし。大雪先生でさえ手を焼く、やかましいことに定評のあるちんちくりんを完全に子供扱いするなんて、人生の重さってやつを感じるぜ。




「ともあれ、これで当てはなくなったわけですよね」

　俺が言うと、部長は甘い飴を含んだままで渋しぶい顔をした。だが、

「いや、実はそれがあるんだ」

　思わぬ言葉が紫先輩の口から飛び出した。

「ホントか、紫！　いったいぜんたい、そいつぁどこなんでぇ？」

　一転表情を明るくした部長に、紫先輩は苦笑を返した。

「う～ん……そんなに期待されると、少々言いづらいんだけどね。当てがあるにはあるんだけど、あまりオススメの方法ってわけでもないんだ」

　紫先輩らしからぬ、どこか歯切れの悪い言葉だった。

「どういうことでぇ紫？」

「簡単に言うと、別の部活に間ま借がりさせてもらおうかな、って話なんだ」

「なんでぇ、まぁた居い候そうろうになろうってぇのかよ」

　またも渋い顔に戻った部長の頰ほおには、やはり飴の膨ふくらみがあってマヌケだ。

「だからオススメじゃないんだよ。でもね、そこの居心地は今までの生物準備室よりずっと良いはずだよ。なにしろ――」

　紫先輩は一瞬俺の方に視線を向け、

「去年まで生徒会室だった場所だからね」

　ニヤリと笑みを浮かべたのだった。
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「その部活はね、笹ささ百ゆ合り会かいっていうんだ」

「はぁ。笹百合会、ですか」

　全員に向けられた紫先輩の言葉だったが、反応を言葉にしたのは伊倉だけ。

「うん、そう。かわいい名前だろ？　笹百合会が発足したのは去年の六月二日でね、その日の誕生花『ササユリ』から取ったんだ」

　うれしそうに笑う紫先輩の表情は恐ろしく可か憐れんだった。

　百合――うむ、この言葉が紫先輩の口から出ると色々想像力を喚かん起きしますね！

「いいですねぇ、楽しそうですねぇ。……きっと午後の穏おだやかな陽光の下、紫先輩を中心に据すえたサロンの中で美しき乙女達が優雅にお茶会を楽しむ――そんな百合ん百合んした世界が展開されるんですよね！」

「おや、すごいねカツオくん。概おおむね間違ってないよ。笹百合会のメンバーは女の子ばかりだし、会の基本的な活動はお茶とお菓か子しをお供に、楽しくお話をすることだよ」

　やったー、正解＋お褒めの言葉をいただきました！　感かん涙るいを止める術すべがないぜ！

「その場で交わされる主な話題はＢＬについてだったけどね」

「百合と見せかけて薔ば薇らっ!?」

　あんまりなレベルの羊よう頭とう狗く肉にくだ、突然腐ふ臭しゆうが漂ただよってきたぞ！

　紫先輩、もし俺みたいに勘かん違ちがいして入部しちゃう女の子がいたらどうすんですか？

「あぁ、残念だよ。もし去年カツオくんと伊倉くんがいてくれたら……ふたりで見学に来てくれたら大歓迎だったのに。……うん、きっとすごく盛り上がっただろうね」

　その想像ですと見学対象は俺達の方ですよね？

「……そうだ、せっかくだから笹百合会のみんなと一緒に、カツオくん×伊倉くんを囲む会を開こうじゃないか！」

「すごく良い案を思いついた、って感じで目を輝かがやかせないでください先輩！　そしてさらりと俺と伊倉の間で掛け算を行わないでくださいっ！」

「え？　カツオくん、まさか君は……伊倉×カツオの方がイイ、と言うのかい？」

　マニアックだね、と言って、紫先輩は口くち許もとを隠したまま頰を染めた。

　表情と仕し草ぐさが色っぽくてとてもステキ……じゃなくてっ！

「違います！　掛け算の前後は問題じゃないんです、掛け算そのものが問題なんです！　俺と伊倉の間に掛け算が介かい在ざいする余よ地ちはこれっぽっちもありませんよ！」

「なるほど、ふたりの関係はもっとピュアだ、と」

「うわーん！　もうそれでいいですからこの話題から離れてくださいっ！」

　さっきから話が一ミリも進んでませんしっ！

「……今のはカツオにも責任あると思うけどな」

　ため息を吐いた葵は若じやつ干かん顔が赤かった。……およ、今の話を理解してる？

「あの、井園くん、いったいなんの――」

「うるさいだまれ貴様が知る必要は寸すん毫ごうたりとも存在しない！」

「ええぇっ!?　な、なんでボクが怒られるの!?」

　うるさい、半泣きになるんじゃねえ！　泣きたいのはこっちだ！

　あーもーっ！　も――っ！

「あははは！　やっぱりカツオくんは面おも白しろいなぁ」

「おぅ紫、いちいちカツオをからかうんじゃねぇよ。いいから話を進めてくれ」

「うん、そうだね。リアクションは十分楽しんだし、説明を続けようか」

　うぅ……俺は弄もてあそばれただけなんですね。お楽しみいただけたようで何よりです。

「――さっきも言ったけど、笹百合会の部室は元々生徒会が使っていた二階建ての別べつ棟とうだからね、広くて設備も充実してるんだ。二階は笹百合会の部室で、一階に倉庫代わりに使っていた部屋がある。ちょっと物は多いけど、片付ければ部室棟にある部室くらいの広さがあるし、そこを借りれば十分だろ？　あとね、二階には給きゆう湯とう室しつがあって備え付けの大型冷蔵庫もあるよ」

「おぅ、居候ついでにそいつを奪うばえばいいってことだな！」

　部長のどんぐり眼まなこに不ふ穏おんな光が点ともった。……本気だな、このバカ。

「いや素子、さすがにそれはＮＧだよ。冷蔵庫も頼めば貸してくれるだろうし、それで我が慢まんしてね」

　あぁ先輩、部長のアホな発言さえ笑顔で包み込むんですね、素敵です。

　部長は不満そうですが、それなら問題なさそうですね。むしろ前より快適そうだ。

「でも越こし戸ど先輩、そこってそんなに簡単に借りられるんですか？　前は生徒会室だった場所ってことは、生徒会と何か関係があるのかもしれませんし」

　幾いく分ぶん不安げに、伊倉が懸け念ねんを口にした。たしかに、ちょっと前まで生徒会長と事を構えていたわけだし、その不安はわからんでもない。

「大丈夫、笹百合会と生徒会に直接的な関係はないんだ。……今は、ね」

　紫先輩は苦笑して言葉を続けた。

「加えて、笹百合会の創設者は僕ぼくなんだ」

「「え？」」

「まぁ、僕は創つくっただけで会長だったわけじゃないけど、後輩は慕したってくれていたからね。だから、きっと僕が頼めば断られないと思うよ」

　伊倉と葵は目を丸くしているけど、俺はだいたいわかってましたよ。

　少し前に知った、現在の生徒会長が紫先輩を敵視していた理由のひとつに、「生徒会室を暇ひま潰つぶしで作った部にあてがった」というものがあった。

　つまり、その笹百合会なる羊頭狗肉な腐女子サークルこそが、その暇潰しなわけだ。

　うん、そりゃ生徒会長も怒るよね。

　活動内容を知ったとき、彼がいったいどんな顔をしたのか想像に難かたくない。

　……そして、その顔を見た紫先輩の楽しそうな顔も。

「そういうことなら話は早はえぇや！　おっし、早速行こうじゃねえか！」

　威勢良くそう言い放ち、部長はぴょんと跳ぶようにイスから立ち上がった。

　頰ほお張ばっていた飴は嚙み砕いて飲み込んだらしい。その顔からは、おばちゃんにあしらわれて消しよう沈ちんしていた気配が消えていた。まったく、立ち直りの早いことで。

　部長に続き、俺達もやれやれと立ち上がった。

「そうだね。じゃあ、笹百合会の代表にこれから行くと連絡しておくよ」

「おう、頼んだぜ紫！　そぃじゃあ行くとしようじゃねえか！」

　携帯を取り出した紫先輩を残し、部長は大おお股またで歩き出した。

　我ら一年生三人を引き連れ、自信満々の様子で歩き出した部長だったのだが、学食を数歩出たあたりで不意に立ち止まった。

「どうかしたんですか、部長？」

「おぅカツオ……その笹百合会の部室ってなぁ、どこでぇ？」

　知らんのかい！
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　俺達の目の前には、旧生徒会棟にして現笹ささ百ゆ合り会かいの部室棟がそびえている。

　築年数が若いのか管理がいいのか、建物の白い壁には染しみひとつない。

　中庭の真ん中に建つその建物は日当たり良好、風通し抜ばつ群ぐんとすばらしい立地条件。

　周まわりの校舎とは距離があり、かつ視線を遮さえぎるような並木があるためプライバシー保護も満点、ついでにきれいな花か壇だんも見えて景けい観かん良し、もう言うことなしだ。

「デカイしキレイだし、いい場所ですよね」

　さすがは青あお葉ば学がく園えんが生徒会室に、と作っただけのことはある。

　正直言いまして、腐女子がＢＬ語るためだけに使うなんてあまりにもったいない場所だと思います。紫むらさき先せん輩ぱい、あなたはなんて無茶をなさるんですか。

「うん、いいだろ？　こんな場所、生徒会のために使うなんてもったいないよね？」

「はい、まったくその通りですね！」

　あなたの意見の前にあっては、俺の本音なんぞ空からになったポケットティッシュの袋ほどの価か値ちもありません！

「……越こし戸どセンパイ、今こいつ自分の意見を飲み込みましたよ」

　何な故ぜか目を細めつつ、葵あおいは俺をくいっと親指で指差しやがった。

　何故俺の心をさらりと読んだ上で、そんな不必要な情報を紫先輩に注ちゆう進しんするのだ!?

　紫先輩が俺の印象を悪くしたらどうすんだ、おまえは鬼かってぐはぁっ！

「……誰だれが鬼だ？」

　うわーん、完全に読まれてる！　ほら、胸むな倉ぐら摑つかんで睨にらむその目は鬼そのものじゃん！

　って、ごめんなさい、イタイイタイ！　そんなに締しめ上げないで、拳こぶしを固めないで！

　謝るから殴なぐるのは一回で許してください！　痛いのも怖いのも嫌い！

「ふふ、大丈夫だよ、葵くん。その辺は僕もわかってるから」

　わかってるんですか!?　……それはつまり俺と先輩は心が通じ合っている、と？

「残念、それはハズレだよ、カツオくん」

「心を読まれて言げん下かに否定された!?」

　なんて高度なことをなさるんですか、紫先輩。俺の心を効果的に痛めつけないで！

　俺の心と両りよう膝ひざは、整備された芝生しばふの上にがっくりと崩れ落ちた。

「……ふん。いい気味だ、バカツオ」

「えと、井い園そのくん、大丈夫？」

　吐き捨てる葵と、心配してくれる伊い倉くら、対照的ながらも相手してくれる同級生ふたりとは違って、

「ほっとけタラちゃん。いつものことじゃねぇか」

　部長は俺のことなど気にも留とめず、笹百合会部室棟の入り口に手をかけていた。

　そのキレイなガラス製の扉が開かれる直前、不意に二階の窓が音を立てて開かれた。

　なんだ？　江え戸ど前まえ寿す司し部ぶ全員の視線が、音のした窓へと向けられた。

　すると、その窓からひとりの女子生徒が身を乗り出していた。危あぶないよ。

　少しウェーブのかかった明るい色の長い髪、遠目に見ても整っているとわかる、どことなく品のある顔つき、そして何故か青葉の制服ではないワンピースを着ている。

　……うん、服装含めてパッと見『お嬢さま』って感じの人だな。

　そして、その『お嬢さま』は、

「お姉ねえさまっ！」

　すごく芝しば居いがかった声で、現実ではあまり聞かない言葉を発した。

「やぁ、久しぶりだね」

　紫先輩は軽く手を上げ、ごく自然にその不自然な呼びかけに応こたえた。

　うん、先輩はそういう仕し草ぐさもとても様になっていますよね！　そのナチュラルな笑顔を是ぜ非ひ俺にも向けていただきたいです！

「本当に……来てくださったのですね、お姉さま……っ！」

　お嬢さま（仮）は、やはり芝居がかった調子で口くち許もとを覆おおった。頰ほおは紅こう潮ちようしているし、こっからじゃ確認できないが涙を堪こらえているようにも見える。

　二階の窓と中庭、ふたりの美少女が見つめ合っている。

　なんだこれ。ロミジュリ？

　よくわからん状況だが、百合好きとして言わせていただけるなら大いに「アリ」だ。

　タカ○ヅカって実際見たことないけど、こんな感じなんかな？　本物見たくなったぜ。

「あぁ、さっき電話で言ったけど……」

「お待ちくださいお姉さま、今そちらに！」

　紫先輩の呼びかけにハッとした様子のお嬢さま（仮）は、窓から姿を消した。

「いったい、なんなんでぇ？」

　部長の位置からだとその窓が見えなかったらしく、扉前でキョトンとしていた。

「あ、素もと子こ！　危ないから扉から離れて！」

「あん？」

　珍しく慌あわてた様子の紫先輩の声に振り返った部長に、

「のわぁっ!?」「きゃあぁっ!?」

　すげぇ勢いで中から飛び出てきた何かが派は手でに衝突し、鈍にぶい音を立ててはね飛ばした。

　見た目のまんま軽い部長の体は、はね飛ばされた勢いでゴロゴロと中庭を転がった。

　飛び出してきた方にしても部長はブレーキとして不足だったようで、勢いを殺しきれず、ヘッドスライディングに失敗した甲子園球児のように地面を滑すべった。

　結果、中庭の芝生に別のポーズで転がるふたりの少女という珍ちん妙みような光景が現出した。

　なんだこれ。Ｙ本新喜劇？

　よくわからん状況だが、お笑い好きとして言わせていただけるなら大いに「アリ」だ。

　見事なまでのコケっぷりだぜ、部長。ヅカからＹ本へ、劇的なビフォーとアフターですけど、考えてみたらどっちも関西由来の芸能だもんね。関西文化は奥が深いなぁ。

「素子、美み々みくん……ふたりとも、大丈夫かい？」

　紫先輩は心配そうな表情で、転んだままの姿勢で固まっている部長と飛び出てきた人に歩み寄っていた。いーなー。紫先輩の心配、いーなー。

　妬ねたみの視線をふたりに送っていて、ようやく気付いた。部長を芸術的に転がした奴って、さっき窓から見えたお嬢さま（仮）じゃないか。大丈夫か？

「い、つつつつつ～。いったい全体、なんなんでぇ？」

「うぅ……痛いですわ。……まったく、いったいなんですの？」

　おぉ、ふたりとも無事みたいだな。ケガがなさそうでよかった。

　しかし、部長はともかく、意外に頑がん丈じようだなお嬢さま（仮）。あんだけ鈍い音を立ててぶつかったのに、まさか部長と同時に身を起こすとは思わなかったぜ。

「「ああぁっ！」」

　な、なんだ、いきなりどうした、おふたりさん？　何故にお互たがいを指差して叫ぶ？

「誰かと思やぁおめえか、キタロー。痛いてぇじゃねぇかよ！」

「その名で呼ばないでといつも言っているでしょう、寿司女！」

　キタロー？　寿司女？　え、なに、あんたら知り合いなの？

「呼び名なんざどうでもいいだろ、キタロー！　それより級友にいきなり体当たりたぁ、おめえいったいどういう了りよう見けんしてやがんでぇ！」

「あなたこそ、わたくしとお姉さまの間に突然立ちはだかるなんて、いったいどういうつもりなんですの!?」

「てやんでぇ、そっちが勝手にぶつかってきただけじゃねえかよ！」

「あ～ら、それは申し訳ありませんでしたわ。あなたの体が小さすぎて視界に入りませんでしたの」

「なんだとぉ～？　いくらなんでもそこまで小さかねぇや！　……ははぁん、さてはおめえ、そのご立派な胸が邪じや魔まで前がよく見えてねぇんじゃねーのか？」

　部長がからかうような視線を向けると、お嬢さま（仮）は頰を赤らめ、交差した腕で体を隠すようにした。……うん、まぁ、確かに大きいね。

「む、胸は関係ありませんわ！　人が気にしている……その、身体的特とく徴ちようをあげつらうなんて、やっぱりあなたかなり性格悪いですわ！」

「先におれっちの背のことを言ったのはおめぇだろうがよ！」

　あらあら、なんて醜みにくい争いなのでしょう。

　感心したっつーか、ちょっとイメージ崩れたよ、お嬢さま（笑）。

　まさか部長と全力でケンカできるようなお方だとは思わなかったぜ。

「よかった、ふたりとも大丈夫そうだね。どこか痛いところはないかい？」

「だ、大丈夫ですわ！　ご心配をおかけして申し訳ありません、お姉さま」

　ホッと胸をなで下ろした紫先輩の声に、先ほどまでの鬼の形ぎよう相そうはどこへやら、お嬢さま（笑）は乙女の顔になって頰を染めた。わぁい、驚きの白しら々じらしさ。

「そうだぜ紫、こいつがこのくれぇでどうにかなるようなタマかってんだ！」

　部長は自力で立ち上がりつつ、不ふ機き嫌げんさと怒りを込めた言葉を吐き出した。

「む、『紫』……ですって!?　お姉さまを呼び捨てにするだなんて……！　わたくしをどう呼ぼうとかまいませんが、それだけは許せませんわ！　訂正なさい、今すぐに！」

　お嬢さま（笑）も即座に立ち上がり、再び両者は睨み合いになった。

「へん！　紫を紫っつって何が悪わりぃってんだよ！　それによキタロー、姉でもねぇ人間を『お姉さま』なんて呼んでるおめえの方がよっぽどおかしいじゃねえか！」

　おまえが言うな。

「いつもいつも屁へ理り屈くつを……！　それに、わたくしをキ……そ、そう呼ぶなと言ってるのがわかりませんの!?」

「おいおい、さっきどう呼ばれようとかまわねえって自分で言ってたじゃねえか！」

「むきぃ～～～っ！　腹立たしいことこの上ありませんわ！」

　おー、ホントに地じ団だん駄だ踏ふむ人間って初めて見たかも。

　いやいや、いつものことながら部長は人を怒らせるのが本当に上手じようずだね。

　……まぁ、ほぼお嬢さま（笑）の自爆に見えるけどさ。

「まったく、あなたと話していると頭痛が……いたし……ます、わ……痛たた」

「おいおい、何をホントに頭抱かかえてやがんでぇ？　大丈夫かよ」

「ふん、あなたなんかに心配される覚えはありませんわ！　……まったく、あなたという人は、いつも人の揚あげ足あし取りばかり！　そうやって他人の足元ばかり見ているから、いつまで経たっても背が伸びないのですわっ！」

「だからおれっちの背は関係ねぇだろうが、デカ胸！」

「デ……っ!?　言いましたわね、小こ僧ぞう○し！」

　お互いコンプレックスをノーガードで抉えぐり合った結果、ふたりとも涙なみだ目めです。

　しかし、この状況で俺達はどうしたらいいんだろう？　止めるべきなんだろうか？

「はい、ふたりともそこまで」

　パン、とひとつ手を叩く音が響いた。

「紫」「お姉さま」

　ケンカ中のおふたりさんは剣けん吞のんな空気をゆるめ、意外と素直に紫先輩に向き直った。

「ケンカはそこまでにしようじゃないか。下級生の前だし、あまり格かつ好こうのいいことじゃないよ。はい、ふたりともお互いに『ごめんなさい』して」

「けどよ、紫――」

「ごめんなさい」

「――って、いきなりだなキタロー」

　部長がおどろいた顔してますが、俺もびっくりしましたよ。

　いきなり謝るなよ。そして他人のセリフに被かぶせるなよ。

　なんだ、その突然の方ほう針しん転てん換かん能のう力りよくは？

「ほら、素子。美々くんは謝ったよ？」

「……ちっ、わぁったよ！　悪かった。これでいいだろ？」

「うん。ふたりとも、よくできました」

　なでりなでり。うれしそうに紫先輩はふたりをなでた。

　あぁ、いいなぁ。紫先輩の『なでなで』、ぜひ一度俺も味わってみたい。

「だぁっ！　子供じゃねんだ、やめやがれっ！」

　いつも通り、部長は嫌いやそうにその手を払いのけ、対してお嬢さま（笑）は――

「はぁぅぅ～～……っ」

　至し福ふくの表情で『なでなで』を堪たん能のうしていた。その表情たるや、とろけんばかりだ。













　……これは、初だ。

　変な話だが、今まで紫先輩の『なでなで』を素直に受けた奴を、俺は見た事がない。

　いや、それどころか大たい抵ていの場合拒きよ絶ぜつの反応を示していた。

　俺がこんなにも渇かつ望ぼうしている、最高のご褒ほう美びだというのに！

　だがしかし、お嬢さま（笑）は素直に『なでなで』されている。

　表情からして、紫先輩のなでなでの価値を理解した上で堪能しているのだ！

　心なしか、紫先輩もうれしそうになでていらっしゃる。そりゃあ、嫌がられるよりは喜んでくれた方が、やってる方も楽しいんでしょうけど……だけどっ！

　…………この身が焼けるほどに、妬ましい……っ！　ぎりり……っ！

「はぁうぅ～～……幸せです、お姉さまぁ……」

　きぃ～～～っ！　何よあの娘こ、幸せそうな顔しちゃってさ！　あぁ妬ましい！




「あぅぅ……井園くんの顔が怖い」

「……ほっとけ、伊倉。いつもの病気だ」




　　　　　二




　旧生徒会棟二階、現在は笹百合会部室である一室に、俺達は通された。

　室内中央には真っ白なクロスの掛けられた丸テーブルがひとつ置かれ、数脚のイスが置かれている。これを見る限り、俺が思っていたより部員数は少ないようだ。

　壁際には大きな食器入れがあり、ティーセットがいくつも入れられているのが見えた。

　その隣となりに大型の本棚が置いてあったが、何故か中身はスッカラカンだった。

「まぁ、お久しぶりです、お姉さま」「お会いできてうれしいです、お姉さま」「お姉さま、少しお待ちください。すぐにお茶をご用意いたします」

　室内には三人の女子生徒がいて、今はそれぞれに紫先輩を歓迎していた。

　上うわ履ばきの色から見て三人は二年生で、全員がキタロー（お嬢さま）と同じくどこかの制服っぽいワンピースを着ていた。どうも、これ笹百合会のユニフォームらしいな。

「ありがとう、みんな」

　紫先輩の微笑ほほえみに、三人はぱぁっと顔を明るくした。心底うれしそうな彼女らの表情からは紫先輩への好意というか、憧あこがれのような感情が見て取れる。

　うむ、百合百合しくて大変よろしい。

「ご挨あい拶さつがおくれました。わたくしは二年三組の旗き飾かざり美々と申します。現在この笹百合会をお預あずかりしている者ですわ」

　さっきまでのドタバタなど感じさせない楚そ々そとした居い住ずまいで、キタロー（お嬢さま）改あらため旗飾美々さんとやらは俺達に名乗り、軽く会え釈しやくした。

　複雑な思いはあるが、とりあえず俺達は「どうも」と頭を下げ返した。

「あぁ、立ち話もなんですわね。みなさん、そちらのお席に――」

「おぉ！　おめえらも来てみろ！　こっちにデッケェ冷蔵庫があるぞ！」

「人の話をお聞きなさい寿司女っ！」

　一瞬でお嬢さま（笑）の仮面が剝はげたな。

　部長を捕まえに走った旗飾さんと入れ替わりに、お茶を用意した三人組が戻ってきた。

　ありがとう、とお茶の礼を述べつつ、紫先輩は彼女らと俺達の間に立った。

「美々くんは取り込み中だから、僕から紹介するね。彼女達は笹百合会の会員で……」

「福ふく原はら有ゆう花かです」「島しま原ばら舞まいです」「藤ふじ原わらちゆりです」

　その三人は先輩の言葉を受けて、それぞれに名乗って一礼した。

　みんな礼儀正しいし、所しよ作さにはどことなく品がある。

　……うん、旗飾さんに比べると薄味ではあるが、みなさんお嬢さま風味ですね。

「「「三人合わせて、三さん原ばらトリオです」」」

　……うん？　お嬢さま方？

「はい、じゃあ今度はみんなが自己紹介してね」

　俺の疑問を吹き払うように、先輩がニッコリ笑顔で俺達に言った。

　あら、やっぱりそういう流れですか。俺だけしないってわけにはいかないですか？

「……ふむ、じゃあ伊倉くんの方から順番にね」

「え、はい」

　その順番だと俺が最後だ。紫先輩、まさか、俺に落とせと？

「ん？」

　うぅぅ……視線で問うた俺への回答は輝く笑顔でしたとさ。

　なんて美しい笑顔なのでしょう。恐ろしく澄すんだ湖こ面めんのように、その水みな底そこで煌きらめくＳっ気が丸見えです。いろんな意味でドキドキだ！

　と、俺が紫先輩と目で語っている横で、伊倉が自己紹介に入っていた。

「えっと、一年一組の伊倉圭けいです」

　緊きん張ちよう気味の表情で、伊倉はかわいらしくぺこりと頭を下げた。

「「「まぁ！」」」

　その姿に、三人が「かわいらしい！」という反応を見せた。

「あぅ」

　えぇ、みなさんよくわかります。でも伊倉はそういう反応に敏びん感かんなので、もう少し控えめにしてあげてください。あまりやりすぎると泣きますよ？

「……本もと山やま葵です」

『ぶっきらぼう』を外国人に説明するための学習ビデオのような態度で、葵はボソッと一言で済ませた。相変わらずの人見知りっぷりだな、怖がられるぞ？

「わ、クールですね！」「えぇ、かっこいいわ」「うふふ、照れてるんですよね？」

　おう、予想外の反応だ。意外に人を見る目があるぞ、三原トリオ。

「……なっ!?」

　はは、照れてる照れてる。葵の顔が見る間に赤くなったよ。

「……はぁ、お待たせいたしましたわ、お姉さま」

　と、ちょうどそこへ旗飾さんが部長の腕を引いて戻ってきた。

　旗飾さんがすごく疲れた顔をしているけど……何があったかは聞くまい。

　そんな同級生の気持ちを知ってか知らずか、部長はその拘こう束そくから簡単に抜け出すと、勢いそのままにひょいとイスの上にとび乗った。

「んじゃ、次はおれっちだな。……胸に抱いだくは――」

「あなたはしなくても結構ですわ」

「ケンカ売ってやがんのか、こんにゃろう！」

　残念でしたね部長。戻ってくるなり名乗り口こう上じようなんてしようとした罰ばつですよ。

　あと、パンツが見えそうなんでイスから下りてください。

「はいはい、ふたりともケンカは後にしてね。……はい、じゃあ大トリ、はりきっていってみよう」

　紫先輩、敢あえて俺の名前を口にしませんでしたね？　そんなにも俺が羞しゆう恥ちに悶もだえる様をお望みだとおっしゃいますか？　ちっくしょー、そんなあなたの笑顔が大好きだ！

「一年三組の井園……ォです」

　苗みよう字じは聞き取れたはずだから、これで終了です！　……あぁ、やめて先輩、そのヘタレを蔑さげすむような視線はダメ！　それがクセになったら困りますので！

「伊倉さん、本山さん、井園さん……ですわね。よろしくお願いいたしますわ」

　旗飾さんはふわりとお上品な笑顔を作った。……よかった、これで終わり――

「……ところで、井園さん？　あなたのお名前がよく聞こえませんでしたの。失礼ですが、もう一度教えてくださるかしら？」

　じゃなかった！　おのれ旗飾こんちくしょう、そこはスルーしておくれよ！

「だ、そうだよ。ね、『井園』くん？」

　うぅぅぅ……あくまで俺に言わせるつもりですか紫先輩。わかりましたよ。

「じゃあ、改めて。こほん、えぇ……井園カツオです」

「え？　イソノカツオって……え？」「ぷっ」「ま、舞さん、失礼ですよ！」

　そうだろうさ、おかしいだろうさ！　これが俺の持ちネタだよさぁ笑え！

「カツオさん、ですのね。お名前たしかに承うけたまわりましたわ」

　……あれ？　笑ってない、だと？

　これは、初めての体験だ。日本国民に、俺の名前を素直に受け止めてくれる人なんて存在したのか。……あれ、なんだろう、これ。感動？　悲しくないのに、涙が出そう。

　旗飾美々先輩、あなたはひょっとして、とても良い人なんじゃありませんか？

「ところで井園カツオさん、ひとつ伺うかがってもよろしいかしら？」

「はい、なんでもお聞きください、旗飾先輩！」

「あなた、どうしてそんなに愉快なお名前なのかしら？（真顔）」

「そこまでストレートに侮ぶ辱じよくされたのは初めてだこんちくしょ―――――っ！」

　暴言にも程ってもんがあるっ！　俺の反省と後こう悔かいを返せこのクソあまぁあっ！

「おい、やめろカツオ！」

「放してくれ部長！　この女に、俺の痛みを万分の一でも返さなきゃ気がすまねえ！」

「気持ちは痛ぇほどわかるが落ち着け、そいつにゃ悪気がねぇんだよ！　おい、ワサビちゃんもタラちゃんも見てねぇで手伝え！」

「はい！」「わ、わかりました！」

「えぇい、葵に伊倉まで！　くそ、放せ放せ！　一発でいい、こいつを殴なぐらせろ！」

「ダメに決まってんだろ！　やめろバカツオ！」

「そうだよ、井園くん！　女の人に暴力はダメだよ！」

　くぬぉおおっ！　はーなーせーっ！

「と、突然なんですの？　驚かせないでいただきたいですわ」

「驚いたのはこっちだ、こんにゃろう！　人をあそこまで侮辱しておいて、なんで『何を怒っているのかわからない』みたいな顔してやがんだ！」

「えぇ、わかりませんわ。いったい何を怒っていらっしゃいますの？（真顔）」

「おちょくってんのか、こらぁああぁ――――――――っ！」

「うぉ、いきなりカツオの力が……」「ヤバ……手が……」「あぅぅ～～……っ！」

　俺のこの手が怒りで唸うなる、キタロー殴れと轟とどろき叫ぶ！　砕くだけ、必ぃい殺っ！　男女平等パン――――

「カツオくん、ストップ。女の子に暴力なんて最低だよ」

「いやですね、紫先輩。俺がそんなことするわけないじゃないですか！」

　ずしゃあっ！

　……ん？　なんか後ろで三人ほどコケてるけど、どうしたの？

「それから、美々くん。以前も君に言っただろ？　思ったことを全部口に出しちゃダメだって。それで怒ったり傷ついたりする人もいるんだから、注意しなきゃ」

　そうとも、ここにいるぞ。怒り、傷ついた繊せん細さいな男が！

「……はい、申し訳ありません、お姉さま。以後注意いたしますわ」

　そう言って、旗飾は深々と頭を下げた。俺とは逆方向の、紫先輩に対して。

　つまり俺にはケツ向けやがったってことですよ。なんたる侮辱！

「おい、まず俺に謝れよキタロー」

「誰がキタローですのっ!?　……まったく、すぐに暴力に訴えるところといい、品と礼儀の欠片かけらもない発言といい、やっぱり男なんて最低最悪の生き物ですわね」

　ふぁさりと長い髪をかきあげ、蔑みの気配を隠しもせずに言いやがった。

「はぁ？　男なんて、って、なんだそのステレオタイプな男嫌いキャラ的反応は！　この特徴のないテンプレ百合お嬢さまキャラめ、なんでそんなキャラ付けなのに腐女子の会に入ってんだよ？　校風フリーダムの我が校に、おまえのようなテンプレ男嫌い百合キャラの居場所など存在せん！　帰れ！」

「なぁんですって!?　どうしてあなたごときにわたくしを偏かたよったキャラクター性に当てはめられなければなりませんの!?　それに、わたくしだってお姉さまがいなければこんな、って、そんなのあなたには関係ありませんわっ！　……これだから男は！　お姉さまの手前我が慢まんしておりましたけど、もう限界ですわ！　この場に男が存在するというだけでも寒気が……寒気……が……します……わ……へっくちっ！」

　……くしゃみ？　まるで本当に寒いかのように、旗飾は腕をさすりながら身を縮ちぢこまらせ、ガタガタと震ふるえている。

　今は六月。室内は寒いどころかちょっと蒸し暑い。

　さっきも頭痛がするとか言ってたし、風邪でもひいてんのか？

「……とにかく、みなさんにはお帰り願いますわ！　お姉さまから、何かお願いがあると伺っておりましたけれど……そんなのもう知りませんわっ！」

「おい、そりゃねえだろキタロー！　まだなんにも話してねぇじゃねえか！」

「つ――ん、ですわ」

　口で言うなよ。

「お願いだよ、美々くん。話だけでも聞いてくれないかな？」

「はい、もちろんお伺いいたしますわ、お姉さま」

　ずべしゃあっ！

「……あら？　みなさんどうかいたしまして？　そんな風に床に倒れられて」

　今度は俺もコケたよ、こんちくしょう。

　なんなんだ、この掌てのひら返しの素早さは!?　少しは自分の言動に責任を持てよ！

「おめえが言うなってんだ」「おまえが言うなよ」「井園くんも人のこと言えないよ」

　あれ？　みんな、何その反応？　しかも三人とも俺の心を読んでない？

「さて、話が遠回りしすぎた気もするけど……本題といこうか」

　ホントですよ紫先輩。ここ数分のやり取りって、全く必要なかったですよね。




「――お話はわかりましたわ」

　紫先輩の説明が終わると、旗飾はひとつ大きく頷うなずいた。

　最初は部長が説明しようとしたのだが、話し出すと一瞬でケンカに発展したために紫先輩が交代したのだ。

　ちなみに、俺も部長と一緒になって旗飾に文句ぶちまけたら紫先輩に、「カツオくん、お口にチャックだよ」とかわいらしいチャック閉じめの動作付き（みなさまにお見せできなくて非常に残念です）で言われたので、以後お口にチャックして黙っている。

「それで、どうだろう美々くん。ずいぶん勝手な話だとはわかっているけど、お願いできないかな？」

　旗飾は紫先輩を気まずそうに見た後、目を閉じて言った。

「お断りいたします」

「んなっ!?」

　部長が隣で驚きよう愕がくの声を上げる。もちろん俺も驚いたし、葵も伊倉もそのはずだ。

　だって今までのコイツの言動からして、紫先輩の頼みを断るなんて考えられなかったのに！　……つか、何様だこの女！　逆ぎやく臣しんめ、女王陛下の勅ちよく令れいであるぞ！

「と、言いたいところですが、お姉さまのご依頼ですもの……お受けいたしますわ」

「なんでぇ、驚かすんじゃねぇや」

　ほっと息をつき、浮かしかけた腰を再び落とす部長と俺達だったのだが……。

「……ですが、ひとつ条件があります」

「条件、だぁ？　いったいなんでぇ？」

「お姉さまを、わたくし達に返していただきますわ」

　……な、にぃ？　こいつ、いきなり何を。

「ちょいと待ちな、紫を返せたぁどういうことでぇ？」

　部長の声も表情も険けわしくなる。まぁ当然だ。そんな条件吞のめるか、百合女！

「言葉通りの意味ですわ。……いいえ、返せというのは少々ニュアンスが違いますわね。お姉さまは、あなたなんかの所有物ではありませんもの」

　旗飾はキッと部長を睨み、すぐに和やわらげた視線を紫先輩に移した。

「お願いです、お姉さま。わたくし達の元へ帰ってきていただけませんか？」

　その視線は真しん摯しで、紫先輩は多少驚いたようだった。

「美々くん、それは――」

「お願いします！　でないとわたくし達の……いいえ、お姉さまが創ったこの笹百合会が、なくなってしまいますの！」

「どういうことだい、美々くん？」

　旗飾の話に、さすがの先輩も驚いたらしい。当然、俺もビックリだけど。

「これも言葉通りですわ。……お姉さま、先ほどこの部室にいるのがわたくし達だけだと知ったとき、驚かれませんでしたか？」

「そうだね、正直言って少し驚いたよ。僕の知っている限りでは、笹百合会の会員は十五人いるはずだったのに」

「えぇ、全てわたくしの力不足が原因ですわ。昨年、お姉さまが去った後多くの会員が去り……残ってくださっていた方々も、前会長が卒業され、わたくしが正式に会長を継ついだ後ひとりふたりと脱だつ退たいしていきましたの」

　憂うれいを込めた旗飾の表情や口調は、やっぱりどこか芝居がかっているものの、そこに込められた彼女の悔かい恨こんを強くうかがわせた。

「わたくしも、自分なりにがんばったつもりです。ですが、あの方たちのお心をつなぎとめる事ができませんでした。そして最近のことです……十一人もの方々が、一度にここを去ってしまいましたの」

　よよよ、と泣き崩れる旗飾を、三人組のひとりが「泣かないで美々さん」と脇から支えた。おう、麗うるわしき乙女の友情だな。お兄さんドキドキだぜ？

「家族が去ってくなんて、辛つれぇよな……キタロー」

　おや、部長もなんか同情気味だ。人情話に弱かったのか。

「一度に、十一人も？　美々くん、いったい何があったんだい？」

「……えぇ、あれは半月ほど前のことでしたわ――」

　旗飾は顔を上げ、遠くを見るような視線を窓の外へと流した。

　はい、回想入りまーす。




　　　　　三




「美々さん、ごめんなさい。私達、もうあなたにはついていけないわ」

「……どういうこと、ですの？」

　その理り子こさんの言葉に、わたくしは自分の耳を疑うたがいましたわ。

　だって、理子さんは副会長で……これまで「一緒に笹百合会を支えていきましょう」と、そうおっしゃっておりましたのに。

　それに彼女の後ろには十人の方々が立っていて……それが意味することは、ひとつしかありませんでしたわ。

「そんな……どうして、どうしてですの理子さん、みなさん!?　昨日まで、一緒にやっていこうとおっしゃっていたではありませんか!?　笹百合会が好きだと……たとえお姉さまがいなくても、ずっと存続させていこうとおっしゃっていたのに、どうして……？」

　取り乱すわたくしを、理子さんは悲しそうに見ていらっしゃいましたわ。

「わからないのね、やっぱり。……美々さん、あなたは自分が昨日何を言ったのか、まるで理解していないわ」

「昨日……？　わたくしがミーティングで言ったこと、ですの？」

　理子さんは静かに頷きました。

　前日のミーティングで、わたくしは笹百合会の今後の方針を会員のみなさまに提案いたしました。それが、彼女達の行動の理由だとおっしゃるのです。

「どうして？　わたくしは、ただ……」

「えぇ、わかっているわ。あなたがただ純粋に笹百合会を、いいえ、お姉さまを愛していることは痛いほどわかっているの。その愛が誰より深いことも、みんな認めている。だから、あなたがこの会の代表であることに異存はなかったの。でも……でもね、あの提案だけは絶対に受け入れられないの！」

　理子さんの瞳は涙を湛たたえておりました。わたくしは気付かないうちに、それほどまでに苦しい選択を彼女に迫せまってしまっていたのです。

「どうしてですの、理子さん！　わたくしはただ、




『部室内にあるＢＬ本を全て焼き払いましょう』




　と提案しただけではありませんの！」

『それがおかしいっつってんでしょ、バカ女！』




「――そう言い残し、彼女達は去っていきましたわ。大量のＢＬ本と共に。その点は正直言って清せい々せいいたしましたが……彼女達が何故去っていったのか、わたくしにはまるでわかりませんでしたわ。ですがきっと、全てわたくしの至いたらなさが原因なのですわ」

　そうだね、全部おまえが悪いと思うよ。ＢＬ同好会でＢＬ否定してどうするよ？

　しかも焚ふん書しよって、おまえはどこの始し皇こう帝ていだ？

　本棚が空なのはそれが原因だったわけか、そりゃみんな怒るよ。

　つか、むしろおまえが追放されてしかるべきだろ、人数的に。

「落ち込まないで美々さん」「そうよ、元気出して！」「私達がついているわ」

　でも、この三人は何故残ったのだろう？　腐女子じゃない、とか？

　俺の疑問などどこ吹く風で、三原トリオは口々に旗飾をなぐさめつつも台本を集めたり、スポットライトを消しつつ窓の暗あん幕まくを開いたりと、部室の片付けに大忙しだ。

　みなさん、俺が何を言っているのかわからないかもしれないが、俺にもわからん。

　えぇと、ざっくり説明するとね？　さっきの回想シーンって、旗飾と愉ゆ快かいな仲間達による寸すん劇げき形式だったの。旗飾がナレーションで、三原のＡとＢが旗飾と副部長の役をして、Ｃが照明その他の担当。

　打ち合わせでもしてあったのか、旗飾と三原は流れるように悲劇（笑）を始めたのよ。

　ね、おかしいでしょ？　こっちはみんなポカーンだよ。

　ともあれ、劇団・ササユリの小芝居で、一応、現状は理解した。

　要するに、バカのせいで笹百合会は定員割れしたってことだ。

「生徒会からも、先日通達がありましたわ。期限内に五人目の入部が確認されなければ、正式な部活としての認定を取り消し、この部室の返還を求めると。その期限も間近に迫っておりますの。ですからお姉さま、笹百合会に戻ってください！」

　祈るように手を組み、涙目で詰め寄る旗飾に、紫先輩は困った顔をした。

「状況は理解したよ。ここが接収されたら困るのは僕らも一緒だから、僕も笹百合会に戻ることは吝やぶさかじゃない。ただ、兼部という形になっちゃうけどね」

　さすがは慈じ愛あいの女神紫先輩です。お優しい！

「ですが、それでは……笹百合会の人数が」

「うん、足りないね。……あ、一年生のみんなに説明するとね、うちの学園では兼部が認められているけど、ふたつ以上の部に所属する場合、その中で主な所属先とそれ以外をきちんと分けて登録しないといけないんだ。で、メインの所属先ではその部員を一名と数えて、サブの部活では二分の一人と数えるんだ」

　ほほう、なるほど。そうなると、紫先輩が笹百合会にサブで戻っても四人半にしかならない。規定の五人には足りないわけだな。

「それでね、美々くん。申し訳ないけど、僕は主な所属先を江戸前寿司部としておきたいんだ。そうしないと、江戸前寿司部が定員割れしちゃうからね」

「お姉さま……それはつまり、わたくし達よりも……わたくしよりも、そちらの寿司女の方が大事だと、そうおっしゃるのですね？」

　うわ、怖い目だな旗飾さんや。そんな目で部長を睨むなよ、騒ぎ出すから。

「……端たん的てきに言えば、そうだね」

「っ!?」

　頷いた紫先輩に、旗飾は息を吞んだ。

「でも、笹百合会がどうなってもいいというわけじゃないよ。だから美々くん、僕からひとつ提案がある。まず僕が笹百合会に兼部という形で戻る。それとプラスして、江戸前寿司部からもうひとり……いや、部員全員でもいいから、そちらに兼部で入部してしまえばいいんだよ」

　なるほど、さすがです紫先輩！　それなら一応紫先輩も戻る形になって、笹百合会も存続可能で部室も安あん泰たい。ついでに俺達も気兼ねなく一階部分を使えるな。

　一応、俺達も笹百合会の部員になるわけだし。

「ね？　これで解決だよ。素子も、それでいいだろ？」

　先輩に応えて、部長も軽く頷いた。

「おうさ！　大事な家族の紫をくれてやるつもりはねぇが、そういう話なら文句ねぇや。おぅ、キタロー。しょうがねえから、おれっちも入ってやろうじゃねえか！　おめえんとこ……えっと、ササニシキによ！」

　そう言って、部長はニカッと男前な笑顔をうつむいたままの旗飾に向けた。

　双方の利害が一致している以上、あちらにもこの妥協案を断る理由はあるまい。




「　お　こ　と　わ　り　で　す　わ　！　」




　あ、あんですとぉ～っ!?

「はぁ!?　なんでだキタロー！　今ので全部解決じゃねえか！」

　そうだそうだ！　話の流れを考えろ、百合女！

「ふん、ですわ！　わたくしが望んでいるのはお姉さまに会長として我が笹百合会にお戻りいただくことですの。兼部、それも笹百合会がサブだなんて、絶対絶対、ぜ～ったい認めませんわ！　それに、あなた方のように寿司臭くさくて不快な人間を、わたくし達の清らかな笹百合会に招まねき入れるなんていうのも願い下げですわっ！」

「てやんでぇべらぼぅめ！　寿司臭ぇたどういう意味でぇ、おめえにゃ寿司の芳かぐわしい香りもわかんねぇのかよ!?　それに、おめえの言ってるこたぁただの手前勝手じゃねぇか、こっちはおめえらも助かる方法考えてやったんだぞ！」

　考えたのはあんたじゃないけどな。でも、珍しく正論だ！

「何を上から目線でおっしゃってますの、わたくしより十五センチも小さいくせに！」

「へん！　ここで胸のサイズ自慢たぁ恐れ入ったね！　そうかいそうかい、そんなに差があったなんてなぁ？　……おぉおぉ、良ぉく育ったお胸様なこったぜ！」

「だ、誰が胸の話なんてしましたの!?　身長の話ですわ、このちび助すけ平べ！　……つべこべ言わず、お姉さまをわたくし達に返しなさい！　そうしたら、と　く　べ　つ　に、下の階を貸して差し上げますわ！」

「はん！　そんなもん、真まっ平ぴらごめんのお断りだね！　……ちっ、おめえみてぇな胸と性格が垂たれて歪ゆがんだ女に何か恵んでもらおうなんて、おれっちも焼きが回ってたみてぇだな、もう勝手にしやがれ！　ササニシキだかコシヒカリだか知らねぇが、さっさと潰つぶれてここをおれっち達によこしやがれってんだ！」

「笹百合会、ですわ！　お姉さまが付けてくださった神聖な名前を侮辱しないで！」

「へん、ササユリもコシヒカリも似たようなもんだろうが！」

「全っっっ然っ、違いますわっ！　お花とお米のどこが似てるって言うんですの!?」

「どっちも植物」

「カテゴライズが大おお雑ざつ把ぱすぎですわっ！」

　……あー、なんだなんだ、またケンカ始めちゃってまぁ。

　お口にチャックされてるってのもあるが、俺達に口を挟はさむ隙すき間まがねぇよ。

　どうしましょう、紫先輩？

「うぅ～ん……こうなっちゃうと、なかなかね。しばらく様子を見ようか？」

　ですねぇ。下へ手たに口を出して巻き込まれたくもありませんし。

「井園くんが目だけで越戸先輩と会話してる……」

「……カツオ、なんでさっきからしゃべらないんだよ？」

　おや、伊倉と葵が微び妙みような表情で俺を見てる。何故？

「ん？　ひは、はっへはほひ……ほへ、へんはひひほふひはっふはへはっはははは（いや、だって葵……俺、先輩にお口チャックされちゃったからさ）」

「……バカなんだな、要するに」

　くっ、なんでいきなりため息をつくんだ、葵！

「はへははははっ（誰がバカだっ）！」

「チャックを開けろっ！」

　…………こんなところでチャックを開けろ、なんて。大だい胆たんだね、葵。

　……ポッ。

「くたばれエロガツオッ！」

「ふべらぁっ!?」

　良いフックだぜ、葵……ところで、その新しいカツオの品種みたいな呼び名は、いったい……なに……ぐふっ。

「井園くんのあごが変な方向にっ!?　しっかりして！」

　駆け寄ってきた伊倉の向こうで、葵がそっぽを向くのが見えた。

「ふん！　口のチャックが開いてよかったじゃねーかよ！」

　うぅぅ、酷ひどいよ痛いよ怖いよ。俺が何をしたって言うんだよぅ。

「今のは井園くんも大概だと思うけど……大丈夫？　あ、動いちゃダメだよ井園くん。まだ上下のかみ合わせが合ってないよ？」

　ちょっと待て、あごのかみ合わせがずれてるって、俺はどういう状態なんだ？

　……うおぅ、脳のう震しん盪とう。立てないよぅ、助けて伊倉～。

「ちょっと待って、今起こすから。あ、ボクの首に手を回して。ボクの腕力だけじゃ、支えるの辛つらいから。ん、もうちょっと強くてもいいよ？　……あぅ、ごめんちょっと痛い……うん、そのくらいなら痛くないよ。ちゃんと摑まっててね？　よいしょっ」

　がんばって俺を起こそうとする伊倉のかわいい顔は、ちょっと紅潮しているし、呼吸も若じやつ干かん乱れている。うぅ……すまないねぇ。

「……ふぅ、手伝ってもらって悪かったな。おかげで助かったよ伊倉」

「ホント？　えへへ、ありがと井園くん」

　なんとかイスに戻って礼を言うと、伊倉は照れたように笑った。

　つか、なんでおまえが礼を言うんだよ、それはこっちのセリフ……って、おや？

「まぁ！」「まぁっ！」「まあぁっ！」

　なんだ、なんなんだ、この背中に感じる熱い視線と背筋を駆け上がる悪お寒かんは!?

　この生理的拒否反応を喚起する視線は……誰だ？　後ろか！

「「「あぁ、麗うるわしい男同士の友情……ステキすぎです……」」」

　背後に向けた視線の先に、腐った六つの目があった。おまえらかよ三原トリオ！

　不覚、あの男嫌いに惑まどわされていたが、ここは腐女子の巣そう窟くつだった！

「どうしたの、井園くん？」

　えぇいくそ、早く俺から離れろ伊倉！　なんか危険な気がするから！

「？」

　しかし、俺の必死なアイコンタクトは伊倉には伝わらないようで、不思議そうな顔をするばかりだ。……あぁもうかわいいな、って俺まで惑わされてどうする！

「井園くん、やっぱりまだ体の調子がおかしいんじゃ……」

「やめてさわらないで子供ができちゃうっ！」

「ええぇっ!?　落ち着いて井園くん、子供なんて出来るわけないよ！」

　慌てた様子で俺に詰め寄る伊倉に背を向け、身を縮こまらせる亀作戦。

「まぁ、井園さんが照れてます！」「意外に純情なのね」「かわいらしいですわ」

　うぎゃーっ！　やめて、そんな目で俺と伊倉を見ないでっ！

　更に身を硬くする俺の肩に、ふわりと柔らかな手が置かれた。……あぁ、この典てん雅がにして高貴なる香りは、紫先輩ですね。そんなことされたら肩がとけちゃいますよ？

　視線を上げると、それはそれは楽しそうな先輩の優しい笑顔があった。

「ふたりとも、僕らのことは気にしないで。さ、続けていいんだよ……？」

「うわーん！　違うんです先輩、俺達の青春介護ストーリーに続きはありません！」

　紫先輩はそっと目を閉じ、優しくふるふると首を横に振った。

「……それは違うよ、カツオくん。ここが、始まりさ。ふたりの青春ボーイズ・ラブストーリーの、ね……？」

　初めてはっきりボーイズ・ラブって言われたっ!?

「……ボ、ボーイズ・ラブ…………ですって……？」

　やめてよ、そんな嚙かみしめるようにその呪文を口にするのは誰なのよっ!?

　声のした方をキッと睨みつけてやると、部長と益やく体たいもない口論をしていたはずの百合女・旗飾美々が、幽ゆう鬼きのように青ざめた顔でこちらを見ていた。

「……男、というだけで……それだけでも、耐たえ難がたいのに……男と、男のラ……ラブですって……？　それも、現実に!?　……信じられませんわ、虚きよ構こうならいざ知らず……そんなに醜いものが、この世に実在するだなんて！　む、虫むし唾ずが……」

　ブツブツと何事か言っていた旗飾の顔はどんどん青ざめていく。

　誰が実在のＢＬだ！　それに何よ、その汚物を見るような目は!?

「虫……ず……が……はし……う……うぷっ！」

　旗飾の顔色が青から土つち気け色いろに変わり、喉のどの奥からこみ上げてきた何かを押さえるように、両手が口許へと運ばれている。……虫唾が走る？

　ここで豆知識をひとつ、『虫唾が走る』＝『吐き気がする』。……え、ちょっと!?

「やば……だ、誰かなんか袋とか――」

「大変！　いくわよみんな！」「えぇ、わかっているわ！」「よろしくってよ！」




「「「ディフェンシブ・フォーメーションα！」」」




　その瞬間、三原が動いた。文字通り、目にも止まらぬスピードで。

　一つ瞬またたく間に、旗飾の前には三原Ａによって移動式カーテンが置かれ、

　二つ瞬く間に、その後ろへバケツを持った三原Ｂが駆け込み、

　三つ瞬く間に、カーテンの前にバイオリンを抱えた三原Ｃが立った。

　何事だ。

　呆ぼう然ぜんとする俺達江戸前寿司部の前で、三原Ｃが口を開いた。

「Ｊ・Ｓ・バッハ、『無伴奏ヴァイオリンのためのパルティータ第三番ホ長調』」

　曲名だろうか？　それだけ言うと三原Ｃは演奏を始め、軽けい快かいで爽さわやかなメロディーが室内に響き始めた。

　……ナニコレ？

　その技ぎ巧こうに富んだ美しい旋せん律りつに紛まぎれて、「美々さん、もう大丈夫よ。我慢しないで」と聞こえてきて、あれひょっとしてカーテンの裏でと思ったらバイオリンの音が高まり、何も聞こえなくなった。あ、三原Ａが水の入ったコップを持ってカーテン裏に……。




　そして、おそらく三分ほど経った後、バイオリンが止まった。

　三原ＡＢＣが現れた順とは逆に去っていき、その場には旗飾美々が何事もなかったかのような顔をして立っていた。

「「「「「……………………」」」」」

　レースのハンカチで口許を拭ぬぐっていた旗飾は、楚々とした仕草でそれをポケットへと戻し、呆然と立ち尽くす俺達に向けてふんわりと微笑んだ。

「失礼いたしましたわ」

「「ホントにな」」

　俺と部長の声がハモった。

　……いやだって、そう来るとは思わないでしょ。衝撃的にもほどがあるよ。

　吐き気がするって言って、ホントに吐くなよ。そういうのって普通言葉の綾あやだろ？

　マジで吐いてどうするよ？

　いや待て、そう言えばこいつ最初っからそうだったな。

　初めは頭痛、次は寒気、そしてとどめにさっきの吐き気。

　それぞれ会話の中で口にした症状を、こいつ本気で感じていた様子だった。……いったいどういうレベルの正直者なんだ、おい。

　ついでに、三原改め三馬鹿。おまえらも変なキャラ立てするな。場が混乱する。

　……ま、それはそれとして、だ。

「なぁ旗飾さん、ちょっといいか？」

「な、なんですの？　突然『さん』付けだなんて……気味が悪いですわね」

「いや、ひとつ謝らせてほしい。……さっきは、無個性だとかテンプレだとか言って悪かった。ホントに失礼なことを言ってしまった。謝るよ、この通りだ」

　俺は深々と頭を下げた。

「……ま、まぁ、そう素直に謝罪されてしまっては、仕方がありませんわね。いいですわ、先ほどの暴言は水に流して差し上げます」

「あぁ、ありがとう。是非とも訂正させてくれ、あんた十分に変な奴だよ。あんたはこの学校にふさわしい、立派な奇人変人だ。俺が保証するよ！」

「ぶち殺しますわよ、ＢＬ男！」

　おぉ、怖い怖い。あんた、お嬢さまの仮面まで取れかけてんぞ。

「落ち着けよキタロー。おめえが変な奴なんて、今さらじゃねえか」

「ド変人のあなたにだけは言われたくありませんわっ！」

「そりゃおれっちのセリフだろうがよっ！」

　いや、おたくら同レベルッスよ？

「もう完っ全に頭にきましたわ！　お姉さま、申し訳ありませんけれど、さきほどのご提案は断だん固ことして拒否させていただきますわ！」

「ちょっと、美々くん……少し落ち着いて、現実的に考えてくれないか？　このままじゃ僕らは共倒れするだけなんだよ？」

「いいえ、お姉さま。共倒れなんていたしませんわ。――そう、最初からわたくしと寿司女、双方並び立つなんて、決してありえないことだったんですわ！」

　紫先輩の言葉を突っぱねた旗飾は、決然とした表情で部長を見すえ、

「お聞きなさい寿司女……いいえ、江戸前素子！　わたくしはあなたに、お姉さまを賭かけた真剣勝負を申し込みますわっ！」

　そう高らかに宣言し、ビシリと部長に指を突き付けた。

「あん？　真剣勝負だぁ？」

「えぇ、そうですわ！　わたくし達はこの部室を賭けて、あなた方はお姉さまを賭けて勝負しますの。そして、勝負に勝った方がお姉さまとこの部室を手に入れ、負けた方は消え去る……いかがですの？」

　腰に手を当て、部長を見下ろすようにふんぞり返る旗飾に、部長は腕を組んで同じようにふんぞり返って睨み返した。

「勝者の総取りってわけかい……面白ぇじゃねえか、その勝負乗ったぜ！」

　って、オイ！　何を男前な顔で目ぇ輝かがやかせてんですか、部長！

「なんで受けちゃうんですか部長！　紫先輩を賭けの対象になんて……」

「へん、わかりやすくていいじゃねぇか！　へへへ、乗るか反そるかの大勝負か……上等じゃねえかよ！」

　いかん、負けず嫌いのエセ江戸っ子魂だましいに火が点ついてやがる。

「勝てば極楽負ければ地獄、退ひいてもケツに火が回る。死線潜くぐらにゃならぬなら、自ら進め大勝負。敵が我が身を懸かけるなら、受けて立たねば女がすたる！　……あぁ、やってやろうじゃねえか旗飾美々！　紫と部室……いや、それぞれの部の存続を懸けて、真剣勝負と行こうじゃねえか！」

　堂々たる態度で、部長は高らかに宣言した。

「ふん、いつものことながら威い勢せいだけはいいですわね。――ですが、その意気や良しですわ。そう来なくては、面白くありませんもの」

　どこからくる自信なのか、旗飾は余裕の表情で部長の宣言を受け止めた。

「へん、そっちこそ良い根性してやがるぜ！　そいじゃあ笹百合会会長、旗飾美々！　おれっち達江戸前寿司部と、寿司で勝負だっ！」

　ビシィッと音が鳴らんばかりの勢いで、部長は旗飾に指を突き付けた。

　おおぅ、なんかよくわからんが、正統派寿司漫画みたいな展開に！　部長、ひょっとして勝負を嬉き々きとして受け入れたのって、それがしたかったからですか？

　部長の燃え上がる視線を、旗飾は不敵な表情で真っ向から受け止め、言った。




「イヤですわ！」




「「な、なんだってぇええ――――っ!?」」

　またしても、俺と部長の声がハモッた。

　……ば、バカな……!?　料理モノの登場人物が、料理勝負を拒否!?

　旗飾美々……貴様は、なんて恐ろしいマネを！　直前までの流れを無視するのみならず、この世界の理ことわりにさえ反はんしようというのか!?　おまえは大魔王かっ!?

　戦慄する俺と部長の前で、旗飾は少しふくれっ面つらで言った。

「だって卑ひ怯きようじゃありませんの。寿司はそちらの専門なのでしょう？　真剣勝負をしようと言うのに、そちらが一方的に有利な条件なんて吞めるはずありませんわ」

　ぐうの音ねも出ねぇ正論だ。

「むぐぅ」

　……ごめん、部長から出たわ。

「それに、わたくしは寿司なんて大嫌いですの。あの不快な臭いを、間近で感じなければならないなんて……まして、自分で触ふれるだなんて、想像しただけで……」

　わわわっ、旗飾の顔色がっ!?

「ちょっと待て、キタロー！　わかった！　わかったから想像すんじゃねえ！」

　部長が大慌てで手を振ってなだめると、旗飾は青ざめた顔を上げた。

　よかった、治まったみたいだな。旗飾美々、危険な女だぜ。

　しかし、部長がなんでこいつをキタロー呼ばわりしてたのか、謎が解けたな。

　キタローって、ゲ○ゲの森に住んでる、あのキタローなのね。

　女の子に付けるべきあだ名じゃないけど、これ以上似合うあだ名もないわ。

「ふむ……僕と部室を賭けて勝負するってことで、まとまったわけだね」

　しばらく成り行きを見守っていた紫先輩がそう言うと、ふたりの部長は頷いた。

「じゃ、賞品の僕は手を出さない方がいいよね。そうすると、どちらも四人になるわけだね。では四対四、もしくは一対一を四回……そういう勝負方法を考えるとしようか」

　待ってください、紫先輩。あなたが賞品……ですって？

　あの、この勝負に俺個人で参加しちゃダメですか？

　勝負に勝てば紫先輩を俺のモノにして、ここをふたりの愛の巣にできる！

「Neinナイン」

「ドイツ語っ!?」

　うえーん、曖あい昧まいな解釈不能言語＋テレパス否定のダブルだよ！

「……少し黙っとけ、バカツオ」

　はい、ごめんなさい葵様。睨むあなたが恐ろしいので大人おとなしくしておきます。

「ふむ……どちらにも公平な条件となると、難しいね。お寿司だと笹百合会が不利だし、運動系でも男の子がいる江戸前寿司部が有利になっちゃうし……」

　凹へこむ俺を捨て置き、紫先輩は思案顔で部室内を歩いていた。

　たしかに、公平な条件の勝負ってなると難しいかもしれないなぁ。

「なぁ、やっぱ寿司でいいんじゃねえか？」

「お黙りなさい」

　……蒸し返すなよ部長。

「あぁ、そうだね。素直にそうすればよかったんだ」

　紫先輩が、ポンとひとつ手を打った。

「おぅ、やっぱりおめえも寿司がいいと思うか？」

「残念だけど不正解だよ、素子。僕が提案したいのはお寿司に限定しない料理対決だ」

「お料理対決、ですの？」

「うん、そう。これなら男女も学年も関係ないし、平和的だろ？」

　どうだろう？　と先輩が尋たずねると、部長と旗飾は一瞬睨み合った後、視線を先輩に戻した。

「おぅ、いいじゃねえか」

「こちらもよろしいですわ」

　どちらも不敵な表情で頷いた。ずいぶんあっさりだな。

「じゃあ、決まりだね。ふむ、次は勝敗の判定だけれど……」

　コンコン。

　不意に、笹百合会部室のドアがノックされた。

「あ、はいはい。どなたですか？」

　入り口に一番近かった三原Ａが立ち上がり、ドアを開け「あっ」と驚いた。

「失礼いたします、生徒会の者です。お話があるのですが、今よろしいでしょうか？」

「え、あの……」

　気まずげに室内を振り返った三原Ａの体越しに、その来訪者の姿が見えた。

　あれ、この人ってたしか……。

「おや、千ち佳か子こくんじゃないか」

　紫先輩の声に、千佳子と呼ばれたその銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの女子生徒は室内を見回し、

「……どうやら、お取り込み中のようですね」

　以前見たのと同じ無表情のまま、少しだけ首を傾かしげた。
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　生徒会の仕事出来そうな秘書風メガネっ子、黒くろ田だ千佳子嬢の用件は、やはりこの部室の接収期限に関する通達だった。彼女はものすごく事務的な態度で書類を差し出し、同じく事務的な口調で旗飾に状況を説明した。

　彼女の説明を受ける旗飾の態度は、部長や俺に対するような尊そん大だいかつ敵対的なそれとは違う落ち着いた、いや、悄しよう然ぜんとしたもので、

「いま少し、お時間をいただきたいですわ」

　そう言って黒田さんに頭を下げた旗飾は、心なしか小さく見えた。

「それで、どうしてこちらに江戸前寿司部のみなさんがいらっしゃるのですか？」

　その事務的会話が終わった後、黒田さんはさほど興味もなさそうな様子で、こちらの事情を尋ねてきたのだった。




「――なるほど、そういうことでしたか」

　紫先輩の簡単な説明に、黒田さんは平へい板ばんな調子でそう言って、小さく首しゆ肯こうした。

「事情は理解いたしました。なかなかに興味深いお話ですが、中央Ｂ棟――この建物のことですが、こちらは笹百合会の所有物ではありません。現在の位置づけは特殊な部室棟ということになっていますので、正式な使用には生徒会の許可と職員会議での承認が必要になります。……失礼ながら、非公認と公認取り消しを迫られている部活間で取引の対象にしたところで、職員会議での承認は望めないでしょう」

　そう言って、黒田さんはちらりと二名の部長に視線を流した。

「それは、そうですけれど……」

「まぁた職員会議かよ……」

　旗飾は渋い顔でうめき、部長はうんざりした様子で頭をかいた。

　う～ん、さっきまであんなに勝負だなんだと熱くなっていたのに、一気に冷めたな。

「千佳子くん、たしかにそうかもしれないけど……」

　取り成そうと声を上げた紫先輩を、黒田さんは軽く手を上げて止めた。

「そこで、ひとつ提案があります。その勝負、生徒会に預からせていただけませんか？」

　……は？　いきなり何を？

「生徒会として、こんな勝負は認めないってことかな？」

　訝いぶかる俺達を代表した紫先輩の声に、黒田さんは眼鏡のつるを持ち上げつつ言った。

「いいえ、その反対です。その勝負を、生徒会に取り仕切らせてほしいんです」

「え？」「はぁ？」「どういうことですの？」

　紫先輩、部長、旗飾と、疑問の声が連なる。

「あぁ、失礼しました、説明が不十分でしたね。……そうですね、一年生の方もおられますし、最初からご説明いたします」

　少し頭を下げて、黒田さんは言葉を続けた。

「来週末、生徒会主催で行われるイベントがあります。これは毎年この時期に行われる、生徒会と生徒との親しん睦ぼくを深めることを目的としたレクリエーションなのですが……まぁ、そんな建前はどうでもいいですね」

　……この人、今サラッとすごいこと言わなかったか？

「越戸先輩はよくご存じだと思いますが、このイベントはその年度の生徒会の力を示す試し金きん石せきのようなものなのです。どのようなイベントを企画し、いかに運営するか。またそれによって、どれだけ生徒を楽しませ、その心を摑むことができるか。ここでの成果が、そのまま生徒会に対する評価となるのです。生徒からも、教師からも」

「一年生のために補足するとね、当日は半日授業を潰してそのイベントに使うんだ。レクリエーションといっても授業の一いつ環かんという名目だから、当然全員強制参加。……これで退たい屈くつな企画をされると、本当にがっかりなんだよね。『つまんないから帰りたい』なんて思われたら、最悪だ。イベント終了後にアンケートを取るんだけどね、そこで不評だった生徒会は、たいてい秋の学園祭も失敗するっていうデータがあるんだ」

　強制参加のつまらん見せ物か。たしかにそんなもん何時間も見せられたら、俺も生徒会に不満を持つことだろうな。

「昨年のイベントは本当に楽しかったですわ、お姉さま！」

「ふふ、ありがとう美々くん」

　くそう、何故俺は去年入学しなかったのだ！

「越戸先輩、補ほ足そくありがとうございます。えぇ、そのように重要なイベントですので、毎年生徒会役員は全力を挙あげてこのイベントに臨のぞむのです。……ですが」

　言葉を切って、黒田さんは軽くため息をついた。

「今年度の生徒会長が出してきた企画案は、『会長バンドライブ』なるものでした。内容は、会長が中心となったバンドによる二時間のライブ及びトークショー」

「……それは、また。甘あま栗ぐり原はらくんも、ずいぶんなものを出してきたね」

　紫先輩も苦にが笑わらいを浮かべている。その言葉には、多分に黒田さんへの同情が混じっているようだ。あぁ、女神の慈愛ですね。

「まぁ、幼よう稚ちな自己愛むき出しの面白くもなんともない自己満足企画でしたので、即座に却下いたしましたが……代だい案あんも大した物が出ず、また責任は会長がご自身でお取りになるということでしたので、仕方なく現状はその線で動いているのです」

　生徒会長の企画案を即座に却下って。あんたいったい何者なんだ？

「――なるほど、それで『この勝負を預かる』につながるわけだね」

「えぇ。ご理解が早くて助かります、越戸先輩。こんな面白そうなこと、見み逃のがす手はありませんから」

　へ？　じゃあ、まさか……。

「あん、どういうことでぇ？　そのイベントとおれっち達の勝負預かんのが、どうつながるってんだ？」

　わかっていない様子の部長に、黒田さんが変わらぬ事務的口調で言った。

「率そつ直ちよくに申し上げれば、その江戸前寿司部と笹百合会の勝負、生徒会主催レクリエーションのメインイベントとして買い上げたい、そういうことです」

「はぁ!?」

　部長の心底おどろいた声が、笹百合会の部室に響き渡った。
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　週が明けて月曜日。俺達が笹ささ百ゆ合り会かい……と言うか、旗き飾かざり美み々みと揉もめてから土日を挟はさんだその日の放課後。

「――こちらがその企画書になります。ご確認ください」

　再び笹百合会の部室に集まった俺達に、生徒会役員・黒くろ田だ千ち佳か子こは極きわめて淡たん々たんとプリントを配くばった。いや、本当にこういう行動が似合う人物だな。

「部室争そう奪だつ・手料理対決（仮）！」

　そう銘めい打うたれたＡ４プリント用紙には、イベントの概がい要ようがざらっと書き込まれている。

「まずは対戦方法についてご説明いたします。

　勝負は全三回戦。各部からひとりずつが参加する一対一の料理対決を三回行います。もし、引き分けが重なって決着がつかない場合のみ、延長戦を行います。

　勝負に出していただく料理は、いわゆる『手料理』に限らせていただきます。手料理の定義については後にすり合わせますが、暫ざん定てい的てきに『家庭で作れる料理で、誰だれもが一度は食べたことのあるもの』とさせていただきます。

　こちらは観客である全校生徒のみなさんが出来上がった料理の味を想像しやすくするための措そ置ちです。彼らは試食できませんので、高級食材を使ったコース料理等、多くの生徒に味が想像できない料理では見る楽しみを損そこなう恐れがあります。当イベントは全校生徒のためのレクリエーションですので、この点、ご了りよう承しよういただきたいと思います。

　それからもう一点、ひとり当たりの料理時間は三十分とさせていただきます。イベントの時間的制約もありますし、あまり長いと生徒のみなさまが退たい屈くつしますので、こちらもご理解いただけると幸いです。……ここまでで、何かご質問は？」

「聞きてぇのはひとつだけだ。寿す司しは手料理に含まれんのかい？」

「えぇ、もちろんです。一般的な手料理の概がい念ねんからは少しずれるかもしれませんが……誰しも一度は口にしたことがあるものですし、調理時間も短いでしょうから」

「おぅ、そいつを聞いて安心したぜ！　これでおめえの勝ちはねぇな、キタロー」

「ふん、せいぜい今のうちに大口叩いておけばよろしいですわ」

　部長ふたりの間で、視線がぶつかり合った。よく飽あきもせず睨にらみ合うもんだわ。

「では次に、この手料理対決の勝敗を判定する審査員ですが、越こし戸ど先せん輩ぱいにお願いいたします。こちら、ご本人からは事前に了承いただいております」

　紫むらさき先輩が、審査員？

　俺の驚きをよそに、先輩は「うん」と楽しげに頷うなずいた。

「今回、僕ぼくは賞品のひとつだから勝負には加われないけど、僕だって江え戸ど前まえ寿す司し部ぶの一員だからね。やっぱりみんなが参加するイベントには関わりたいよ」

　あぁ……美しい先輩の美しいお心に、私感かん服ぷくいたしました。

「補足いたしますと、この処置は教師側へのアリバイ作りでもあります。建たて前まえ上じよう、越戸先輩は今回の勝者側へ自発的に移い籍せき、もしくは残ざん留りゆうしたことにしておきたいのです」

「『僕のために、こんなに美お味いしいものを作ってくれるなんて、感動したよ！　僕もそんな部活に入りたい』、って感じかな？　……ちょっと苦しい理り屈くつだけどね」

　あれ、なんかすごくドライな感じがするような……？

　とはいえ審査員が先輩って、いいのかなぁ？

　本人も言っていたけど、紫先輩は江戸前寿司部側の人間だ。

　こっちはありがたいけど、あんまり公平じゃないような……。

「おれっちはかまわないぜ。誰が審査員だろうと、おれっちが負けるなんてありえねぇからな！」

「こちらも異存ありませんわ。いいえ、むしろお姉さまに手料理を食べていただけるなんて、無上の喜びですもの。がぜんやる気が増しますわ！」

　いいのかよ。……いや、そっちがいいって言うんなら、別にいいんだけどさ。

「双方からご了承がいただけたところで、審査の基準について提案があります。今回の料理勝負で越戸先輩に判定していただくのは純粋な料理の味ではなく、調理過程等も含めた総合的な満足度としたいのです。『より越戸先輩を満足させた方の勝ち』、とでも言えますでしょうか」

「はん？　そりゃどういう意味でぇ？」

「もう少し具体的に言えば、判定基準は純粋な料理の出来＋演出ということです。……そうですね、例えば『がんばって作った』『より手て際ぎわが良かった』というような点も、評価に加えられるということです。

　先ほどから申し上げておりますとおり、今回の勝負はあくまで生徒を楽しませるためのレクリエーションとして行うものです。

　観客である生徒のみなさんには、作られた料理の味はわかりません。またテレビ番組のように作られた料理の解説があるわけでもありません。放送部に協力をお願いして、料理の映像を体育館の大型スクリーンへ映すことはできますが、味は目に見えません。

　ですので、審査基準が純粋な味の勝負ですと、観客にとっては退屈なものになりかねません。そこで、調理中のパフォーマンスも採点に加えるわけです」

　たしかに、料理番組が引きの画えだけだったらつまんないだろうからなぁ。料理対決の仕方としてはどうかと思うが、イベントの趣しゆ旨しを考えれば、割と妥だ当とうかもしれん。

「ふぅん？　そっちの考えはいいけどよ、要するにおれっち達はきちんとうめぇもん作りさえすりゃあ問題ねぇんだろ？」

「そうですね。あくまでも料理勝負ですので、基本的にはそれで間違いないかと。とはいえ、味と演出、いずれに重きを置くかは越戸先輩次第ではありますが」

「うん、そこは大丈夫。僕は勝負事の判定には公平に臨のぞむつもりだよ。きちんと味も判定するし、その前のがんばりも評価するつもりだよ」

　あくまでも僕の基準でだけどね、と先輩は微笑ほほえんだ。美しいッス。

「では最後に、勝者に与えられる賞品についてですが、勝利側の部活が中央Ｂ棟の使用権を得るという件、これを確約いたします。生徒会主催のイベントですので、こちらは生徒会の責任において、すでに教員側からの了解も得ておりますので、ご安心を」

　マジか、すごいな黒田千佳子先輩！　現生徒会長よりもよっぽど有能じゃねえかよ。

「最後に確認いたしますが、生徒会主催の公式行事で行う以上、勝負の結果いかんに拘かかわらず、いずれの部にもきちんと提示した条件を履り行こうしていただきます。その点はよろしいでしょうか？」

「おぅ、江戸っ子に二言はねぇ！」

「えぇ、乙女に二言はありませんわ」

　どっちも聞いたことのない言葉を使うなよ。

「それを聞いて安心いたしました。では、後の準備はこちらにお任せください」

　黒田さんは満まん足ぞく気げに頷き、席を立った。

「――あぁ、それから食材等ご入いり用ようなものを後のちほどこちらにご連絡ください。必要なものは全て生徒会が責任を持ってご用意いたします」

　最後まで事務的な態度を崩さず、黒田さんは「それでは」と部室を出て行った。

　うん、流石さすがは出来る女って感じだ。カッコイイぜ、あんた！

　さっそうと出て行く黒田さんの背中が扉に消えた後、部長と旗飾は改めてお互たがいに向き合った。どちらの顔も根こん拠きよ不ふ明めいの自信が溢あふれている。

「じゃあ、そういうこって勝負だぜ、キタロー！　首洗って待ってな！」

「ふふん、それはこちらのセリフですわ、寿司女！　あなたも負けた時の言い訳でも考えておくことですわね！」

　ちびっ子と百合っ子の視線は両者の中点で絡からみ合い、火花を散らす。

　そして、どちらからともなく、「ふふふ」という笑いが漏もれ始め、次第に大きくなり、最後は高笑いへと変わっていった。




「わ――っはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは！」

「お――っほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほ！」




　どうでもいいが、どっちも悪役っぽい笑い方だった。
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　勝負の説明を受けた後、我ら江戸前寿司部は俺の教室に集まっていた。

　授業終了から一時間以上経たった教室にはクラスメート達の姿はなく、今この教室にいるのは四名の江戸前寿司部員のみだ。

　ひとり足りない？　いや、ここには紫先輩がいないのだから、足りないのはひとりではなく一ひと柱はしらだ。だって先輩は女神だもの。喪そう失しつ感かんだって極きよく大だいだ。

　そう、紫先輩は勝負に関して互いに公平でありたいということで、勝負当日までは極きよく力りよくどちらの部活にも接触しないようにと、今日はもう帰宅されてしまったのだ。

　イベントが終わるまでということは、明日以降も先輩と会うことができないということで……なんて由ゆ々ゆしき問題だろう。これでは、俺にとって部活に参加する意味がほとんどない！　さみしい、さみしいです先輩！　お部屋に呼んでくだげふっ！

「……うるさい、カツオ」

「申し訳ありません」

　いかんいかん、あまりのことに思考が口から漏れていた。

　強制的に思考漏ろう洩えいを止めてくれた、いつも通りの葵あおいの拳こぶしがすごく痛い。

　あと、俺を睨む葵の瞳ひとみが超怖い。

「井い園そのくん、ハンカチ使って」

「ありがと。……ともあれ部長、料理勝負に関してひとつ重大なお知らせがあります」

　俺は伊い倉くらからハンカチを受け取りつつ、部長に向き直った。

「あん？　なんでぇカツオ、ずいぶんと大おお仰ぎようじゃねえか。あと、血ぃ出てんぞ？」

「俺の流血のことは置いといてください、割といつものことです」

「それもそうだな。で、なんでぇ？」

　納得されたよ。……まぁ、いいか。

「えぇと、俺達は江戸前寿司部ですよね」

「当ったり前じゃねえか」

「えぇ、だから今回の料理勝負を普通のことだと思っていました。料理関連の部活なんだから当たり前だって、俺も思ってしまいました」

「回りくでぇな。結論だけ言えってんだ」

「では結論を。俺達江戸前寿司部はですね、名前に反して部長以外誰も寿司を握にぎれません。いえ、それどころか、寿司に限らず部活で料理を作ったことなんてないんですよ」

「おおっ」

　部長はポンと手を打った。やっとわかってくれたか。

「そういや、そうだったな！　……んで？　それがどうしたってんだ？」

「わからんのかい!?　あのですね、今回の勝負は三回戦だから最低二勝しなきゃいけないのに、部長くらいしか勝てそうな人間がいないって言ってんですよ！」

　そうなのよ。冷静に考えたら、これけっこうヤバイんだよ。

　部長は普通に寿司が握れる。その技術はプロレベルだから、おそらく敵に多少の料理上手じようずがいたところで負けることはないだろう。

　だが、問題はそれ以外の俺達一年生三人だ。

　まず俺がアウト。料理したことがないわけじゃないが、まともに作れるのは袋入りラーメンとテキトーチャーハンくらいだ。それにしたって、別に上う手まいわけじゃない。

　煮物揚げ物は問題外、焼き物もフライパンで焼けるもの以外ダメ。

「やれやれ、使えねぇ野郎だな」

　それを伝えると、部長は盛せい大だいにしかめっ面つらを返してくれた。屈くつ辱じよくだ。

「ワサビちゃんはどうでぇ？　おめえさんは年頃の娘さんなんだからよ、ちったぁできんじゃねぇかい？」

「……う……。すいません、あたしも料理は……全然」

　葵は気まずげに部長から視線を逸そらした。

　ちなみに、これは謙けん遜そんしているわけではない。

　そう、俺は覚えているのだ。葵が調理実習でやらかした漫画のような失敗の数々を。

　運動は抜ばつ群ぐん、勉強もそれなりにこなせる葵だが、絵画音楽等の芸術センスが必要とされる分野には全く適正がなかった。どれも破滅的不器用というほどではなかったが、世せ辞じにも上手いとは言えないレベル。

　それは料理に関しても同じで、一緒にやった調理実習ではもっぱら盛り付けを担当させられていた。……つまり、俺達ふたりは基本的に役に立たない。

「やれやれ、北きた小しようふたり組は頼りねぇなぁ」

「「う……」」

　返す言葉もございません。俺と葵はそろって小さくなった。

「あの……」

　俺達が部長のジト目にさらされていると、その横で伊倉がおずおずと手を挙げた。

「あん？　なんでぇタラちゃん？」

　部長が視線をやると、伊倉はモジモジとしながらも、ハッキリと言った。

「えっと……ボク、少しですけど、お料理できます」

「おぅ、ホントかい？」

　パッと明るくなった部長の表情に、伊倉は慌あわてて両手を振った。

「あ、あの……あんまり期待されると困るんですけど……。その、いつも両親の帰りが遅いので、家事はボクと妹でやってるんです。だから少しできるってだけで……」

　おおぅ、こんなところに意外な戦力が！　いや、意外ってほどでもないか。

　見た感じでも、伊倉は俺達三人の中では一番そういうのが得意そうだし。

　自じ炊すい経験豊富ということなら、十分に期待できるレベルってことじゃないか？

「そいつぁいいや！　これで二勝……おれっち達の勝ちが決まったってもんでぇ！　頼りにしてるぜ、タラちゃん！」

「あぅ……でも、本当に大したものは作れませんよ？」

　それは謙遜と言うより、本当に自信なさげな言葉だった。だけど……。

「いや、俺もおまえを信じるよ、伊倉。頼りにしてるぜ」

「井園くん……。う、うん！　ボクがんばるよ！」

　そうだ、普段から引ひっ込こみ思じ案あんでなかなか自分の意見を言わないこいつが、遠えん慮りよがちながらも自分から「できる」って言ったんだ。

　それは本人が自覚していないだけで、自信があるってことだと思う。

「さて、これで部長と伊倉で二勝できる可能性が出たな」

　しかし問題は、それでも確実ではないってことだ。

　あの時、料理勝負を受けた旗飾の目は自信に満ちていた。

　……ま、あの百合女のことだから何の根拠もない過信なのかもしれないが、相手の戦力がわからない以上侮あなどるのは危険だ。

　旗飾はいかにもなお嬢さまだったし、奴のキャラ的に料理全くダメの可能性が大いにあるが……あの三さん原ばらは不気味だ。何が出来ても不思議じゃない気がする。

　戦力的に確実なのは部長の一勝だけ……仮に伊倉の勝率が五割と考えると、やはりもうひとり勝ちうる可能性のある人間が必要だ。となると……。

「……な、なんだよカツオ？」

「いや、俺と葵のどっちが出るべきかと思ってさ」

「……っ！　あ、あたしはダメだぞ？　おまえだってわかってるだろ？」

　まぁね。小学生時点では、俺の方がマシだったのは間違いない。……しかし。

「けどさ、おまえのことだから、あの時のまんまってことはないよな？」

「は？」

「ほら、いつだったっけ？　あのハンバーグ作った時もさ……」

「……っ！　なんでそんな細かいこと覚えてんだ!?」

　おや、顔が真まっ赤かになったな。そんなに慌てなくてもいいのに。

「細かくないって。だって、おまえ家庭科で失敗したのが悔くやしいからって、練習して上手くなったヤツを俺ん家ちまで持ってきたじゃん。あれ、けっこう美う味まかったぞぉおっ!?」

　ちょっと葵ちゃんや、褒ほめたのに何な故ぜ殴なぐるの!?　すっごく痛いよ？

「おぅ、いいこと思いついたぜ！」

　俺と葵の様子を面白そうに見ていた部長が、ひとつ大きく頷いた。

「そうだよな。今できねぇってんなら、やるこたぁひとつしかねぇやな」

　部長の目が、爛らん々らんと燃えていた。そう、まるで熱血料理漫画の主人公のように。

「部長、まさかとは思いますが……特とつ訓くん、とか言い出さないですよね？」

「へん、今日はなかなか勘かんがいいじゃねえか、カツオ！　そう、その特訓よ！　どっちが出るかなんざ、特訓の成果次第で決めりゃあいいやな！」

　この目は、本気だ。部長の変なスイッチがオンになってる!?　誰かオフにして！

「今日は届かぬ相手でも、明日の自分が必ず倒す！　胸に秘めたる熱き火で、燃やし焦こがせよ己おのが壁！　勝利のための大特訓、全ては勝って泣くために！」

　得意の意味不明に熱い前口上を終え、部長がニヤリとしたままこちらを向いた。

「へへへ、おれっちもよ、前から勝負前の特訓って奴やつをやってみたかったんだ。しかも、おれっちが鬼コーチか……いやぁ～ホントに楽しくなってきやがったぜ！」

　待て、特訓うんぬんも大たい概がいだが、何故コーチの枕に『鬼』を付ける？　その部分、料理教えるのにあんまり……というか、全く必要ない要素だよね？

「さぁ～て……まずは何から始めっかなぁ……？」

　ひいぃ……目、目が怖い！　ニヤニヤ笑ってるのに、なんか怖い！

　部長はニヤニヤ笑いのままにじり寄ってきて、俺と葵は揃そろって後ずさった。

「おぅ、決めたぜ！　まず、今後おれっちのこたぁ『コーチ』と呼びやがれ！」

「「料理関係ないじゃん！」」




　その後いろいろ揉めて、俺は部長と、葵は伊倉と料理の特訓をすることとなった。

　頼む葵……代わってくれっ！




　　　　　三




　卵を割る。卵を割る。卵を割る。ケツを蹴けられる。

「バカ野郎、まぁ～た殻からが入ってるじゃねえか！　おめえはホンットにドン臭くせぇ野郎だな、カツオ。いい加減、卵の割り方くれぇ覚えやがれってんだ！」

　蹴りに続いて部長の怒ど声せいが飛んでくる。

　くそぅ、何故俺が、こんなことをせにゃならんのだ？




　時を遡さかのぼること一時間余。

「カツオ――――――――――ッ！」

　ズバ――――――ン！

　もうその声と扉の開け方だけで、一年三組の人間には誰が来たかわかった。

「来やがれ、特訓だ！」

　放課後、俺が教室から出るよりも早く部長が現れた。

　俺は抵抗する暇ひまもなく、いつぞやのように部長に右耳を引ひっ摑つかまれ、昇降口まで引っ張っていかれて靴くつを履はき替えさせられた。

　何をするんだと抗議する間もなく今度は左耳を摑まれた俺は、市に引かれていく牛のごとく学校近くのスーパーまで連れて行かれた。

　今度こそ耳がもげるかと思ったさ。

「祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘かねの声、諸しよ行ぎよう無む常じようの響きあり……うぅぅ……」

　そして、俺が両耳の痛みから身動きも取れず、平家の亡ぼう霊れいに耳を持っていかれた芳ほう一いちがどれほど恐ろしかったかに思いを馳はせていると、部長は山のように卵を入れた買い物カゴを持って戻ってきた。

「何してやがんでぇ、カツオ。レジ行くから、財さい布ふ出しやがれ」

「……はぁ？」

　今度は普通に腕を引かれ、最初からこうしろよと思っている間にレジに連れて行かれ、ホントに金を払わされた。

　……いや、だって財布出すのを渋しぶったら人前で俺のズボンのポケットに手を突っ込むんだもの！　やめてよ部長、男の子はその辺敏びん感かんなんだからねっ！

「部長、あとでちゃんと返してくれるんでしょうね？」

　レシートに記載された金額にめまいを覚えつつ文句をたれると、部長はさも不思議そうな顔で俺を見やがった。

「あん？　なんでおれっちが、おめえの買った卵に金を出さなきゃなんねぇんだよ？」

「はあっ!?」

　ホントに一銭も返してくれませんでした☆




　で、時間が戻って現在。

「じゃ、また最初からやってみな」

「へ～いィッ!?」

　生返事をした瞬間、ケツを蹴られた。

「返事は『ハイ』だ」

「……ハイ」

　この小鬼め！　節せつ分ぶんなら豆を投げつけてやるのに、二月はまだかっ!?

「あははは、がんばれカツオくん」「そうそう、男の子なんだからがんばらないと」「がんばって、素もと子こちゃんにいい所見せなきゃね」「あぁ、そうじゃないよこの子は。そこはもっと、こうふわっと混ぜないと」「あーあー、だから違うよ、そんな力任せじゃなくて」「いいんだよぅ、それで。失敗して覚えなきゃ」「それもそうね！　あははは」

　あーもー、部長だけじゃなくて外がい野やうるさい！　超うるさい！

　えー、みなさんお気づきかと思いますが、こちら青あお葉ば学がく園えん花はな山やま高等学校の学食の厨房でございます。俺と部長を遠巻きに眺ながめながら、ああでもないこうでもないと騒さわいでいるのは、学食のパワフルおばちゃん軍団であります。

　なんでこんな場所で、部長に蹴られつつおばちゃん達の見せ物になっているのかって？　そんなの俺が知りたいよ！

　大方、この間の大騒ぎでおばちゃん方に気に入られた部長が、放課後ここを貸してくれとでも言ったのだろう。

　しかし何故ＯＫするんだ、おばちゃんズ!?　あんたら、多分パートかなんかの人でしょ？　勝手に学校の設備使わせたらダメじゃないのさ！

「よそ見してねぇで、鍋なべに集中しやがれ！」

　ぐぬぬ……！　俺は何度目かのケツキックに耐たえながら、甘く香こうばしい香りを上げる玉たま子ご焼やき用鍋とその中身を睨みながら、菜さいばしで程よい色になった卵を巻きに掛かった。

　崩さないように、崩さないように……あ。

　願いむなしく、菜ばしの先で卵はボロリと崩れた。失敗だ、って痛いてぇっ！

　振り返ると、部長が目をキラキラさせながら俺を見ていた。こ、こいつ、人のケツを腫はれるほど蹴っておいて、なんてキレイな目ぇしてやがるんだ!?

「ダメだダメだ、そんなことでどうするカツオ！　おめえの力はそんなもんか！」

「そうですよ、俺の力なんてこんなもんです！　だからもう止やめましょうって、時間と金と卵の無む駄だです！　つか、なんで完全にコーチキャラになってんですか!?」

　間違いない、この人自分がコーチであるこの状況に酔よってやがる。

「違うぞ、カツオ！　おれっちの言葉には全て『ハイ、コーチ！』と答えやがれ！」

「いやじゃあ、アホぉ――――ッ！」

　なんか、大分特訓の趣旨が変わっていた。




　そして六時になり、学食の施せ錠じようをするからというおばちゃんズの言葉で、俺は部長改め小鬼コーチの特訓からようやく解放された。

「明日もやるぞ、カツオ」

「マジッスカ」

　今日の二時間足らずの特訓だけで、俺の体はボロボロだ。そして財布はスカスカだ。

　俺の財布の中身を対価に練れん成せいされた、「玉子焼き（失敗）」の半分はおばちゃんズが持って帰ってくれた。もう半分は、俺と部長の腹の中だ。……気持ち悪い。

「マジもマジ、大マジよ！　いいかカツオ、本番までに江戸前の玉子焼きを物にできなけりゃ、おめえを勝負に出すことは出来ねぇ」

　こっちが全く気乗りしていない様子など意に介かいさず、部長はそれがまるで罰ばつであるかのように言った。

「いやあの、別に俺が出なくてもいいじゃないですか……葵も伊倉に料理教えてもらってるわけですし」

「てやんでぇっ！　そんな他力本願でどうすんでぇ、カツオ！　おめえ、わかってねぇのか？　この勝負は何がなんでも勝たなきゃなんねぇ勝負だ、違うか？」

「そりゃ、そうですけど……」

「まぁ、たしかに三戦やる分にはおめえ抜きでもいいかもしれねぇや。……けどよ、もし延長まで勝負がもつれたらどうするつもりだ？　その時おめえしか残ってなくて、そのおめえが全く料理ができなかったらどうなると思ってやがんでぇ！」

　延長で俺が負けた場合？　それはつまり江戸前寿司部の敗北で、部室が貰もらえなくなって紫先輩が……紫先輩が、あの百合女の毒どく牙がに!?




「おーっほっほっほ！　これでお姉さまはわたくしのモノですわーっ！」

「助けて、カツオく～ん！」

「さぁ、お姉さま……美しい百合の花々のごとく、わたくしと秘密の花園で咲き乱れようではありませんかっ！　あ、さぁ！　さささぁっ！」

「あ～れ～～っ！」




　……ゆ、許せん！　なんてけしからんのだ、ゲ○ゲの旗飾！

　俺の紫先輩を、あんなゲ○ゲの森の住人に渡すことなど、あってなるものか！

　秘密の花園での百合咲き乱れにはものすごく興味があるけど、興味は尽つきないけれども……やはりダメだ！　それは生物学的に間違った行為だし！

　そうだ、科学的観点からも、紫先輩は俺の腕の中にあるべき人だっ！

「部長、俺間違っていました。料理勝負じゃ俺の出る幕がないなんて……最初から、諦あきらめていました。……俺は、自分が情けないです」

「へん、いいってぇことよ。遅まきながらも、おめえは気付いたんだ」

　そうだ、俺はわかっていなかった。この勝負に懸かっているのは、江戸前寿司部の存続や部室だけじゃない。……俺の人生を懸けた恋の行方ゆくえじゃないか！

　それを誰かの手に委ゆだねようなんて、バカか俺は!?

　俺がすべきことは、泣き言を並べて部長や伊倉に頼ることか？　否、断じて否！

　この勝負に勝つために、俺が今できることをひとつ残らずやることだ！

「おぅ、いい目だぜカツオ。負けられねえ大勝負に臨む、勝負師の目だ」

　俺の表情が変わったことを読み取ったのか、ニヤッと笑う部長と目が合った。

　えぇ、そうですとも部長。あんたの目は正しいよ。

　今の俺は勝負師だ。……決して、ただの駆け出し料理人などではない！

「俺、目が覚めました。この勝負、絶対に勝ちましょう、部長！」

「おう！　やってやろうじゃねえか！」

　そう、勝たなきゃいけないんだ。紫先輩を渡さないために！

　たとえ、どんな手を使ってでも……！




　翌日からも、部長の厳しい特訓は続いた。まさに命を懸けた特訓の日々だった。

　連日の特訓で俺のケツは腫れ上がり、授業中もトイレ中も苦しめられた。

　そして、失敗作の玉子焼きを食わされ続けたお陰かげで胸は焼け、血中コレステロールがエライ事になった俺の血液はドロドロのはずだ。生活習慣病で死ぬかもしれん。

　だが連日の特訓のお陰で、俺はたしかに上達していた。




　そして特訓最終日、俺は部長の最終試験を受けていた。

「どう、ですか？」

　うぅ……緊きん張ちようするな。部長はやや硬い表情で俺の玉子焼きを咀そ嚼しやくしている。

　今回のは、我ながら会心の出来だった。間違いなく特訓中で最高の出来だった。

　これがダメだったら……いやいや、自分を信じろ井園カツオ！

「……ん、良い出来だぜ」

　そう言って、部長は硬かった顔を緩ゆるめて俺を見た。

「ほ、ホントですか？」

　つい確認してしまった俺に、部長は「おぅ」と笑顔でひとつ頷いた。

「よくがんばったなカツオ。満点たぁ言わねぇが、いい出来だぜ。……合格だ」

　その男前な表情にも、力強い言葉にも噓うそは感じられなくて……。

「――あ、ありがとうございます！」

　なんか、すっげぇうれしかった。

　その一瞬だけは、特訓がどうこうとか対決のこととか無関係に、ただうれしかった。

　なんなんだろうね、この気持ちは？　もしかして、これが料理の……。

「あん？　どうしたんでぇ、カツオ？」

「あ、いえ、別に……」

　さすがに部長本人にそれを言うのは恥はずかしくて、俺は視線をそらした。

「ふん？　おかしな野郎だな。まぁいいさ、今日は帰ってゆっくり休みな」

　鬼コーチを続けた部長は最後の最後に仏の顔を見せ、俺を労ねぎらってくれた。




　だが、今日はこのまま帰るわけにはいかない。

　部長には秘密だったが、俺にはまだ行かなきゃならないところがあるのだ。




　普段は通らない校舎の隙すき間まを通り、まだ日が残っているのに薄暗いその場所を目指す。

　梅つ雨ゆが間近に迫る中で、上がり続ける湿度が校内でも一ひと際きわ高いのではないかというその場所に、目的の建物はあった。

　造りの粗あらさから軋きしみを上げる階段を上り、くたびれた扉を開ける。

「失礼します」

　蛍けい光こう灯とうが古いのか光量の足りない室内に目的の人物、黒田千佳子さんはいた。

　薄暗い生徒会室内には彼女だけ。どうやらひとり残って仕事中らしい。

　俺の来訪に気付くと、彼女はいつものごとく事務的に顔を上げた。

「――あら、珍しいお客様ですね。井園さんおひとりですか？」

「えぇ、俺ひとりです」

「そうですか。それで、どういったご用件ですか？」

「はい、実は……明日のイベントで、用意してほしいものがあるんです」
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　そして、江え戸ど前まえ寿す司し部ぶと笹ささ百ゆ合り会かい、両者の誇ほこりと存そん亡ぼうを懸かけた決戦の金曜日がやってきた。

　そわそわと午前の授業をこなした俺達は、イベント直前の昼休み、生徒会の黒くろ田ださんに体育館へと呼び出された。

「おぉ……すごいな、コレ」

「あぁ、てぇしたもんだぜ」

　俺と部長は飾り付けられたステージを見上げ、ポカンと口を開けた。

　そこはもういつもの体育館ではなく、まさに『ステージ』ってな感じの場所になっていた。どう言えばいいのか……そう、料理バラエティー番組のセットをそのまんま再現したような、そんな感じ。

　驚いているのは俺達江戸前寿司部だけじゃないらしく、同時に呼び出されていた笹百合会の四人も、俺達と同じようなリアクションでステージを見上げていた。

　しかし、派は手でだな。ここで今から俺達が料理するのか……。

　ステージ奥側には大おお仰ぎようなセットが組まれ、その手前には調理台が二セット設しつらえられている。そして扇おうぎ状じように配置されたセット中央には左右に階段を配した一ひと際きわ高い台座があり、その上にはこれまた大仰なイスが一脚置かれている。

　おそらく、あれは紫むらさき先せん輩ぱいの席なんだろう。……うん、いい画えになりそうだ。

　いつの間にこんなものを作っていたのか知らないが、こういうのって手間もお金も掛かるんじゃないの？　黒田さんの話じゃ、この料理対決が決まったのって一週間前だよな？

「やるからには迅じん速そくかつ徹底的に、それが我が校生徒会のモットーですよ」

　ポカンと見上げる俺達の前に、黒田さんが分ぶ厚あついファイル片手に現れた。

「いかがですか、みなさん？　ご満足いただけましたでしょうか？」

　そう言う黒田さんの顔は、いつもよりほんの少し誇らしげに見えた。

「おう、黒の字！　ド派手でいいじゃねぇか、気に入ったぜ！」

　男前な笑顔が眩まぶしいな、おい。やはり部長には物もの怖おじという概がい念ねんはないらしい。

「少々品がない気もいたしますが……わたくしとお姉さまにふさわしい華やかな舞台であることは認めますわ」

　ふふん、と得意気に笑う旗き飾かざりの顔からも、まるで気き後おくれが感じられない。

　本人に言ったら怒られそうだが、こいつらって似た者同士だよな。

「お褒ほめに預あずかり光栄です。……では、部長のお二方、進行について確認がありますので、こちらに――」

　部長達が黒田さんと一緒に離れていくと、葵あおいと伊い倉くらがこちらに寄ってきた。

「……なぁ、カツオ……ほ、ホントにここで、料理しなきゃいけないのか？」

　おぅ、隠れ照れ屋さんの葵の顔が盛せい大だいに引きつってやがる。ま、気持ちはわかるよ。

「そうみたいだなぁ。いや、想像以上にスゴイな、いろんな意味で」

　今は俺達と設営スタッフくらいしかいないようだが、もうすぐこの会場は観客の全校生徒で埋うまるんだ。千人近い観客か……いかん、俺まで緊張してきた。

「…………あたし、もう帰りたい」

「おいおい……」

　青ざめた表情の葵から、本音が漏もれていた。気持ちはわかるけど、待ってくれよ。

「本もと山やまさん、大丈夫だよ」

「……伊倉？」

　その弱気な様子の葵に、伊倉はふわっとした笑顔を向けた。

「昨日まで、お料理の練習あんなにがんばったじゃない？　本山さん、すっごく上達したよ。それはボクが保証する。だから、きっと大丈夫！　もっと自信持って！　ね？」

　いつもより饒じよう舌ぜつな伊倉だって、多分いっぱいいっぱいだろう。頰ほおに若じやつ干かんの汗が見えるし。なのに、他人を気き遣づかってやれている。……ホントいい奴だよな、おまえは。

「……ん、そうだな。さんきゅ、伊倉」

　その伊倉の気遣いが伝わったんだろう。葵もきゅっと口くち許もとを結むすび直した。

「うん！　……井い園そのくんも、がんばろ、って、あぅ～っ！　なんでなでるの～？」

　こっちを見上げてきた伊倉の頭を、ぐりぐりとかき混ぜてやった。

「なんとなくだ、なんとなく。よーしよしよし！」

「あ～～ぅ～～……ボクは犬じゃないよ～……」

　俺と伊倉がじゃれているのを、葵は苦にが笑わらいしながら見ていたのだが、

「……仲良いな、おまえら。あたしも混ぜろよ」

　一歩踏み出して、伊倉の頭に手を置いた。

「お？　やるか？」

「え？　井園くん？　本山さん？　え？　ちょ、ちょっと、あぁ～うぅ～～っ！」

　ふたりがかりで撫なで回され、悲鳴を上げてた伊倉には悪いけど、なんつーか、こうやってふざける相手がいるのはいいな、なんて思っていた。

　屈くつ託たくなく笑う葵も、困りながらも笑顔が混じる伊倉も、多分似たようなことを感じてるんじゃないかなと思う。……さて、今の俺はどんな顔をしてるんだろうね？

「やれやれ、なぁ～にをじゃれ合ってやがんだか。緊張感のねぇ顔しやがってまぁ……意外に余裕じゃねぇか！　へっ、さっすがおれっちの家族だぜ！」

　自分もニヤニヤ笑いの部長が戻ってくる頃には、俺達の緊張は解けていた。

「さぁ、おめえら……いっちょ派手にぶちかましてやろうじゃねえか！」

「「「お――――――――――――――――――――――――――――っ！」」」

　部長の発はつ破ぱに、俺達は威い勢せいよく腕を突き上げたのだった。
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　昼休み終了を告げるチャイムが鳴り終わると、ぞろぞろと生徒達が体育館に集まり始めた。大勢の人間が迫ってくる足音って、こうハッキリと聞こえるものなんだな。

　開場されて五分と待たず、イベント会場となった体育館は全校生徒で溢あふれていた。

　おおぅ……ちょっと顔出してみたが、ステージ側から見ると一いつ杯ぱいの客席ってのはけっこうな迫力がある。

「では、みなさん。一分後のブザーと同時に幕まくを開けます。あとの進行はリハーサル通りに参ります。細かい指示はその都つ度どこちらから出しますので、ご安心を」

　ステージ上には俺達江戸前寿司部と笹百合会が集められ、それぞれの調理台側に整列している。ちなみに観客席側から向かって右が俺達で、左が笹百合会だ。

「おぅ、そんじゃあ細々したことは任まかせたぜ黒の字！　ここまで来りゃ、こっちはただやるだけのこったぜ！　つーわけだキタロー、勝負だぜ！」

「ふん、いつものことながら威勢だけはよろしいですわね。いいでしょう、今日こそ決着をつけて差し上げますわ！」

　ブ――――ッ！

　ふたりの啖たん呵かに被かぶるように開幕のブザーが鳴り響き、ステージと客席を隔へだてるカーテンが開いていく。……さすがに、こういう時はちょっと緊張するな。

　カーテンが開くに従したがって、体育館の二階部分から照らされるライトの光がステージを照らし、その強い逆光が俺達の視界を一瞬閉ざす。そして――




　満場の歓声と拍手が、ステージ上の俺達に降ふり注そそいだ。




「全校生徒のみなさーん、こーんにーちはーっ！」

　脳天から出てんじゃねえか、という甲かん高だかい声がマイクを通して会場に響く。

　いつの間にかステージ中央に現れていた女性司会者は、デパートの屋上とか遊園地でやるヒーロー物のイベントによくいる司会のお姉さん的なテンションと服装をしていた。

「おやおや～？　みなさん、お返事が聞こえないぞ～？　はい、もう一度！　こーんにーちは――っ！」

『こ――んに――ちは――――――っ！』

　やってることも一緒だな。そして応えるな、ノリが良すぎるぞ青葉生。

「ハァイ、よく出来ました！　みなさん、元気が出てきましたねー。でも、今度からはすぐ応えてね。でないとお姉さん帰っちゃうぞーっ！」

　会場から笑いが上がる。……今ので温まっちゃうんだ、ちょろいな青葉生。

「毎年恒こう例れい、生徒会主催の親しん睦ぼくイベントが、今年も、あっ、やって参りました！　今回のテーマは……ズバリ、対決！　そう対決です！　あぁっ、胸に響きますね。対決……それは、お互いの間で熱く散る火花！　対決……それは、ほとばしる青春の汗！　なぁんてこともなくてですねぇ、今回の対決は、お料理対決となっておりまーすっ！　はい、はーくしゅーっ！」

　テンション高っ！

　万ばん雷らいの拍手の中、司会のお姉さんはすごく満足気に頷うなずいてらっしゃいます。

　俺達を置いてけぼりにして。

「さてさて、つかみはオッケーということで、今回の対決についてさっくり説明しちゃいますね！　ではまず今回の主役をご紹介いたしますっ！　まずはこちら右手のぉ、江戸前ぇー寿司ぃ―部ぅ――っ！」

　バッとオーバーアクションで俺達に左手を振るお姉さんに合わせ、拍手が起こる。

「そして、左手に控ひかえますはぁ……笹百合ぃーかぁーいぃ――っ！」

　同じく拍手が起きる中、旗飾がスポットライトの中でムスッとした表情をみせた。

　……おそらく、自分達が後に呼ばれたのが気に食わないんだろう。

「はい、この世にも不思議な何をするんだかわからないふたつの部活が、今日、ここで、みなさまの前で、お互いの意い地じとプライドと賞品を懸けて争あらそうわけであります！」

　悪かったな、世にも不思議な部活で。全く同意見だよ、こんちくしょう。

「その賞品とは……こちらっ！　ジャン！」

　こっちからは見えないが、ジャン！　に合わせてステージ左に設えられているスクリーンに中央Ｂ棟が映し出されたのだろう。客席から軽いどよめきが起きた。

「そう、二年生以上はご存じですね。ここはかつての生徒会室棟、現在中央Ｂ棟と呼ばれ、笹百合会の部室として使われている場所でありまーす！　しかし、現在の笹百合会は定員割れ……部室を接収されようとしているのです。かわいそうですねぇ、くすんくすん」

　泣きマネまで入れるお姉さんに、会場からは笑いが起き、むくれている旗飾の表情がますます険けわしくなっていく。

　……お～い、空気読めよ司会者。会場の空気は暖まってるかもしれないけど、おまえの背後で殺気が高まってるぞ？

「しっかぁし！　そんな時現れたのは、江戸前寿司部ぅ！　彼らはかつて部室を追われ、新たな部室を求めさまよう飢うえたオオカミなのでありました！」

　人聞き悪っ！　うぉっ、今度は部長から怒気が……！

「そこで目を付けたのが、まさに接収されんとしていたこの中央Ｂ棟！　笹百合会、さらなるピンチです！　あぁ、危ない！　オオカミの牙きばが乙女の園を狙ねらっている！　ダメ、逃げて！　……しかぁし、そこの現れたるは我らが青葉花山生徒会！　きゃーっ、カッコイイ！　まさに白馬の騎士！　お姉さん惚ほれちゃう！」

　あれ？　いつの間にか、話が騎士物語になってね？　語る口調はおかしいが。

「えー、そのホワイトナイトたる生徒会は、家を追われようとしていた乙女達と、そこを狙うオオカミ双方に声を掛けました。『娘にオオカミよ、争そうでない。私を満足させる料理を作った者にこの地を与えよう！』うっわ、カッケーッ！」

　……なんだろう、俺もイライラしてきたぞ。

「そしてそして今ここに、その両者の、己の存在を懸けた戦いが始まるわけでぇーありまーすっ！　果たしてこの戦いの勝者は？　そして敗者の運命は？　さぁ、全力で戦うのだ、江戸前寿司部と笹百合会！　お姉さんがついてるぞ！　がんばれ、負けるな、力ぁーの、かぎぃーいりぃ――――うきゃあっ!?」

「話が長ぇんだよっ！」

「話が長いですわっ！」

　ふたりの蹴けりを食らい、司会のお姉さんが顔からステージに倒れた。

　痛そうだけど……うん、まぁ、自業自得だよね。

　ほら、良かったじゃん。笑い取れてるよ？　会場大爆笑だ。

「……うぅ、失礼しました。ついボルテージが上がってしまいまして……さてっ！」

　ヨロヨロと起き上がったお姉さんは、それでも切り替えてマイクを持ち直した。

　プロ根性だなぁ。向ける方向がバッチリ間違ってるけども。

「とまれ両者はお料理対決を了承いたしまして、ここに対決となったわけであります。

　さて、ここでみなさんにルール説明をば！

　対決は一対一の三回勝負。料理はいわゆる手料理に限られますが、お互いが同じ料理を出す必要はありません、お互いの得意料理を作ってオッケーなのです。

　そして、その味の優ゆう劣れつで勝敗を決める……通常の料理勝負ならばそれだけなのですが、今回は違いますっ！　この対決の勝敗は単純な味の優劣ではなく、料理する過程も含め、審査員をいかに満足させたかによって決定されるのです！

　……みなさん、不思議そうな顔をされてますね？　そのお気持ち、お姉さんもよ～くわかります。でも、考えてみてください。お料理とは、ただ美お味いしければいいのでしょうか？　味さえ良ければいかなる過程を経たものであっても、たとえそれが工場で機械生産されたものだとしても、いいのでしょうか？　……否いなです！　断じて否です！

　そう、みなさんもわかると思います。ご家族が、あるいは大切な誰だれかが、自分のために作ってくれた料理の持つ温ぬくもり……その価値は決して味だけでは計はかれません！

　敢あえて申し上げます。料理とは、心なのですっ！」

　おぉー、と会場から感かん嘆たんが上がった。どうやら納得されたらしい。

　しかし、注意されたのに話の長い奴だな、おい。

　それによくもまぁペラペラと、それっぽい建たて前まえ並べられるもんだ。感心するよ。

　まぁ、会場は盛り上がってるし、これでいいんだろうか。

「……料理は心か。へん、良いこと言うじゃねえか」

　おい部長、あんたまで感心してどうする？　一緒に黒田さんの話聞いたでしょ？

「そしてぇ、その料理に込められた両者の心を計る、今回の審査員にしてプレゼンターはぁ……こちらぁっ！」

　お姉さんはこれまで以上に全力の身振りで、俺達の後方にあるセット中央を指さした。

　その瞬間、フッと会場中のライトが落とされ、司会者が指し示した辺りにスポットライトが集まった。……あれ？　さっきの台座がないぞ。

　聞いていなかった演出に、俺も観客と同じくそこへ視線を移し、絶句した。

　そこに、女神が現れたからだ。

　彼女の乗った台座はゆっくりとせり上がり、そのお姿を全て晒さらした所で止まった。













　会場から一際大きなざわめきが起こったが、それも道理。

　その女神、数日振りに見た紫先輩のお姿は、今まで見たどの紫先輩よりも神こう々ごうしく輝いて見えた。それは別にスポットライトが当たっているから、なんて単純な物理的理由じゃない。

　いつもと違う、黒く瀟しよう洒しやなドレスを着用されているから、という理由だけじゃない。

　……いや、それはそれで素晴らしく良いんだけど、違うんだよ。

　なんというか、いつもの飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きで隠されていない、紫先輩本来の美しさが解放されていると言うか……わかんない？　ごめん、俺もよくわからん！

　いや、理屈なんぞどうでもいい！　ただただ、お美しいです紫先輩！　感かん涙るいが止まりません……！　もうそのドレスで俺との結婚式に突入してください、今すぐに！

「越こし戸どぉ、紫さんでぇーありまぁあすっ！　皆さん、盛大な拍手――っ！」

　司会のお姉さんに言われるまでもなく、自然発生的に大きな拍手と大歓声が巻き起こっていた。……すごいです、先輩！　一瞬で会場中を魅み了りようしましたね！

「お姉さま……なんて、なんて神々しいお姿ですの!?　あぁ、それがお姉さま本来のお美しさなのですわね……！」

　む、旗飾が俺と同じような反応を……なんか不ふ愉ゆ快かいだ。

　会場とステージの視線独占中の先輩は、一度全体を見回すような仕し草ぐさをした後、困ったように微笑ほほえみつつマイクを取った。

「今回の審査員を務つとめさせていただきます、越戸紫です。……時間も押しているようなので、僕からコメントすることもありませんね。ちゃちゃっと、勝負に行きましょう。じゃ、素もと子こに美み々みくん、準備よろしくね」

　あぁ、そのマイペースな物言いがたまりません。

「合がつ点てんでぃ！　待ちかねたってもんよ！」

「えぇ、始めましょう！　お姉さまに、わたくしの心をお届けしますわ！」
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　　　　　一




「大事な初戦です。……部長、お願いしますよ」

「おぅ、任まかせときな！　そいじゃ、行ってくるぜ！」

　ニヤッと不ふ敵てきに笑った部長は俺達に力こぶを作って見せ、ステージに出て行った。




　部長が向かう先、照明に照らされたステージ上には旗き飾かざりの姿がある。

　江え戸ど前まえ寿す司し部ぶ対笹ささ百ゆ合り会かい、その料理対決の初戦は、いきなりのトップ対決になった。

　事前に交換したメンバー表を見たときは驚いたもんだけど、今こうしてステージに立った旗飾の姿を見て納得した。

　今の部長はいつもの職人服でステージ上にいる。彼女が寿司での勝負に臨のぞむ以上、それは当然の服装だと思う。本人も、それを正装だと言っていたからな。

　そして、その部長の正面に立つ旗飾もまた、部長と似たような板前風の服装をしているのだ。これが意味するところは、ひとつ。

　旗飾は最初から部長と直接対決するつもりでいたのだ。




「へん、そういう格かつ好こうがなかなか似合うじゃねえかよ、キタロー。おめえも江戸前寿司部に入ってみねぇかい？　歓かん迎げいするぜ？」

「ふん、そんなの願い下げですわ！　この服装は、あくまであなたと同条件で戦うという意思表示でしかありませんの。勘かん違ちがいしないでいただきたいですわ！」

「あん？　同条件ってこたぁ、おめえも寿司を握にぎろうってぇのかい？」

「ふんっ、冗じよう談だんポイですわ！　何度も申し上げておりますけど、わたくしは寿司というものが、昔から大っ嫌いですの。……いいえ、あなたのせいでより嫌いになりましたので、大々々っ嫌いと言うべきですわね！　わたくしは、あんなもの、絶対に、死んだって作りませんわ！」

　ぷいっとそっぽを向いた旗飾に、部長は何か言いたげな、複雑な表情を浮かべた。

「……ま、つもる話は後にしようじゃねえか。まずは勝負といこうか、キタローよう。おれっちの心こころ寿ず司し、その目に焼き付けやがれってんでぃ！」

「焼き付けろですって？　あなたの作ったものなんて、わたくしの目には入りませんわ。わたくしが見つめるのは、常にお姉さまだけですもの！」

　ふたりの会話はそこで終わり、ただ視線をぶつけ合うだけになった。

「はぁい、お二方のお話が済みましたところでぇ……第一回戦、行ぃってみよう！」

　会場中が固かた唾ずを飲んで見守る中、司会者のその声を合図に、料理対決の幕が切って落とされたのである。




　部長の手て際ぎわは見事だった。

　シャリを炊たくことなど、あらかじめ大半の仕込みが終わっていたとはいえ、ネタを切り分ける包丁の技も、シャリとネタという別々の物体をひとつの寿司へと変える握りの技も、一連の動作としてこなすその様に、観客からも小さくない感かん嘆たんが漏もれた。

　そうそれは、ごく一部の生徒しか知らなかった江え戸ど前まえ素もと子この寿司への想いと技術が、遠目とはいえ、多くの生徒の目に触ふれ、知られた瞬間だった。

　どうだい、うちの部長さまは？　見てくれよ、あの真剣そのものの目をさ。

　普段のぶっ飛んだ言動の、頭の残念なちびっ子としての江戸前素子しか知らないあんたらには、けっこう衝撃的な光景だろ？

　呆ぼう然ぜんとステージを見上げる観客の表情が、俺にはちょっと誇ほこらしかった。

「……すごいよな」「あぁ、すげぇな、プロみたいだ」「ちょっとカッコイイじゃん」

　ふふん、最前列の声が、少しだけ聞こえるじゃないか。

　さぁ、もっと部長の活躍に感心するがいいのさ！

「越こし戸ど先せん輩ぱいだっけ？　すっげぇ美人だなぁ」「あぁ、マジやべぇよ」「……天使だ」

　おい、そこのてめぇら、勝負の最中に何を見てやがんだ、コラ！　先輩は貴様らごときが視線を向けていい相手じゃないやい！　おまえらみたいなもんは部長でも見とけ！

　そうさ、美しすぎる紫むらさき先輩を見ていいのは俺だけだっ！　へへーん、うらやましいだろ、おまえら！　ここは紫先輩を間近に拝おがめる特等席なんだぜーって、ぐはぁっ!?

「……てめぇも、部長さんの勝負を、ちゃんと見とけよ」

　くる……苦しいっ！　そしておいらの胸むな倉ぐらを摑つかんだまま至近距離で睨にらむ葵あおいが超怖い！

「すんませんっした！　自分、ちょっと調子に乗ってました！」

「ふんっ！」

　葵は怒りの表情のまま、俺を突き飛ばすように放した。……助かった、のか？

　うぅ、命って大事にしないと、すぐに危あやうくなるんだね。

「おぉーっと、江戸前選手すばらしい技術の冴さえであります！　あっという間に、一人前の寿司を作り終えました！　さて、対する旗飾選手は……おや？」

　いつの間にか司会から実況者に変わっていたお姉さんの声に、俺は旗飾の方に視線を移した。あいつは何を作っているんだ？

　俺達の視線の先で、旗飾はたどたどしい手付きで丸めたご飯に海の苔りを巻いていた。

「こちらも……これで完成ですわ！」

　それは世せ辞じにも上手じようずとは言いがたい、なんとも不ぶ細さい工くなおにぎりだった。

「おぅ、キタロー。どういうつもりでぇ？　さっきおれっちと『同条件』とか言ってなかったかい？」

「ごらんの通りですわ。『握り寿司』と『おにぎり』……似たような物でしょう？」

「てやんでぇ、一緒にすんじゃぁねえや！　いったいどこが似てるってんでぃ！」

「わかりませんの？　どちらも、ご飯を手で握ったものですわ！」

　自信満々の顔で、旗飾はそうほざいた。

　なるほど、確かに。……いや待て、納得しちゃダメだろ俺！　とんちかよ！

「それに、類るい似じ点てんはそれだけではありませんの。わたくしのおにぎりの具はツナと塩ジャケ……どちらも魚ぎよ介かい類るいでしてよ！」

　あ、確かに部長の三貫握りにもマグロとサーモンがあるな。

「屁へ理り屈くつこいてんじゃねぇや、このあんにゃもんにゃ！」

　おぉぅ、いつもと立場が逆転している。やるな旗飾、ボケもいけたのか。

「はーい、お二方の漫まん才ざいはさておいて、出来たようなので審査に移りまーす」

　睨にらみ合うふたりの横をすり抜け、司会兼実況のお姉さんは部長の寿司と旗飾のおにぎりの皿を集め、中央の台座の上、紫先輩の前に置かれたテーブル上に移した。

「あっ！」「ちょっと！」ふたりが不満の声を上げるが、自業自得だ。

　意外に的確な進行判断だぞ、お姉さん。

　どうせ放っといたらいつまでも続けるに決まってんだからな。

「それでは、越戸先輩よろしくお願いしまーす！」

「うん、じゃあ……先に出来たし、素子のお寿司からいただこうかな」

　美人度上昇中のドレスアップ紫先輩が箸はしを取った。

　否いやが応おうでも高まる会場の緊張感。

　間違いなく、今会場中の視線は紫先輩に注そそがれていた。

「え……っと、これって意外に照れくさいもんだね」

　さすがの紫先輩でも、衆しゆう人じん環かん視しの中で料理に手をつけるのは初体験らしい。苦笑いしながらも、非の打ち所のない箸使いでひとつめの寿司を持ち上げ、口に運んだ。

「……うん、たっぷりと脂あぶらののった旬しゆんのマイワシだね。ネタの見立ても上々だけど、シめ方も申し分ないよ。イワシの生なま臭ぐさみを感じさせず、かつシめすぎて酸さん味みを強めすぎず、旨うまみだけを残す……さすが素子、いい仕事だよ。また腕を上げたんじゃないか？」

「へへん、そりゃどーも。……けどよ紫、おれっちはそういう理屈っぽいなぁ好きじゃねぇんだ。感想は一言で頼むぜ」

　分かりやすく得意気な顔をしているくせに、部長はそんな要求をした。

「ふふ、そうだったね。うん、とっても美お味いしいよ」

　ニッコリと笑う紫先輩の表情から、本当に美味しいと言っているのがわかる。

「おう！」

　それを受けた部長も、いつにもまして晴れやかな笑顔だった。




　そんな調子で、残る二貫の評価も申し分ないものだった。

　旗飾のおにぎりはまだ評価されていないが、勝ちは決まったようなもんだろう。

「それじゃ、次は美み々みくんのおにぎりか。……ふふ、作った美々くんと同じで、かわいらしいおにぎりだね。美々くんの小さな手じゃ、このくらいになっちゃうのかな？」

　くすくすと笑いながら、先輩は小さな丸い物を皿の上から取り上げた。

「お、お姉さま……わたくしの手はどうでもいいじゃありませんか！　そ、それに……そんな不格好なもの、わたくしに似ているなんて、ひどいですわ！」

　ムスッとした旗飾の抗こう議ぎに、壇だん上じようで先輩は優しく笑った。

「不格好なはずないよ。がんばり屋の君らしい、心のこもったお料理じゃないか」

「お姉さま……！」

　紫先輩の慈愛に満ち満ちたお言葉に、旗飾の表情はぽわわんとしたものに変わった。

　……さすがです、紫先輩。今この状況においても、きっちり百合展開に持っていくそのブレのない行動力、この井園カツオ感かん服ぷくしつつ眼がん福ぷくでございます。ビバ百合！

　俺と旗飾、そして多くの紫先輩信者がうっとりとそのお姿を仰あおぎ見るなか、先輩は「はむっ」と旗飾のおにぎりを口にした。

「ん……悪くないよ、美々くん」

「ぁ…………えぇ、ありがとうございますわ、お姉さま」

　一瞬だけ悲しそうな色を見せた旗飾だったが、すぐに表情を和やわらげ、一礼した。




　判定は、当然のごとく部長の勝利だった。

　紫先輩の左手に握られた江戸前寿司部の札が掲かかげられたとき、会場からは今日最も大きな歓声と拍手が巻き起こった。……よし、まずは一勝！

「やりましたね、部長！」

「すごかったです部長、ボクちょっと感動しました！」

「部長さん、かっこよかったですよ」

「おうさ！」

　ステージ袖そでから次々投げかけられる俺達からの賞しよう賛さんに、部長はステージ上から得意気にガッツポーズを返した。その男前な笑顔には自信が満ちていた。

「……では、次は第二回戦ですわね。準備に入らせていただきますわ」

　司会者にそう言って、自陣のあるステージ袖に戻ろうとした旗飾の後うしろ姿すがたに、

「おぅ、ちょっと待っちゃくんねぇかい？」

　部長が声を掛けた。

「……なんですの？　わたくしたちの勝負はもう終わりましたわ」

　振り返ろうともせず、旗飾は背中で部長に答えた。

「そうツンケンしなくてもいいじゃねぇか。おれっち達は一応クラスメートだぜ？」

「ふん、わたくしは一刻も早くこの寿司臭い場所から離れたいんですの。酢す飯めしだけならいざ知らず、酢す締じめの魚の臭においがする場所なんて……最悪ですわ」

「なぁ、なんでそこまで寿司を嫌ってんだ？　キタロー、おめえもおれっちの寿司を食ってみちゃくんねぇかい？」

　いつ用意していたのか、部長は紫先輩に出したものと同じ寿司の載った皿を、旗飾に向かって差し出した。

　部長、あんたまさかこの場で旗飾と、それも寿司を使って和解するつもりか？

　待て部長、あんたのそういう寿司絡がらみの行動は嫌な予感しかしない！

「……あなたの寿司を食べろ、ですって？　冗談じゃありませんわっ！」

　感情が弾はじけたのか、旗飾はすごい勢いで振り返った。部長に向けられた旗飾の顔には敵意だとか怒りだとか、そういった感情が渦うず巻まいているように見える。

「何をそんなに怒ってやがんでぇ？　ちょっと落ち着いて話を……」

「落ち着いてなんていられませんわ！　あなたは、今、衆人環視のこの状況で、いいえ、お姉さまの目の前で、またわたくしに恥はじをかかせるおつもりですのっ!?　ただでさえ酢締めの魚のせいで、わたくしはあの日を思い出して不ふ愉ゆ快かい極きわまりない状況でしたのに、その上この場で再現なさるおつもりですのっ!?」

「あ、あの日？　おいおい、いったいおめえは何の話をしてやがんでぇ？」

「……な、んですって？　あの日……昨年の四月二十四日！　あなたがわたくしになさったこと、忘れたとは言わせませんわっ！」

「ごめん、忘れた」

「ことさらに悔くやしいですわぁああああぁ――――っ！」

　ダンダンとステージの床板を踏み鳴らす旗飾の奇行に、会場中がポカンとしているのがわかる。そりゃそうだよな。前列ならいざ知らず、後ろの連中にはステージ上の人間が普通の声で話していることなんて聞こえないんだから。

「……よろしいですわ。そこまでこちらをコケにしたいとおっしゃるなら、今この場で、ご自分がわたくしに何をしたのか……思い出させて差し上げますわ！」

　ちょっと溜ためた後に、ビシッと部長に指を突きつけるという大おお仰ぎようなポーズを取りつつ、広い会場中に響き渡るものすごく良く通る声で、旗飾は言った。

「お、おぉ？」

　突然の展開に困こん惑わくする部長の前で、旗飾は芝居がかった身のこなしでふわりとステージ中央に歩み出し、祈るように胸の前で手を組んだまま、視線を上げた。

「――そう、あれは昨年の四月二十四日……わたくしがこの学校に入学したばかりのことでありました……」




　みなさん、もうおわかりだと思いますが、『劇団・ササユリ』開演でーす。
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　入学したばかりのわたくしは、いつも孤独でしたわ。

　出身中学が他県の、全ぜん寮りよう制せいの女子校だったわたくしには、こちらに知り合いはおりませんでしたわ。それに、人見知りのわたくしはお友達を作るのが苦手でしたの。

　周まわりの方々がお友達を作っていく中、わたくしは孤独を深めていきましたわ。

　自分からクラスの方とお話ししようとしたこともありました。ですが、ダメでしたわ。

　どうやらわたくしの物言いは、時折相手を不快にしてしまうようでしたの。

　えぇ、他の方からお声をかけていただくこともありましたわ。

　ですが、どういう訳かお声をかけてくるのは男の方が多くて……。

　わたくし、男の方が大の苦手で……えぇ、それで中学は女子校に通っておりましたの。

　ですから、男の方が近づいてこられるだけで逃げておりましたの。そうしているうちに、いつの間にかわたくしはすっかり変わり者扱あつかいになっておりましたわ。

　ですが、ひとりだけわたくしに話しかけてくださる方もいたのです。

「おぅ、おめえいっつもひとりで飯食ってやがんな、なんでだ？　それにいつもコンビニの握り飯ばっかりじゃねえか、そんなんで飽あきねぇのか？」

　その方の名は、江戸前素子。クラスどころか、新入生で一番の変わり者でしたわ。

「……別に、ひとりでもいいじゃありませんの。それに、わたくしはおにぎりが好きなのですわ。具材をローテーションさえすれば、飽きることなんてありませんもの」

「ふぅん？　握り飯なんて、そんなに美う味まいもんかねぇ？」

「美味しいですわ。お米と海苔は、日本が生み出した食文化の花ですもの」

「……おめえ、変な奴だな」

「あなたに言われたくありませんわ」

「おぅ、なんでか知らねえけど、そいつはよく言われるぜ」

　本当に不ぶ躾しつけな方でしたわ。それに、わたくしなど到とう底てい及およばない変わり者。

　始し終じゆう、寿司だ寿司だと騒いでは、担任の米よ内ない先生に制裁を受けておりました。

　ですが、不思議と彼女は孤立していませんでしたわ。

　周囲から変だ、おかしいと笑われても、彼女はそれに怒ったり笑ったりしながら、それでも自分を笑った人達と仲良くなっていったのです。

　あの方のそういうところが、わたくしには理解できませんでしたわ。

　一度、本人に直接それを尋たずねたこともありました。

「あぁん？　周りがおれっちを笑うのが、辛つらくねぇかって？」

　頷うなずくわたくしに、彼女はしばらく考えてからこう言いましたわ。

「別に辛ぇってことはねぇやな。そりゃあよ、笑われりゃ腹は立つし、バカにされりゃあ怒りもするが……それだけの話じゃねえか。だってよ、おれっちだっておかしきゃ笑うし、周りがバカやってりゃバカだって言うんだ。それを相手にだけしちゃいけねぇなんて言えねぇだろ。何をどう考えようが、そいつの勝手じゃねーか」

　呆あきれるわたくしに、彼女は笑いながら言いましたわ。

「それによ、そんな細けぇ事いちいち気にしてたって人生つまんねぇじゃねーか。おれっちがしたことを笑いてぇ奴は笑やぁいいんだよ。そしたら、こっちだって黙っちゃいねぇけどな。そんで一回やり合えばおあいこってもんさ、後に引きずるなんて粋いきじゃねえ。宵よい越ごしの銭ぜにゃあ持たねぇのが江戸の流儀よ。今日の恨うらみ辛つらみも銭のついでに吐き出して、明日にゃ持ち越さねぇのが粋な江戸っ子ってぇもんさ！」

　この方がかなりのおバカさんなのだと、よくわかった瞬間でしたわね。呆れるあまり、バカ笑いする彼女にわたくしは何も言えませんでしたもの。

　ですが、不思議と不快ではありませんでしたわ。

　それに、わたくしは気付いていたのです。彼女が、なんのかんのとわたくしに付きまとうのは、彼女なりのお気遣いだということに。

　彼女は本当にお節せつ介かいで、同時にお優しい方なのだと……その時のわたくしは無む邪じや気きにそう信じておりましたわ。

　――そう、あの日までは。




「おぅ、旗飾、今日も握り飯かい？」

　その日、四月二十四日の昼休みが始まってすぐでしたわ。

　彼女はわたくしの前の席に陣取り、笑顔でそうお尋ねになりました。

　そう、あれは今まで見たこともないような、満面の笑みでしたわね。

「えぇ、そうですわ。……それが？」

「へへん、悪ぃが、そいつぁ今日はお預あずけにさせてもらうぜ」

　そう言うが早いか、彼女はわたくしからコンビニの袋を取り上げましたの。

「あ……っ！　な、何をなさいますの？　それはわたくしのお昼ご飯……」

「まぁ落ち着きねぇ。今日はよ、おめえに良いものを食わしてやるよ！」

　そうおっしゃって、彼女はわたくしの机に大きな風ふ呂ろ敷しき包づつみを置いたのです。

　その瞬間、わたくしの体に電流が走りましたわ。

「……ひっ!?　それは、まさか……お寿司、ですの!?」

　わたくしの鼻は、瞬時にそれを嗅かぎ取ったのです。その包みから立ち上る、大嫌いな物のニオイを。

「お？　へへ、いい勘かんしてるじゃねえか、旗飾。そうさ、こいつぁおれっちが手ずから作った渾こん身しんの江戸前寿司でぃ！」

　わたくしの衝撃の理由など気づきもせず、彼女は得意気に包みを開きましたわ。

　そこにあったのは、見るのも嗅ぐのも嫌な寿司が大量に入った寿司桶おけでした。

「あの……まさか、これを食べろとおっしゃいますの？」

「おぅ、そういうことよ！　なぁに、こいつはおれっちのおごりだ、遠えん慮りよはいらねぇ！　さぁさ食いねぇ、寿司食いねぇ！」

　わたくしは鼻と口を両手で覆おおい、なんとか立ち上がりましたの。……彼女が不思議そうにわたくしを見つめておりましたわ。その目には、微み塵じんの悪意もありません。

　えぇ、わかっているのです。彼女は、わたくしが寿司を嫌いだと知らないだけなのです。これも、純粋に彼女の善意から出た行動なのだと、わかってはいるのです。

「あ、あの、申し訳ないのですが、わたくし、お寿司が少々苦手ですの」

　わたくしには、「寿司なんて大嫌いで一口も食べられません！」なんて言えませんでしたわ。だって、彼女がどれだけ江戸前寿司を愛しているか、理解しておりましたもの。

　ですから、せめて嫌いと言わずにお断りしたかったのですが……。

「おいおい、そりゃねえだろ旗飾よぅ。せっかく持ってきたんだぜ、一口だけでも食べちゃくんねぇかい？　それで不ま味ずけりゃ残してくれりゃいいしよ。味なら保証するぜ？　口の悪ぃ下の姉貴も、最近はおれっちの寿司を褒ほめてくれっからな！」

　彼女には、オブラートに包んだ言葉というものが一切通用しませんでしたわ。

「え、ですがその……そ、そう！　わたくし、お魚が苦手なんですの！　生のお魚の臭いがダメで……で、ですから」

　でも、せめて「寿司」の根こん幹かん、「お酢」が嫌いだとは知られたくない、なんて思ってしまったわたくしは、矛ほこ先さきを魚類に向けてしまいましたの。

「なんでぇ、そういうことかよ。最初っからそう言ってくれりゃあいいのによ。……ま、たしかに魚の生臭さが嫌ぇだって奴も多いもんな」

「え、えぇそうですの……せっかく作っていただきましたのに、申し訳ありませんわ。お、おほほほほ」

　わたくしは、引きつった顔をごまかそうと笑いました。

　――それが、失敗でしたわ。

「だったら、こいつがオススメだぜ。キチンとシめた光り物ってのはよ、生よりずっとうめぇし、生臭さの欠片かけらもねえもんだ！　ちょいと強めにシめちゃああるが、こいつは姉貴も絶賛の自信作だ。さぁ食いねぇ、江戸前素子特製の心寿司、『シメサバ』でい！」

「んむ……っ!?」

　笑うために開いていたわたくしの口に、その凶悪な物体が投入されましたわ。




　わたくし、小さな頃から乗り物酔よいしやすい体質で……遠足など車で遠出する度たび、いつも戻してしまっておりましたの。

　わたくしは吐いたあとの胃い液えきの味が大嫌いで……すぐに吐いてしまうみじめな自分を思い出させる、酸すっぱいものがどうしてもダメになっていきましたわ。

　ですが幼稚園・小学生時代は年に一度は遠足がありますでしょう？

　どれだけ努力しても、お薬を飲んでも、バス移動という地獄に耐たえられないわたくしは、よくそれで男子にからかわれて……それで、自分のみじめさと男の方が結びついてしまったのですわね。いつしか、男の方全員が苦手になっていきましたわ。

　複数の男の方に近付かれるだけで、その、少々気分が悪くなるようになりましたの。

　まして男の方が絡み合う姿なんて、想像しただけで……ぅぷ…………ふぅ……。

　し、失礼いたしましたわ。

　――ですが、やはり一番の苦手はお酢でしたわ。

　あの酸味が……臭いが……もう、ダメなのですわ。

　お酢が嫌い、お酢を混ぜた食べ物も嫌い、お酢で漬け込んだ食べ物なんてこの世から消えればいい。……そうとさえ、わたくしは思っておりました。

　――それらの要素を全て兼かね備そなえたあのシメサバは、わたくしにとって数々のトラウマを呼び起こし、かつ身体的拒否反応を引き起こす、毒物以外の何物でもありませんでしたわ。

　そして、その毒物を口に押し込まれたわたくしは……クラスメートの前で、それもみなが食事中に……ぅ……小学校卒業以来最大の屈くつ辱じよくを味わわされたのですわ……っ！
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「――どうですの、これで思い出しまして？」

　パタリと手元の台本を閉じた後、旗飾はキッと鋭するどい視線を部長に向けた。

「お、おぅ……？　そう、だっけ？」

　しかし、部長はポカンとしたまま曖あい昧まいな返答をしただけ。

　……覚えていないというより、この状況についていけてないって反応だ。

「あなた、なんですのその呆ほうけた反応は!?　わたくしの人生最大級の屈辱を、勝手におぼろげな記憶にしないでいただきたいですわっ！」

　口を押さえてうずくまっていた旗飾役の三さん原ばらＡが立ち上がり、部長役だった三原Ｂが小道具を片付け、ＢＧＭ担当の三原Ｃがバイオリンを持って袖に下がる。

　そんな撤てつ収しゆうモードのステージ上で、ひとり怒りに任せて騒ぐ旗飾を、俺は同情を込めて見ることしかできなかった。

　まぁ、今の再現回想劇はともかくとして……まさか、あんたが部長の心コ寿ロ司シ済みだとは思わなかったよ。なんと言うか、納得だよ。そりゃ部長のこと嫌うよね。

　つか、部長酷ひどすぎだ。悪意がなければ許されるってもんでもねえぞ。

「たしかに、今のは酷いよな」「あぁ、ありゃあ怒るよ」「旗飾さん、かわいそう」

　俺達と同じく、突然始まった『劇団・ササユリ』の演劇を見てポカンとしていた観衆が、次第にザワザワと騒ぎ出した。

　いや、これ生徒会のイベントだしな。静かに見ていたのは、案外打ち合わせ済みの出し物だと思って見ていたのかもしれない。

　ともあれ、世論の風当たりは部長にキツイようだ。……当然ですが。

「がんばって、旗飾さん！」「そうよ、辛い過去に負けちゃダメ！」

　よかったな、旗飾。世間はおまえの味方みたいだぞ？

　……あれ、いや待て。そうすると俺達が悪役？

　マズイ、こういうイベントで観客を敵に回して良いことなどひとつもない。

　伊倉や葵の料理勝負はまだ済んでないんだ。

　審査員は紫先輩だから、審査そのものには影響ないだろう。だが、場の空気で緊張することは十分ありえる。それで料理に影響が出たら二重の意味でマズイことになる。

　……お？　旗飾が自身に同情的な視線と声せい援えんを送る観客に向き直ったぞ？




「外野があれこれとうるさいですわ！　何を見ていらっしゃいますの、わたくし達は見せ物ではありませんわっ！」




『ええぇぇ――――――――――――――――――――――――――――――っ!?』




　こ、こいつ……バカだ！　せっかく味方になった観衆に罵ば声せい浴あびせてどうするよ？

　見せ物も何も、おまえらが勝手に始めた劇じゃねえかよ！　そりゃ見るよ！

　だってそこはきらめくステージだもの！　演者が立つべき場所だもの！

「何言ってんだ、あいつ」「あっちも相当おかしいぞ」「どっちを応援すればいいんだ」

　よ、よし。なんかわからんが旗飾の自爆で、会場の雰囲気はイーブンに戻ったぞ。

「部長！　もういいですから、早くこっちに戻ってください！」

「あ、あぁ……わかった」

　ステージ上でボケッとしていた部長の手を引き、俺は急いで袖に引っ張り込んだ。

「……そうですわね、勝負を再開いたしましょう。江戸前素子、あなたのそのリンゴのように真まっ赤かな頰ほおから、血の気けを全て引っこ抜いて差し上げますわ！」

　妙みように自信満々だな、あいつ。あれが王手かけられてる側の人間の態度か？

　ただのバカ故ゆえの自信過か剰じようか、部長への憎しみで周囲が見えていないのか……。

　それならばいいのだが……ただ、少々気になることはある。

　旗飾は、部長が先せん鋒ぽうで出てくると知った上で、自みずから当たりにきていた。

　あいつ自身の好き嫌いは別にして、部長の寿司スキルは知っていたのに……そして、自分がまったく料理ができないのに、あえて自分が勝負に加わったのは、何故だ？

　二敗した時点で敗はい北ぼく決定のこの対決で、あえて一敗しにきたとしか思えない奴の行動には、何か裏があるような気がしてならない。




　そう、俺はこの時点ではまだ旗飾美々の狙ねらいに気付いていなかった。

　自分が策さくを用意しているという自信。それが俺の目を曇くもらせていたのかもしれない。

　そして次の第二回戦で、俺は自身の甘さを思い知らされることになった。





[image: ]
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　第二回戦、江え戸ど前まえ寿す司し部ぶからの出場者は伊い倉くらだ。

　今、ステージ上では一回戦の片付けが行われている。旗き飾かざり達の突発劇場のおかげで、片付けが行えなかったため、一回戦終了からけっこう時間が経たっている。

「井い園そのくん、言われた通り着てみたんだけど……これ、ちょっと大きくない？」

「いや、それでいいんだ。よく似合ってるぞ、伊倉」

「そう言ってくれるのはうれしいんだけど……あぅ、やっぱり動きにくいよ、これ」

　そりゃあそうだろう。それは帽ぼう子しも含めて一般的な男性用サイズのコック服だ。

　おまえが着たら袖そで、裾すそがどちらも余って、ダブダブの服を無理矢理着たちっちゃい子風になるのは予想済みだ。いや、それこそが俺の狙ねらいなのだ。

「悪いな伊倉、多少動きにくいかもしれないけど、我が慢まんして出てくれ。理由は言えないけど、それが俺達の勝利をより確実なものにしてくれるはずだ。信じてくれ」

　俺が真剣な目で正面から伊倉の目を覗のぞき込むと、伊倉は「うん」と頷うなずいた。

「わかったよ、井園くん！　どういう理由なのかはよくわかんないけど、井園くんがそう言うんなら、ボクは信じるよ！」

「あぁ、ありがとう伊倉！　さ、ここで勝って勝負を決めてやろうぜ！」

「うん、がんばるよ！」













　気き負おいがあるのか、少し頰ほおを紅こう潮ちようさせた伊倉は力強く頷いた。その瞬間、ズルッと帽子がずり落ち、あわてて直す様がとてもかわいかった。良し、これはイケル！

「さてさて、片付けも終わりました！　それではぁ……第二回戦を開始いたしまぁすっ！　双方の出場者はステージ上へ……どうぞーっ！」

　司会者の声に、伊倉はキリッと表情を引き締め、ついでに余った袖をまくり直し、不安定なコック帽に片手をそえつつ、ちょこちょこと照明の中へ出て行った。

「あの子、かわいい！」「ちっちゃい……かわいい」「あ、照れてる、かわいい～っ」

　きゃあきゃあと会場から女子の歓かん声せいが上がる。ふへへへ、成功だ。

　さてメインターゲットの紫むらさき先せん輩ぱいは……？

「あぁぁ……伊倉くん、君はなんて素晴らしい子なんだ……！　いや、叱しかるべきなのかな？　そんな嗜し虐ぎやく心しんをソソる姿で……君は、僕を萌もえ殺すつもりなのかい？」

「え？　あ、あの～……越こし戸ど先輩、なんの話を？」

　おおぅ、紫先輩は予想以上の食いつきだ。俺の策さく通りとは言え、なんかやっぱり妬ねたましいぞ、伊倉っ！　……あまり代わってほしくはないが。

「おーっと、江戸前寿司部の二回戦出場者はけしからんショタボーイです！　お姉さんドッキドキだ！　ねぇキミ、あとでその服装のまま、お姉さんとふたりでお茶に行きませんかぁ～？」

　おいコラ司会者、仕事を忘れて食いつくなよ。

「あぅ……え、遠えん慮りよしておきます（おどおど）」

「うっひょーっ！　そのリアクション超ツボーッ！　あぁもう、お姉さん今すぐ彼をさらってしまいたいほどですが、いいですかプレゼンターの越戸先輩っ！」

　いかん、あの女、仕事どころか人としての尊そん厳げんとか放ほう棄きし始めてやがる。

「ダーメ。伊倉くんには僕との先約があるんだ」

　うおぉぉぉ――――っ！　会場から色々な感情が入り混じった歓声が上がった。

「噓うそを言わないでください越戸先輩っ！　そんなのありませんよ！」

　真まっ赤かになって否定する伊倉に、先輩は楽しげな表情で肩をすくめた。

「……残念、振られちゃった」

　うおぉぉぉ――――っ！　会場から再び歓声が上がる。なんだ、この学校。

「……カツオ、なんでおまえまで叫さけんだんだ、おい？」

「決して他意はございません。ございませんので許していただきたい！」

　噓じゃないよ？　だからその虫ケラを見るような軽けい蔑べつの視線は止やめて葵あおい！

「はぁ～い、会場とお姉さんのボルテージが一戦目とは明らかに別ベクトルで絶ぜつ賛さん上昇中です！　……おや、笹ささ百ゆ合り会かいさ～ん？　二戦目の出場者を出してくださ～い？」

　司会者に言われるまで気付かなかったが、たしかにステージ上にメンバー表にあった三さん原ばらＢの姿がない。

　まさか試合放棄なんてことは、って、おや？　なんか向こう側の袖が騒がしい。




「いつまで照れてるのよ舞まいさん！」「だって、こんなの恥ずかしいじゃない！　ちょっとやめてよ有ゆう花かさん、ちゆりさん、押さないでっ！」「いいから、早く出てくださいっ」




「おやおや？　何やら笹百合会さん側で揉もめ事のようです。いけませんねぇ、こんないたいけな美少年を待たせるなんて実にいけません。早くしないと、お姉さん彼とふたりで楽しいことを始めちゃいますよ～？　うひひひ（蛇へびのような目）」

「ひっ……！　（ビクビク）」

　おい、誰でもいいからあの司会者を殴なぐれ！　俺が許す！




「美み々みさんも手伝ってください」「仕方ありませんわねぇ」「ちょっと、やめてってば！」「じゃぁ、行きますよ」「「「せぇ～～のぉっ、えぇいっ！」」」「きゃあっ!?」




　一ひと際きわ高い悲鳴の後、反対側のステージ袖の暗がりから、ひとりのメイドが危あやうく転びそうになりながら出てきた。片足でトン、トン、トン……おぉ、持ちこたえた。

「とととっ、せ、セーフ。……って、ちょっと！　危ないじゃない、みんな！」

　と、メイドは即座に袖を振り返り、大声で文句を言った。

「あのぉ……笹百合会のメイドさん？　みなさん見てますよ？」

「へ……？　あぁっ！」

　今気付きました的な大おお仰ぎようなリアクションのあと、一いつ旦たん袖に向かいかけながら、なんとか踏ふみとどまったメイドさんは、エプロンを握にぎり締しめモジモジと下を向いた。

　……かわいいじゃねぇか。

『おぉ……！』

　伊倉の時とは違う、低いが確かな反応が観客席から伝わってきた。

　俺と会場男子を魅み了りようしたのは、メイドに扮ふんした三原Ｂだった。

　以前、伊倉が着せられていた改造メイド服とは違う、足元まで隠すロングスカートが特徴のオールドスタイル、ヴィクトリア朝時代の英国に起源を持つ、いわゆるひとつの「メイド服」だ。

　伊倉の露出大目なメイドコスプレはかなりの破壊力だったが、こっちはこっちでしっとりと落ち着いた趣おもむきがあるね。割と気の強そうな三原Ｂが着てるってところも○だ！

「しかし、かわいいコックさんのお次はメイドさんですか……何やら料理対決がコスプレ大会の様相を呈ていして参りましたが……いかがですか、審査員の越戸先輩」

「ふふ、あの舞くんがメイド服ねぇ。……うん、よく似合ってるよ？」

　壇だん上じようからのお言葉に、三原Ｂの顔が見る間に赤くなっていった。

「お、お姉さま！　聞いてください、違うんです！　べ、べべ別に私は、こんなの着たくて着ているわけじゃないんですっ！　ただ、美々さん達が無理矢理……だから……」

　誰だれもそこまで聞いてないのに、三原Ｂは大おお慌あわてといった身み振ぶり手て振ぶりをしつつ大声でまくし立てた後、ぷいと先輩から真っ赤な顔を反そらして言った。

「……お姉さまのためじゃないんですから、勘かん違ちがいしないでください！」

　見事なツンデレゼリフだった。言葉や仕し草ぐさの端はし々ばしから「お姉さま大好きっ！」が限りなく滲にじみ出している、そんな至し極ごくのツンデレだ。すばらしいっ！

「ツンデレだ」「ツンデレだな」「ツンデレですね」「ツンデレだわ」「ツンデレよ」

　会場の各所からも、続々と彼女のツンデレ認定を告つげる声が上がり続ける。

「おおっと～？　会場の空気がまた変わり始めましたねぇ。面白くなってまいりました、片やかわいいショタコックさん、片やツンデレメイドさん、これはいかなる勝負が繰り広げられるのか注目であります！　それでは、両者準備はよろしいですか？」

「え、はい！」

「……えぇ、こっちもいいです。やればいいんでしょ、もうっ！」

　……はっ！　そうだ、あまりに見事なツンデレメイドっぷりに忘れかけていたが、今は料理対決の最中だったじゃないか。

　くっ、マズイ事態だ。伊倉に食いついていたはずの紫先輩が、若じやつ干かん冷静になっているように見える。おそらく、一連のツンデレ劇場で萌えが中ちゆう和わされてしまったのだ。

　会場の空気も、どちらかと言うとツンデレメイド側に傾かたむいた気がする。

　俺の秘策、『ショタ伊倉による料理関係なしに先輩魅了作戦』が破られただと!?

　昨日、わざわざ謎の行動っぽく生徒会に出向いて用意してもらった特製コック衣装を使用した秘策が……たかがメイドの色いろ香かごときに!?

「……おまえもしっかり惑まどわされてたしな？」

「ちょっと葵、人聞きの悪いこと言わないでよねっ！　あ、アタシは別に……ツンデレメイドなんて、好きでもなんでもないんだからねっ！」

「……ふ～ん？」

　ぐぉぉ、背中に当たる葵の視線が熱くて冷たいっ！　ここは、ごまかす意味でも伊倉を激げき励れいとかしてみよう！　それがなんかチームプレイだとかそういう奴で！

「伊倉ぁーっ！　がんばってくれ、頼んだぞ！」

　俺の声に伊倉は力強く頷いて、やっぱり落ちかけた帽子を支えた。

　きゃ――――かわいいっ！　と再び歓声が上がる。……よし、激励成功。

「あぁもう、かわええですなぁ。――しかし、このまま萌え転がっていてもキリがないので始めましょう！　それではお料理対決、第二回戦……はぁじめぇえっ！」

　その司会者の声を合図に、伊倉と三原Ｂによる会場の空気引っ張り合い対決から、料理対決へと勝負内容が移行したのだった。
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　始まった第二回戦の光景は、ちゃんと料理対決していた先のトップ対決とは異ことなり、なにやら非常にシュールな絵え面づらとなっていた。




「あぅっ」

　伊倉は長年の自じ炊すい歴れきを感じさせる手て際ぎわで調理を進めているのだが、裾踏んづけてつんのめったり、まくった袖が伸びてきて直したりと、ちょいちょいブカブカコック服やコック帽に足を引っ張られている。今も落ちかけた帽子を支え、ホッと一息だ。

　……邪魔なら帽子だけでも脱ぬげばいいのに、あの子はホントに律りち儀ぎな子だわ。

「着せたおめえが言うなってんだ」

　ですよねー。

「けどまぁ、タラちゃんの料理は堂にいったもんだぜ。普通に考えりゃ、あっちの嬢ちゃんにゃあ負けねぇだろ？」

「だと、いいんですけどねぇ」




　さて、対する『あっちの嬢ちゃん』こと、ツンデレメイドさんはといえば……。

「んぐぐ……なんで、私がこんなちまちましたことを……？」

　とてもメイドとは思えないほどに、三原Ｂは手付きと目付きと口が悪かった。

　イライラとした感情を隠しもせず、ピーラーで大だい胆たんかつ豪ごう快かいに皮をむき、食材やまな板に恨うらみでもあるんじゃないかという激しい包丁使いを披ひ露ろうしたりと、見てるこっちがハラハラする。そのうち、あの子の皮とか指が飛ぶんじゃないだろうな。

「ちょっと舞さん！　お鍋なべお鍋！」「は？　……あぁっ!?」「まず火を止めて！」

　向こうの袖から心配そうな三原Ａ・Ｃの声が、ステージ上に何度となく飛んでいる。

　あっちはあっちで、気が気じゃないらしいな。




「あぅぅっ！」「きゃあぁっ！」「わわっ!?」「やだ、なにこれ!?」「……！」「……っ!?」




　まぁ、なんというか……非常に微笑ほほえましい光景だったと言っておきます。はい。




　そんなこんなで三十分後、ふたりの料理が完成した。

「……あぅ……疲れた」

「もうやだ～……」

　ふたりとも、妙みように疲れているのはご愛あい嬌きようというやつだ。

　ショタコック伊倉の料理は「特製トマトポトフ」。

　三原Ｂメイドの料理は「大胆肉じゃがモドキ」（命名・俺）。

　出来上がったのはほぼ同時だったが、ふたりの手際の違いから、ふたつの作品クオリティ差は誰の目にも明らかだった。

　味こそわからないが、見た目がバッチリな伊倉の料理には大きな問題がないはずだ。

　これで不ま味ずいとしたら伊倉が味覚に致命的問題があるという、変な萌え要素を持っているパターンくらいしか考え付かない。

「……いや、それはない。あたし、あいつの料理食べたけど美う味まかったよ」

　葵がそう請うけ合あってくれたんだから、その点も問題なしだ。

　それに対して三原Ｂの「大胆肉じゃがモドキ」は、一応肉じゃがの体ていを保たもっちゃいるが、あれを肉じゃがと認めていいのかギリギリのレベルだ。

　まず野菜のサイズ、形けい状じよう不ふ揃ぞろいは当たり前。俺が見ていた限りでもにんじんの皮をキチンとむけていなかったし、味付けも大おお雑ざつ把ぱ、さらに鍋を噴ふかすわ焦がすわ大騒ぎ……とまあ、およそ不要な手間と暇ひまをかけ、鍋焦げたけど生なま煮にえなんじゃね？　という訳のわからん肉じゃがっぽい何かを作り上げたのだ。

　断言する、あの子は絶対家事ができない。火事なら起こせるかもしれないけどな。




　ことほど左さ様ように、両者の作品は『料理としての出来』という観点においては、比較にならない代しろ物ものだ。普通に味勝負なら、伊倉の勝利を疑うたがう余地はない。

　……だが、俺にはひとつ大きな懸け念ねんがあった。

　そうそれは、この勝負が『味』では決まらず、『紫先輩の満足度』という極きわめてファジーな基準によって決するという点だ。

　だからこそ、俺は料理の邪魔にしかならないのに、わざわざ伊倉にブカブカの服を着せてショタコックに仕上げたのだ。あれはひとえに紫先輩を喜ばせる演出だった。

　そして、その意図は成功したと思う。紫先輩は期待通りの反応を見せていた。

　だがしかし――だ。

　料理の最中、俺は三原Ｂを見ていてあることに気付いたのだ。

　奴やつこさんは、間違いなく料理ができない。その点は確信がある。しかし、いやだからこそ、彼女が曲がりなりにも肉じゃがモドキを作り上げたという事実が重要なのだ。

　彼女の容姿や言動から考えて、三原Ｂは絶対にメイド服なんて着用しないキャラで、ましてツンデレメイド姿で人前に出るなんてありえない娘であるはずなのだ。

　……まぁ、あのツンデレは多分、素すだけど。

　そのツンデレ娘が、紫先輩を喜ばせたい一心で、恥ずかしいはずのメイド服で観衆の前に立ち、苦手な料理を必死でこなし、危なっかしいながらも完成までこぎつけた。

　端たん的てきに言えば、あのエセメイドは『自分のためにがんばって料理をしてくれる姿』を、これ以上なく紫先輩に見せつけたと言えるのだ。

　これだけでも、一本のドラマを作れそうな物語性じゃないか。もし、紫先輩が俺の考えた通りに採点した場合、伊倉の勝利はとたんに怪しくなってくる。

「では、試食開始と参りまっしょーっ！」

「君は本当にテンション高いなぁ。食べるのは僕なんだけど」

　……試食が始まったか。

「どうですか、お姉さま？」

「……うん、よくがんばったね。見た目はともかく、味はちゃんと肉じゃがになっているよ、舞くん」

「……ぁっ！　よかったぁ……ありがとう、ございます」

「あはは、お礼を言うのは僕だよ。美お味いしかったよ、ありがとう」

　俺も特殊ルールの『演出』を、伊倉に加えはした。

　だが、それはあくまで服装で伊倉の外見上のキャラを補強したに過ぎない。

「じゃ、次は伊倉くんのポトフだね。うん、見た目も香りも、ばっちりだね」

「はい、ありがとうございます」

「じゃあ、いただくね」

　そこには三原Ｂのような物語性はない。つまり……。

「どしたい、カツオ？　結果が出るみてぇだぜ」

「え、はい」

　……いや、今さら弱気になってどうするカツオ？　そうだ、ここまできたら、伊倉の料理があいつらの演出含めてぶっ飛ばすくらいのものだったと信じるしかない。

　お願いです、紫先輩……！　どうか、がんばった伊倉の気持ちも汲くんでください！

「それでは越戸先輩、審査結果の発表をよろしくお願いしまぁーす！」

「ふむ。では、今回の勝者は……こっちだね」

　先輩が札を掲げると、客席から大きなどよめきが起こった。




　…………くっ！




「え？　ほ、ホントに……？」「やった、やったよ舞さん！」「やりましたね！」




　喜びのあまり袖から飛び出してきた、三原Ａ・Ｃのふたりにもみくちゃにされる三原Ｂを背に、伊倉がしょんぼりとこっちに帰ってきた。

「……ごめん、井園くん。みんな。ボク……負けちゃいました」

　ガックリと肩を落とした伊倉の頭から、今度こそコック帽が床に滑すべり落ちた。

「あぅ……ホントに、ごめんなさい」

　伊倉の大きな瞳に、あっという間に大粒の涙がたまっていく。

　いや、おまえが悪いんじゃない。今の勝負に負けたのはおまえじゃない、俺だ。

　ステージを見ると、喜ぶ三原トリオから一歩離れ、こちらを見み据すえていた旗飾と目が合った。俺の視線を平然と受け止め、奴はふふんと笑うように髪を払った。

　あなたの小こ細ざい工くなんて全てお見通しですわ、そう言われた気がした。

　旗飾と睨にらみ合うのも不ふ愉ゆ快かいで、視線を外した先にはうつむく伊倉の姿があった。

「すまん、伊倉、俺のミスだ。おまえのせいじゃない」

「井園くん……ううん、ボクが悪いんだよ。気を遣ってくれて、ありがとう」

　俺が頭を下げると、伊倉は困ったような顔で力なく首を振った。

「そうじゃないんだ。これは、旗飾を甘く見た俺のミスだ。そうとも、俺が……さすがに全校生徒の前でおまえに女装させるのは忍しのびない、なんて仏ほとけ心ごころを出さなければ勝てたかもしれないのに……ホントに、すまんっ！」

「ちょっと、井園くん!?　そこは反省しなくていいよ！　とってもありがたいから！　うん、ボクが負けたのはボクのせいだから、井園くんは気にしないでっ！　だから、女装とかそういうのは反省材料に入れないでほしいなっ！」

　肩を落としていた姿から一転、伊倉はものすごい勢いと身振り手振りで俺の言葉を否定した。……伊倉、おまえはなんていい奴なんだ。俺なんかを庇かばってくれるのか。

　気まずいのか、伊倉は俺からそそくさと離れ、「井園くん、本気の目だった」とつぶやいて、またうつむいてしまった。……ホントにすまん、伊倉。

　その伊倉の前につかつかと歩み寄った部長は、拾い上げていた帽子のホコリを払い、ズボッと伊倉の目め許もとまで被かぶせた。

「え、あの……部長、すみません」

「へん、何を謝ることがあるってんでぇ？　タラちゃんは精一杯やれることをやった。そいつぁみんな知ってんだ。誰ががんばったおめえを責せめるもんかよ」

「部長……」

「胸を張りねぇ、伊倉圭けい！　おめえは立派に戦った、一人前の男だぜ！」

　そう言って、ニッと笑う部長の顔はやっぱり男前で、伊倉は上げかけた帽子をもう一度深く被り直し、「はい」と小さく返事をした。

　カッコイイじゃねえか、部長。俺があれこれ言う必要もなかったかな。

「さてさてみなさま、ご覧らんのように勝負はこれにてイーブンとぉ、あいなりましたぁ！

　決着は次の一戦でついてしまいます！　こう御期待……と、その前に、一いつ旦たん休きゆう憩けいを挟みたいと思いまぁす！　休憩時間は十五分間！　みんな、ちゃんとおトイレを済ませて、落ち着いて最終戦を楽しみましょう！」

　お姉さんの無駄にハイテンションなアナウンスに合わせて幕が下り始め、会場から生徒達が動き出すざわめきが起こった。

　休憩か、そういえばそういう段取りだっけ。間がほしかったとこだし、助かった。
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　しかし、現状が非常にマズイことは間違いない。

　勝敗こそ一勝一敗のイーブンだが、非常にこちらが不利だ。

　なんでかって？　そりゃあんた、残ったこっちの手札が俺と、

「……こ、こんな場面で、次が……あ、あたし……？　うぅぅ……」

　あっちで青くなってガタガタ震ふるえてる、元『紅あかい悪魔』だけなんだもん。

「葵あおい」

「……っ！　なんだ、カツオかよ。おどかすな」

「いや、呼んだだけだろ」

　おまえがそんなに体を震わすとこなんて、久しぶりに見たよ。

　おまえどんだけ緊きん張ちようしてんだ、って、見たらわかるな。ものすごく緊張してるわ。

「……それで、あたしに……」

　そこまで言いかけて、葵はいきなり俺の両肩を摑つかみ、ものすごい勢いで引き寄せた。

　ひぃっ、殺されるっ!?　それと肩がもげるほどに痛い！

「た、頼むカツオ！　次の勝負、代わってくれ！　頼む！」

「……はぁ？」

「この通りだから……お願いっ！」

　いや、俺の肩を握にぎり締しめたまま、すごい勢いで頭下げられましてもねぇ。

　距離が近すぎるからなぁ、頭ず突つきされるんじゃないかという恐怖と、葵の髪の良い匂いを感じるだけで、『頭を下げる』という本来の効果は薄いよ？

「ちょっと落ち着けよ、葵。今日誰だれが勝負に出るかってのは、部員みんなで話し合って決めたことで、おまえだって納得してたじゃねーか？」

「そ、それはそうだけど……でも、無理だって！　あ、あたし、こんな状況じゃ、料理なんてできないよ……だって……」

　俺の目を視線で潰つぶすつもりかというくらい見み据すえていた葵の目が、足元へ流れた。

「……ここで負けたら、うちの負けだろ？　そしたら、センパイ取られちゃうんだろ？　そんなこと考えたら、怖くて。……あたし、料理全然できないし、あんまり器用じゃないし、それに」

「人前に出るの苦手だし、割と本番に弱いし、実はそれほど気も強くないし、な」

「うぐ……そ、そうだよ！　おまえだってよく知ってんだろ？　だったら」

「――あと、けっこう負けず嫌いで、照れ屋の隠れ努力家で……苦手をそのままにしたことがないってのも、知ってるな」

「……え？」

　驚いたような声と共に、俺の両肩をまさに握り潰さんとしていた葵の両手が緩ゆるんだ。

　そう、真新しい傷とバンソウコウだらけの、葵の手が。

「今回だってがんばったんだろ？　この手を見れば俺にだってわかる。伊い倉くらも言ってたじゃん、おまえはすげー上達したってさ。もっと自信持てよ」

「……けど」

　一瞬視線を上げかけたものの、葵の表情は晴れなかった。……もう一ひと押おしかな？

「じゃあ、考え方を変えよう。勝ち負けじゃなくて、紫むらさき先せん輩ぱいを喜ばせるために料理を作るって。さっきの見てただろ？　先輩は、誰かが自分の為ためにがんばる気持ちとか、そういう姿を味と同じくらい評価してくれる」

　そうだ、だからこそ味で勝っていた伊倉が、あのエセメイドに負けたんだ。

　もちろん、伊倉にその思いがなかったってわけじゃないぞ？

　ただ笹ささ百ゆ合り会かいの方が、より強くそれを感じさせる演出だったってだけだ。

「紫先輩の、ため……でも、あたしは、あいつらほど先輩のこと、その……」

　俺から外はずれた葵の視線は、笹百合会側の袖そでに向いていた。

　……まぁ、女の子があいつらと同じレベルで紫先輩が好きなのは、特殊だろうな。

「じゃあさ、紫先輩でイメージできないなら別の誰かでもいいんじゃないか？　家族でも友達でもいい。その人を喜ばせたいとか、がんばって作ってあげたいって思える相手をイメージして料理すれば、多分その気持ちを先輩は汲くんでくれると思う」

　少なくとも、それによって葵の料理に打ち込む姿勢が変わるのなら、それを感じ取ってくれるはずだ。

「その人のためって思える、相手……」

　葵の視線がゆっくりと上がり、正面から俺と視線を合わせた。

「……わかった。正直、自信なんて全然ないけど、やってみる。あたしに出来るだけの料理を、そいつに食べてほしいって気持ちで、がんばって作るよ」

　葵の頰ほおは紅こう潮ちようしていて、俺に合わせられた瞳ひとみには若じやつ干かん揺ゆらぎも見える。

「だからさ、カツオ。おまえも、あたしが料理するところをちゃんと見ててほしい！」

　でも、その視線は真まっ直すぐで、その言葉は決意に満ちていた。

「そんな風に頼まれなくたって、ちゃんと見てるよ。がんばってこい！」

　安心させようと返した笑顔に、葵は一瞬驚いたように目を見開いて、

「……うん！」

　ぐっと表情を引き締めて頷うなずいた。……うん、これなら大丈夫そうだな。

「よし。それなら、これを受け取ってくれ」

　このタイミングだ、と俺は葵のために用意していたある物を手渡した。

　葵は不思議そうな顔でそれを広げ、再び目を見開いた。

「……おい、カツオ。これは、なんだ？」

　固まった葵の表情と声からはそれに対する疑問というか、不ふ審しんがっている気配がする。

「なんだ、知らんのか。これは女の子の魅力を引き出す魔法のアイテム、ア○ミラの制服だ。ひとたびこれを着ればあら不思議、おまえが料理中にさらすであろうドジっぷりや不器用っぷりの全てを、『ドジっ子ウェイトレス』の名の下に萌えへと昇しよう華かさせられる、実にすばらしい逸いつ品ぴんなのだ！」

「……へぇ、ドジっ子、ねぇ？」

「あぁ、だから安心して恥はじをさらしてこい、それらは全て萌えになる！　実は照れ屋ってところもいいな。着慣れないかわいい制服にドギマギする気の強そうな娘、それすなわちギャップ萌え！　その威力は三さん原ばらＢが示した通りだ。いや、さっきのツンデレメイドはすげぇ良かったよなぁ……他人の良いところはどんどんマネていかないとな！」

「…………ほう？」

　あれ？　さっきまでの決けつ然ぜんとした様子はどこへやら、葵は視線を床へと落とし、肩まで震わせているじゃないか。

「どうした葵？　心配するな、おまえは素すでドジなんだから、これを着さえすればどこに出しても恥ずかしくない『ドジっ子ウェイトレス』の出来上がりだ！　おまえのドジっ子っぷりで、奴らにギャフンと言わせてやろうぜ！」

　不安からか、ア○ミラ制服が破やぶれるんじゃねーかってくらい握り締める葵に、俺は出来る限りの笑顔とオーバーアクションでサムズアップをしてみせた。

「…………カツオの」

　お？　ようやく顔を上げてくれたな。頼んだぜ葵、俺はおまえを信じて……あれ？

　葵さま、どうして般はん若にやのような顔をなさっているのですか？

　あれ、待って、葵の構えがサウスポースタイルに……!?

「ドアホぉおお――――っ！」

「ごふぉおおっ!?」




「な、なんだ!?　舞台袖から人間が飛び出してきたぞ!?」「すげぇ、人間ってあんな風に飛べるのか！」「でも、あいつ大丈夫なのか？　今ものすごい音したぞ？」「いや、ダメそうだ。見ろ、手足がおかしな方向を向いている！」




　舞台上にはね飛ばされた俺の無む残ざんな姿に、休きゆう憩けい中の観客から驚きが上がる。

「あ……葵、何な故ぜ……？　ギャフン」

「あぁっ、井い園そのくんがハッキリ『ギャフン』と言ってガックリと!?　しっかりして！」

「やれやれ、毎度毎度とんちきな野郎だぜ」

「うふふふふふふ……いつもながら良い飛びっぷりだよ、カツオくん」

　う……げふぁ……みなさんもいつも通りのリアクションありがとうございます。




　負ふ傷しよう兵へいのようにステージ袖へと引き戻された俺の顎あごを、伊倉が氷で冷やしてくれている。

　生徒会が料理用にと用意していたらしいが、俺の治ち療りように役立ったよ、ありがとう。

「井園くん、大丈夫？」

「Nonノン」

「……大丈夫じゃないのはよくわかったけど、どうしてフランス語なの？」

　そいつは聞かない約束だぜ。

「……ふん！　とにかく、あたしはそんなの絶対着ないからな！」

　ドジっ子ウェイトレス作戦は不発なのに、葵の右スマッシュは大爆発ときた。

　うぅ、一生懸命考えた作戦だったのに、結果は俺が殴なぐられただけという大失敗。

　せっかく生徒会に用意してもらったのに……あとで仕立て直して伊倉に着せるか。

「……あらあら、仲間割れですの？」

　嫌いや味みな雰ふん囲い気きの声に顔を上げると、旗き飾かざりが冷笑を浮かべて立っていた。

「キタロー、なんでおめえがこっちにいんだよ？」

「ずいぶんと騒さわがしかったので、どうしたのかと様子を見に来ただけですわ」

　そこまで言って、「やれやれ」と言わんばかりの呆あきれた様子で首を振った。

「その様子では次もわたくし達の勝ちのようですわね。ま、最初からわたくし達の勝利は決まっておりましたけれど……少々張り合いがありませんわ」

　旗飾は見下したような視線で部長と俺達を順番に眺ながめ、「ふふん」と笑った。

「さて、わたくしはこれにて失礼いたしますわ。あぁそうそう、降こう参さんするなら休憩が終わる前にした方がよろしいですわよ？」

　言うだけ言って、旗飾は「おほほ」笑いを響ひびかせつつ去っていった。

「わざわざ嫌味言いに来たのかよ、ご苦労なこったぜ」

　その背中を見送った後、苦にが々にがしげに部長がつぶやいた。

　珍しい反応だな、この人の性格なら即座に食ってかかりそうなもんなのに。

　旗飾と入れ替わるように、黒くろ田ださんがステージ袖に現れた。

「休憩はあと五分です。こちらの準備はよろしいですか？」

　え!?　まずい、葵がヘソ曲げたままなのに。

「おぅ、そうだっけな。ワサビちゃん、ちょいといいかい」

　俺が慌あわてていると、部長が苦笑しながら葵に声を掛けた。

「……なんですか？」

「そう不ふ景けい気きな顔すんない。カツオもよ、バカなりにおめえさんに勝ってもらいてぇって考えたことなんだよ。許してやりねぇ。……それによ、今ので大分緊張もほぐれたろ？　デッカイ声出して、目いっぱい体ぁ動かしてよ」

「……そういえば、そうかも」

　葵は今気付いた、という感じで自分の両手を見た。

　部長の言う通り、さっきまで露ろ骨こつに見えていた葵の手の震えが止まっていた。

「人間、緊張すっと気持ちだけじゃなくて体も硬かたくなっからな。心がガチガチんなってる時は、体の方をほぐしてやるだけでもけっこう楽になるもんだぜ」

　そこで部長はチラッと俺の方を一いち瞥べつして、言葉を続けた。

「そういう意味じゃ、カツオのバカにも意味はあったってもんだろ？」

　……う、葵がこっちを睨にらんでいる。ごめん、なんかごめん。

「……そう、かもしれませんね」

「おう、さすがはワサビちゃん。おれっちが見込んだ女だけのことはあるぜ！　……んじゃ、そんなワサビちゃんにもうひとつ教えてやるよ」

「……なんですか？」

　訝いぶかしげに首を傾かしげた葵に、部長は小さくこいこいと手て招まねきをした。

　ますます不思議そうな顔で、それでも言われるままに近付いた葵の耳元に、部長は何事かつぶやき、一瞬俺を指差した。

「……なっ!?」

　するとあら不思議、葵の顔が一瞬で真まっ赤かに染まったのだ。

　エロいことでも言ったのかしら？

「何言ってんですか、部長さん！　べ、別にあたしはカツオに……」

「おーっと、みなまで言うないワサビちゃん。そいつぁ野や暮ぼってもんだぜ」

「だ、だから、そういうんじゃないんですってば！　部長さんの勘かん違ちがいですよ！」

「じゃあ、今のはおれっちの気の回しすぎってことでいいやな。……けどまぁ、大きめに作んなぁ頼むぜ。デカイってなぁそれだけでインパクトがあるもんだ」

　部長がニヤニヤ笑ってるけど、いったい何の話をしてるんだ？

　葵は葵で、赤い顔のまま俺と部長の間で視線を行ったり来たりさせている。

　見た感じ怒っているわけじゃなくて、照れてるみたいだけど。

「あぁもうっ！　わかりましたよ、すっごいおっきいの作ってきます！」

「おう！　その意気でい！」

　よくわからんが、ふたりの間で何事か話がついたらしい。話の流れ的にデカイ料理を作るようだけど……何故にそれと葵が照れることとが結びつくんだ？

「……はぁ、もう……なんで……？」

　気合が入ったのかと思ったのに、葵はまた肩落としてため息ついてるし。

「――休憩終了です。生徒もあらかた席に戻りましたので、再開いたします」

　黒田さんの声で、俺は現実に引き戻された。

　そうだ、これから紫先輩を賭かけた最後の勝負が始まるんだ。

「頼んだぜワサビちゃん」「本もと山やまさん、がんばって！」

　声援を送るふたりに続いて、俺も葵に声を掛けようとしたのだが、

「カツオッ！」

「は、はい」

　先に葵が俺に向かって怒ど鳴なった。うぅ、さっきのまだ怒ってるの？

「あたしがんばって料理する！　うまく出来るかなんてわかんないし、自信なんてないけど、がんばってくる！　越こし戸どセンパイのために、部活のみんなのために、あと……だ、だから、その……勢い余って作りすぎるかもしれないけど……その時は、お、おまえも食えよ！　残すのはもったいないんだからなっ！」

「へ？　おまえ、いったい何の話を……」

「食えよ！　返事はっ!?」

　わわ、何故そんな『なまはげ』のように真っ赤な顔で迫せまってくるのさ、怖いよ！

「は、ハイ！　謹つつしんで食べさせていただきますので、お料理がんばってきてください！」

「うんっ！」

　それまでの必死な顔から一転、葵はすごくうれしそうに頷いた。

　まるで、ご褒ほう美びを約束された小さい子のような、そんな喜びとやる気に満ちた笑顔だったから――かわいいじゃないか、なんて恐れ多いことを思ったりした。




　　　　　ニ




「さぁ、それでは休憩も終わりましたぁ！　みなさん、おトイレは済みましたか～？　え？　これから料理対決するのにトイレの話題はないって？　てへっ、お姉さん一本取られちゃいました！　……さてさてぇ、それでは気を取り直して行ってみましょう、第三戦！　ここでの結果がそのまま両部の勝敗となるわけであります！　双方、準備はよろしいですか～？」

　無む駄だに前置きの長い司会者の言葉に、葵と三原Ｃは同時に頷いた。

　先の第二戦とは違い、今回はどちらの服装も派手なものじゃない。

　葵はア○ミラ制服を拒否したので、青あお葉ばの制服にかわいいエプロンを掛けただけの姿だ。まぁもともと素材は良いわけで、これはこれでいいかもしれん。

　対する笹百合会三番手は三原Ｃ。彼女もいつもの笹百合会ユニフォームなのだが、その上から割かつ烹ぽう着ぎを着込み、長い髪を後ろでひとつにまとめている。

　あの子、意外に和風な姿が似合いやがる。

　紫先輩基準に則のつとれば、おそらく外見的な得点差はない。

　あとは料理の味と演出なわけだが……演出部門をもっと露骨に攻められなかったのが悔くやまれる。相手は割と素で出てきたのだから、なおさらだ。

「はい、双方準備は良し……と。なにやら先ほどと違ってずいぶん大人しいお姿のおふたりですが、いかなる勝負と相あい成なりますでしょうか？　それではっ、お料理ファイトォ、レディ……ゴーッ！」

　相変わらずのハイテンションとオーバーアクションの開始合図で、勝負を決める第三戦が始まった。

　両者一いつ斉せいに動き出す……かと思いきや、葵は開始合図でいきなりまごついた。

　あ、軽くテンパってるな、あいつ。

　料理に慣れてないから、まず何をすべきかが頭から飛んでいたっぽい。

「本山さん、落ち着いて！　練習通りにすれば大丈夫だよ！」

　俺の隣となりで見ていた伊倉が声を掛けると、葵は大きく頷いて動き出した。

「ナイス、伊倉。葵もちょっと落ち着いたみたいだな」

「うん、もう大丈夫だよ。この一週間、何度もやったことだから……動き出しちゃえば、あとはなんとかなるはずだよ」

　俺の問いかけに答えつつも、伊倉の視線はステージ上の葵から外れなかった。

　なんというか、運動会を見にきた保護者みたいな目だ。

　そんな視線を感じているのかわからないが、伊倉の言う通り、葵は一度動き出したら速かった。タマネギを刻きざみ、肉以下の材料を計量し、計はかった食材を混ぜ、成せい形けいする。

　時折手順を思い出すように手を止めたりはしたが、手て際ぎわは悪くない。

「葵が、まともに料理している……バカな、奴の不器用さは本物のはずだ!?」

　そう、何より驚いたのは、予想されたようなドジを踏まないことだ。

「すごいや、本山さん。本当に、こんなに上達して……」

「おぅ、まったくだな。ワサビちゃん、思った以上にできやがる」

　うれしそうな伊倉に、部長も感心したように頷く。

「ね？　すごいでしょ、井園くん。本山さん、いっぱい練習がんばったんだよ？」

「あ、あぁ……そうみたいだな」

「……？　どうしたの、井園くん。あんまり顔色が良くないけど」

　違うんだ、伊倉。俺の体調は問題ない。問題なのは俺じゃなくて……

「ふふん、この勝負いただきましたわね」

　なっ!?　旗飾、何故俺の後ろに貴様がいる？

「まぁ～た出やがったな。……いや、それより今のはどういう意味でぇ？」

「どうもこうも、言葉通りの意味ですわ。あなた、この物分かりの悪いお子様にきちんと教えて差し上げたらいかがかしら？」

　俺の心中を見み透すかしたように、旗飾が得意気な顔でこちらを見やがった。

「どういうことでぇ、カツオ。ワサビちゃんは上う手まくやってんだぞ？　なんでそんなダメだって面つらしてやがんだ？」

　部長の言葉に、伊倉も俺の方に疑問の視線を向けてきた。

「それは……その」

「おほほほ、どうやら認めたくないようですわね？　よろしいですわ、せっかくこちらまで足を運んだのですもの……わたくしが直じき々じきに説明して差し上げますわ！」

「頼んでねぇよ、キタロー」

　吐き捨てる部長の声など無視して、旗飾は言葉を続けた。

「本山さんとおっしゃったかしら？　たしかに彼女はがんばっておりますわ。ですが、それだけですの。……あなた方も、この勝負の眼がん目もくが料理そのものでないことは理解されておりますでしょう？」

　こいつ、事実とは言え、料理勝負の最中になんて身もフタもない発言を！

「そう、料理の味以上に重要なのが『お姉さまの嗜し好こうに合った演出』ですわ。先ほどの勝負で、あなた方も小こ賢さかしいマネをしてくださいましたよね？」

　失しつ敬けいな、小賢しいとはなんだ！　伊倉の素材を活いかす調理だったろうが！

「料理の味と演出は一体不可分、故ゆえにわたくし達は勝利いたしました。料理の技量が劣おとっている側にとって、勝利するためには『演出』が必要不可欠なのです。……なのに、あなた方は彼女に何の策さくもお与えにならなかった。お話になりませんわね」

「でも、本山さん一生懸命がんばってます！　そういう気持ちが、きっと越戸先輩にだって伝わります！」

「おう、タラちゃんの言う通りでい！　それに、今回はそっちだって大したことしてねぇじゃねーか！」

「ほほほほほ、そう考えるのがあなたの浅はかなところですわ。その無駄に大きな目をきちんと開いて、ステージをよくご覧らんなさいな」

　そう言って旗飾が指差す先へ、部長と伊倉は視線を移し、目をみはった。

「すごい」

　伊倉がポツリともらしたが、無理もない。

　旗飾が指差した先にいたのは三原Ｃ。

　彼女は、料理のできない俺が見てもそうとわかるほどの技ぎ巧こうで調理を進めていた。

　一切の無駄を削そぎ落としたような挙きよ動どうでよどみなく、かなりの速度で進められる一連の作業に、会場中から感かん嘆たんが漏もれた。

　作業の内容こそ違うけど、手際だけで言えば部長並みだ。

　三原の中では一番『出来る』雰囲気だったけど、ホントになんでも出来るみたいだ。

「――おわかりになりまして？　ご覧の通りちゆりさんは大変お料理上手じようずな方ですの」

　得意気に髪をかき上げ、部長を見据える旗飾からは揺るぎない自信が見える。

「みてぇだな。おめえ、なんでおれっちにあいつを当ててこなかったんだよ？」

「簡単なことですわ。勝ち易やすきに勝つのが戦いくさの常道、兵へい法ほうの基本ですもの。あなたとちゆりさんの勝負となれば勝算は五分と五分……いいえ、認めたくはありませんが、お姉さまはあなたにご執しゆう心しんですもの。その心象が勝負に大きく影響する今回に限っては大いに不利ですわ。ですから――」

「敢あえて部長を避けて、確実に勝てる葵に当てたわけか」

「えぇ、その通りですわ。……あながちただのお馬鹿さんでもないようですわね」

　そりゃあどーも、百合女。勝ち誇ほこった顔してくれちゃってまぁ、腹立たしい。

　だが、こいつにそんな顔されたのも俺の責任だ。

　認めたくないが、こいつと俺の発想は近いものがある。現状認識だとか、いかにして勝つかという戦略の方向性であるとか、そういったものが似通っているんだ。

　しかし、よく似た思考をした上で、旗飾は全て俺を上回っている。

　初戦、敢えて自分が部長に負けることでこちらの最大戦力を浪ろう費ひさせた。

　互いに演出重視の第二戦では、俺を上回る『物語性』を加えた演出を敢かん行こうして勝利。

　そして、この最終戦では満を持じして最強戦力をこちらの最弱に当ててきた。

　戦略レベルにおいて、俺の完全敗北だ。……悔くやしい！

「おほほほ♪　考え方としては、あなたも良い線行っていたと思いましてよ？　ですが、所しよ詮せんは低能な男……わたくしの敵ではなかったようですわね」

　アタシは負けを認めてるのに追おい討うちなんて、この女どれだけ性格悪いのかしら！

「うるせぇやいキタロー！　勝負は下げ駄たぁ履はくまでわかんねぇってんだ！」

　わわ、部長の方がうるさいです。司会者が一瞬こっち見ましたよ？

「カツオ、しっかりしやがれ！　勝負はまだついてねぇ。よく見ねぇ、ワサビちゃんは今がんばってんだぞ！　おめえが浮き足立ってどうすんでぃ！」

　部長の指差した先には、真剣な表情で料理をする葵の姿があった。

　ちょっと顔は引きつっているし、額ひたいや頰には玉の汗が浮かんでいる。

　上がり屋のあいつにしてみれば、全校生徒大注目のあの場に立っていることだってキツイはずなのに、それでも逃げずに、一生懸命戦っている。

　あのがんばりが、紫先輩に見えていないはずがない。

「……そうですね。あいつ、すげぇがんばってますもんね」

「そういうこったぜ、カツオ。今おれっち達に出来るこたぁ、ワサビちゃんを信じて応援してやるこった」

　その言葉に、俺と伊倉は同時に頷いていた。

　くそ、今回はいちいち男前だな、部長。うっかり感動しちまいそうだけど、冷静になれ。部長の言うように、今俺がすべきは葵の応援……いや、援えん護ごだ。

　考えろ、井園カツオ。どうすればこの状況から葵が勝利を摑みうるか、問題はそこだけだ。反省も後こう悔かいも、勝負が終わった後でいくらでもすればいい。

「つーわけでぇ、キタロー。おめえも用が済んだんなら、自分の陣地に戻ってあのお嬢ちゃんの応援でもしてやんな」

　俺が思案している横で、部長が旗飾にしっしと手を振った。

「……ふん、あなたなんかに指図される覚えはありませんわ。ですが、そろそろ決着もつきそうですし、わたくしも自陣に戻って勝者のコメントでも考えるといたしますわ。それでは失礼、おーっほっほっほ！」

　ぐぬぬ、嫌味＋おほほ笑いで去っていくなんて、どんだけベタなんだ！

「って、おいキタロー、おめえどこ行くんだよ？　そっちは外だぜ？」

　あれ、たしかに。

　旗飾が足を向けたのはステージとは逆、つまり笹百合会側の袖と反対の方向だ。

「……うるさいですわね、こちらでよろしいのですわ」

　あぁ、ステージ上は通れないから、いちいち体育館裏通ってこっちに来てたのね。

　ただ嫌味を言うためだけに、ご苦労なこった。

　ひょっとして、あいつはただの『かまってちゃん』なんじゃないか？




「さぁて、あっという間に時間も過ぎまして、双方の料理が出で揃そろったようであります。それではさっそく、越戸先輩には審査に入っていただきまぁす！」

　ステージから響くその声に、会場が大きくざわついた。……そりゃそうだ、これで勝負が決まるんだから、観客諸しよ君くんも大いに盛り上がってることだろうさ。

　そう、勝負はこれで決まる。

　三番勝負の第三戦、ふたりの料理が揃って紫先輩の前へと運ばれた。

「こっちは葵くんのか。……これはまた、ずいぶんと豪ごう快かいなハンバーグだね。君らしいというか、君らしくないというか……」

「な、なんですか、それ？　どっちなんですか」

「ふむ。どちらも、だね。なんにしても、葵くんの想いが伝わってくる、かわいらしいお料理だよ。……想いを向けている相手も含めて、ね？」

　右手で口くち許もとを隠し、くすくすと笑う紫先輩はすごぉく魅力的だ。

「な、何を言ってるんですかっ!?」

　何を話しているのかはっきり聞き取れないが、葵の顔はまたしても真っ赤だ。

　それはさておき、葵の料理は『ドデカハンバーグ』。

　作っているところを見ていた限り、「これ、わらじですか？」と聞きたくなるようなサイズはともかく、ごくごく普通のハンバーグだ。かけられたソースもケチャップとウスターソースを混ぜた家庭風。

　普通に美お味いしそうだが、正直面白みはない。

　せめて料理中にドジのひとつも踏んでくれれば盛り上がったかもしれないのに。

　不器用娘の驚くべき成長を褒めるべきか、おまえ空気読めと怒るべきか……うん、前者だな。仮に後者を選択した場合、俺の命は風ふう前ぜんの灯ともし火びだ。

「で、こちらがちゆりくんのか。美味しそうな鶏とりの竜たつ田た揚あげだね」

「はい。お好きでしたよね、お姉さま？」

「おや、覚えていてくれたのかい？　うれしいな」

　なんだと？　しまった、策に溺おぼれるあまりこちらがすっかり失念していた「紫先輩の好物を出す」という基本的なポイントまで押さえてやがった。

「ふふふ、とても君らしい料理だね。君は外見的に洋食が似合いそうなのに、その割烹着といいこの料理といい、実に日本的で面白い。出来の方も、君らしく非の打ち所がないみたいだね」

「ありがとうございます、お姉さま。お姉さまのために、心を込めてお作りさせていただきました」

「うん、ありがとう」

　会話の弾はずみ具合を鑑かんがみても、あちらが優位か。

「さて、それじゃあ試食といこうかな。まずは、葵くんの方から……」

　ホントに料理番組の出演者のように、紫先輩はとても画えになる所しよ作さでわらじハンバーグを切り分け、「はむっ」と口に運んだ。……あぅ、なんか色っぽいです。

　先輩は瞳を閉じたまま数回咀そ嚼しやくし、特にコメントしないままもう一口、さらにもう一口と葵のハンバーグを頰張った。あれ？　意外に美味しかったり、する？

　会場が固かた唾ずを飲んで待つ中、先輩はナプキンで口許を拭ぬぐい、小さくひとつ頷いた。

「うん、美味しいよ、葵くん。正直、驚いたよ」

「あ、ありがとうございます」

「いや、お礼を言うのは僕の方だよ。美味しいものを、ありがとう」

　そう言って葵に向けた先輩の笑顔からは、お世せ辞じや噓うそが感じられなかった。

　それを感じるのは葵も同じらしく、緊張で硬かった表情がぱっと明るくなった。

　すごいじゃないか、葵……まさか、素で褒められるなんて。

　全っ然、面白みはなかったけど、これは勝てるんじゃないかなんて思えてくる。

「やったじゃねえか、ワサビちゃん！」

「本山さん、すごい！」

　喜ぶふたりの声が聞こえたのか、葵はすっげぇうれしそうな、それでいて泣き出すんじゃないかっていう色んな感情のこもった笑顔でこっちを見て、大きく頷いた。

　葵と視線が合った瞬間に、俺は何も考えずにガッツポーズを返していた。

「……っ！」

　そんなうれしそうな顔で頷き返してくれちゃって、まぁ。

　しかしなんだろ、この感じはスポーツに近いかも。がんばってたけど結果が出てない友達が、初めて出た野球の試合でヒット打った時みたいな、そんな感じだ。

　まさか、江え戸ど前まえ寿す司し部ぶの活動でこんな気持ちになるなんてな。

「おぉっとぉ、これは高評価です！　さぁ、では最後の試食、藤ふじ原わらちゆりさんのお料理、竜田揚げの試食をお願いいたしまぁす！」

　司会者のあおりにひとつ頷いて、紫先輩は箸はしを取った。

　ほんの一瞬、紫先輩の視線を受けた三原Ｃは、柔にゆう和わな笑顔を崩さないまま「どうぞ」という感じで小首を傾げた。

　その表情からは焦あせりも気き負おいも感じられず、俺はなんだか不安になった。

　しかし、俺の不安で進行が止まるはずもなく、紫先輩は惚ほれ惚ぼれするような箸使いで鶏肉を一口分取り、その花のような可か憐れんな唇へと運ぶ。

　そして、一ひと嚙かみ……。

「…………っ」

　その瞬間、先輩の美しい瞳が大きく見開かれた。先輩の咀嚼以外の所作は止まり、ただゆっくりと口中の料理を嚙みしめ、その驚きよう愕がくを吞み下すように、ごくりと喉のどを動かした。それ以上、箸を動かそうとはしなかった。

　次の一口を食べないんじゃない。食べる必要がないのだ。

「……うん。素晴らしいよ、ちゆりくん」

　先輩からの最大級の賛さん辞じに三原Ｃは、

「ありがとうございます」

　とだけ答え、小さくお辞じ儀ぎを返した。

　その一口が、勝敗を決したのだと、その場にいる誰もが理解した。

「……井園くん、部長」

「やばそうな反応だな……」

　当然、それは俺の横にいたちんまいのふたりにも伝わったわけで……伊倉はともかく、さすがの部長も少々焦ったような顔だ。まぁ当然の反応だ。

　俺だって焦っている。しかし、それ以上に焦っているのはステージ上の葵だ。

　さっきまで紅潮していた頰は色を失い、今にも泣き出すんじゃないかって顔でうつむいている。その肩はかすかに震えているように見える。

「さてさて、越戸先輩……審査の結果は出ましたでしょうか？」

「うん、これは文句なしだね。……いや、個人的には、非常に複雑ではあるんだけど……今の僕は公正な審判だからね。勝負事に私情を持ち込むのは、僕の主義に反はんする」

　うぐ、多少は期待していた紫先輩の身内びいきも、今の発言を聞く限りなさそうだ。

「残念だけれど、仕方ないね」

　ヤバイ、本当にヤバイ！　このままでは、紫先輩をあの高笑い百合女に奪われてしまう！　俺達の、否、俺だけの女神紫先輩を……あんな女に、取られる、だと？

　ダメだ、絶対ダメだ！　そんなの許容できるはずがねぇ、あぁできるものか！

　もはや手段を選んでいる場合じゃない！　こうなれば……っ！

「部長、事態を逆転させたかったら、俺の言う通りにしてください」

「はぁ？　いきなりなんでぇ、藪やぶから棒ぼうに……」

「いいから聞いてください。『まだ付け合わせが残ってる』とでもなんとでも言って審査にストップ掛けて、紫先輩に向かってこれを読み上げてください！」

　俺は、この勝負の前に用意していた最後の切り札を、部長の掌てのひらに押し付けた。

「付け合わせだぁ？　おい、この紙っ切れはいってぇ……」




「お願いします、『姉ねえさん』っ！」




　俺のその一声で、部長の言葉と動きが一度に止まった。

「カツオ……？　お、おめえ、ようやくおれっちのことを……？　へへ、ちくしょう、こんな時だってのに、不覚にもちょいと泣けてくるじゃねえかよ……」

　部長は照れたように頰を染め、俺から視線を逸そらした。

「いや、そんな夫の連れ子が初めて『お母さん』って呼んでくれた時の女の人みたいなリアクションはいいですから、早くこれをステージ上で読み上げてください！」

「ばっか野郎、おめぇが初めておれっちを『姉さん』って呼んでくれたんだぜ、ちょっとくれぇ感かん傷しようにひたらせろって――」

「姉さん、聞いてくださいっ！」

「おぅ、この姉さんに何でも言いねぇ！」

「いいですか、このメモに書かれた文章を、内容は一切吟ぎん味みせず、出来るだけ大きな声で、はっきりゆっくりと、かつちょっと伸ばした感じの鼻声で読み上げてください！」

「ず、ずいぶんと細けぇ注文だな。それにおめえ、料理勝負を読み上げるだけで逆転って、こいつにゃ一体何が書いて――」

「お願いします、姉さんっ！」

「おぅ、この姉さんに任しておきやがれってんだ！」

　部長は俺からメモ用紙をふんだくるように受け取ると、ステージ上へと駆け出した。

　行ったな。ふ、ふふふふふ……。

「井園くん、いったい今のは……？」

「一分だ。伊倉、今から一分でこの状況を逆転してみせる。俺の魔法でな」

「ま、まほう？」

　あぁそうとも、伊倉。そして見るがいい、ゲ○ゲの旗飾。

　これが俺の、江戸前寿司部の切り札だ！




　　　　　三




「……それでは越戸先輩、第三戦、そしてこの料理対決の勝敗を決める審査結果の発表をお願い――」

「その発表、ちょいと待ちやがれっ！」

　ステージどころか体育館中に響き渡った大声に、紫先輩も司会者も、おそらくは向かいの袖にいる旗飾達、黒田さん以下生徒会役員、そして全校生徒も驚愕したはずだ。

　彼らは皆いったい何事かと、突然ステージに現れた闖ちん入にゆう者しやのちんちくりん、我らが部長江え戸ど前まえ素もと子こに視線を集めた。……よし、さすが部長の無駄にデッケェ地じ声ごえ。

「え……部長、さん？」

「も、素子……？　いったい何事だい？　君の出番はもう……」

　ステージ上の江戸前寿司部員ふたりは、動どう揺ようしながらも部長の行動に反応を返した。

　この辺は、さすがに耐たい性せいを持つが故だろう。事実、司会者も三原Ｃも棒立ちだ。

「終わっちゃいねぇんだな、これが。実はな、ワサビちゃんの料理にゃひとつ付け合わせが足りていなかったのさ。そいつを、これからおれっちが出してやろうってのさ」

「え？　あの、部長さん付け合わせって……？」

　葵も困こん惑わく気ぎ味みで顔を上げた。当然の反応だけど、しばらく黙っててくれ、葵。

「あのぉ～江戸前寿司部さん、勝手に進行の邪魔をされましても……」

「みみっちぃことを言いなさんな！　いいじゃねぇか、ちょっとくれぇよ」

「いえ、あのですねぇ……」

　葵以上に困惑むき出しで部長を止めにかかる司会者だったが、あいにくとそんなことで止まる部長じゃないし、

「まぁまぁ、いいじゃないか。素子がまだ付け合わせがあるって言うんなら、出してもらおうじゃないか。……正直、それで覆くつがえるような差ではないと思うし」

　そんな部長の行動を無む下げにできる紫先輩でもない。

「……はぁ、審査員である先輩がそうおっしゃるのなら。では、江戸前寿司部の部長さん、その付け合わせとやらをお出しください」

「おぅ、合がつ点てんだ！」

　不承不承といった司会者とは対照的に、部長は得意のキンキラ笑顔で俺の渡したメモ用紙を開き、目の前に持ち上げた。

　なんだ、料理じゃないのか？　という疑問の気配が会場中から立ち上る。

　ふふふふふふ、そうとも、違うのだよ諸君！

　さぁ部長、きっちり読み上げてくれよ……リバースカードオープン！

「そいじゃあいくぜ。こほん、




　むーらーさーきーおね――ちゃん、だ――いしゅきっ！（鼻声）




　――って、何言わすんだ、こらぁあああああああああっ！」

　即座に反転した部長の前ダッシュパンチ炸さく裂れつうげふぁあっ！

　は、腹が……俺の腹が……！

　俺の両膝が地面に落ち、そこからがっくりと突つっ伏ぷした。

「げふ……加速度を加えたその力、侮あなどれませんね……」

「やっかましいやっ！　てんめぇ……おれっちに何言わせやがんでぃ！」

「ふ、ふふふ……何って、勝利を引き寄せる魔法の呪文ですが、何か問題でも？」

「問題大有りだってんだ！　なぁにが『魔法の呪文』でぇ!?」

　おおぅ、部長の顔が紅く燃えている……！

　珍しく涙なみだ目めですけど、そんなに恥ずかしかったですか？　でしょうねー？

「ようやくおめえが、姉さんって呼んでくれたと思って感動したってのに……あっ！　まさか、さっきのはおれっちにアレを言わすためだってぇのか!?」

　ぐへへへ、今頃気付いても遅いのだよ、江戸前素子くん。

　ふん、俺があんたを『姉さん』と呼ぶその時が、俺のデレ期突入を告げるフラグだとでも思っていたか？　そいつは少々浅はかってもんだぜ！

「なぁにを笑ってやがる、この……」

「ぶ、部長、ステージを見てください！　越戸先輩が！」

　怒りに燃える部長の肩に、伊倉が手をかけて揺さぶった。

「あぁん？　紫がなんだってんで……ぇ……？」

　俺を締め上げていた部長の腕から力が抜けた。

　……ふ、ジャスト一分だ。

　ライトアップされたステージの、さらに一段高みに設しつらえられた壇だん上じようで、紫先輩は言葉もなくポロポロと涙を零こぼしていた。

　声もなく、その宝石のような涙を隠すことも拭うこともなく、ただただ、涙が零れ落ちるに任せていた。……キレイです、先輩。高級一眼レフを用意すべきでした。

「……素子が、初めて僕のことを『お姉ちゃん』って、呼んでくれた……あれ？　おかしいな、僕、悲しくないのに……うれしいのに、あは、涙が止まらないや……」

　その反応はまるで、夫の連れ子が、結婚後数年経たって初めて自分を「お母さん」と呼んでくれたことを喜ぶ継まま母ははのようで……って、それさっき見ました！

　ネタ被かぶってますよ、紫先輩？　貴重すぎる紫先輩の泣き顔は俺の心のアルバムにいつまでも取っておきますけど、部長とネタ被りはどうかと思います。

「……あいつ、なんつー恐ろしい反応しやがんだ。今まで絶対に言わねぇようにしてたのは正解だったってぇこったな」

　げんなりした顔で、部長はうめいた。

　そうじゃないかなぁ～、と思っていたけど、やっぱり紫先輩は部長に『お姉ちゃん』と呼ぶよう求めたことがあったのだろう。

「ねぇ、素子……もう一度、さっきみたいに僕を呼んでくれないか？」

「真まっ平ぴらゴメンだ、このすっとこどっこいっ！」

「あはっ、素子はツンデレさんだなぁ」

　先輩ってば超ポジティブシンキング。今のは完全に本心からの拒否ですよ？

「……あのぉ～越戸先輩？　お取り込み中のところ、大変申し訳ないのですが……その、審査の方は？」

　ほんとになかなかのプロ根性だな、司会のお姉さんや。

「あ、あぁ。そう言えば、そうだったね。すっかり忘れていたよ」

「そんなぁ～……勘かん弁べんしてくださいよぉ、イベントの真っ最中なんですから～」

　ポンと手を打ったあのかわいらしいリアクションからして、先輩はおそらく本当に忘れていたんだろう。今の状況も、審査直前だった料理の感動も。

「と、とりあえず、付け合わせも終わったようですので、審査結果をどうぞ！」

　司会者に促うながされ、江戸前寿司部と笹百合会、それぞれの名が書かれた札を持った紫先輩に、再び会場中の視線が集まったのだが……紫先輩の動きは、止まっていた。

　審査結果をいかにすべきか、迷っているのだ。

「……井園くん、これが魔法？」

　伊倉は信じられない、という表情で俺の袖を引いた。

「あぁ、すごいだろ？」

　部長の呪文が発動する前なら俺達の負けは確実だった。審査が始まれば紫先輩はノータイムで向こうの札を上げたことだろう。

　だが、今は違う。先輩は確実に迷っている。それが意味することは……ひとつ。

「おれっちのアレで、迷うほど審査に影響が出たってぇのか？」

　アホかあいつは、と部長は再びため息を吐ついた。

「――うん、決めた」

　紫先輩はひとつ大きく頷き、手にしていた札を上げた。

『えぇっ？』

　その意外な結果に、会場中から多くの驚きよう嘆たんが上がった。

　何故って、先輩は――両手の札を上げていたのだ。

「えぇ～と……越戸先輩、両方の札を上げておられますが、これは……？」

　会場とステージ袖、驚愕に揺れる生徒全員を代表した質問を、司会者が口にした。

「うん、この勝負は――両者引き分け」

　ひ、引き分けですって!?　しまった……勝ち切れなかった！

　俺の驚愕に呼応するように、観客席もざわりと揺れた。

「意外な結果です！　直前までは笹百合会圧倒的優位と思われた第三戦ですが、例の付け合わせが効きいたということでしょうか？　三戦終わって両者五分、決着はつきませんでした！　こうなると、延長戦突入ということに……」

「納得いきませんわ！」

　その司会者の言葉をさえぎるように、ステージへ飛び出してきた旗飾の声が飛んだ。

「今の勝負、明らかにちゆりさんの勝ちでしたわ！　それなのに、あの一言だけで結果が覆るだなんて……お料理の意味がないじゃありませんの!?」

「えぇっと、お気持ちはわかりますけど、越戸先輩の判定が全てとなりますので……」

　詰め寄られた司会者は困ったように紫先輩を見上げた。

「ごめんね、美み々みくん。僕は自分に噓がつけないんだ。で、噓のない僕の気持ちだと、勝負はこういう結果になっちゃうんだよ」

「そんな……目を覚ましてください、お姉さまっ！」

　ふん、顔を真っ赤にしちゃってまぁ。必死だな、旗飾さんよ。

　たしかに貴様の言ってることは正論だ。俺だって立場が逆なら文句も言うだろうさ。

　だがな、料理無視が問題だと言うのなら、二戦目の貴様らの勝利もおかしいということになるのだよ。あれだって明らかに演出の勝利なんだからな。

　しかし、旗飾の必死な訴えにも、紫先輩はホワンとした表情のままだった。

「くっ……！　卑ひ怯きようですわよ、寿司女！　あなたという人は、いつもいつもお姉さまをたぶらかして……っ！」

「おれっちだって好きで言ったんじゃねぇや！」

「なんですって、では先ほどの『だーいしゅきっ』は噓だとおっしゃるんですの!?」

「いちいちマネすんじゃねえや、こっぱずかしい！　それになんで噓になるんだよ!?　おれっちが言いてぇのは……」

「お黙り陽ひだまり水たまりっ！　あなたの言い訳なんて聞きたくもありませんわ！　……いいでしょう、三戦目は引き分け、そういうことにしてもよろしいですわ！」

　お？　さらっと態度を翻ひるがえしたな。しかし、何故に上から目線なのさ？

「覚悟なさい！　次の勝負で、今度こそあなたの息の根を止めて差し上げますわ！」

　ふんっ、と踵きびすを返した旗飾は、大おお股またでステージ袖へと引っ込んでいった。

「……と、とりあえず両者納得されたようですので～、第三戦は引き分けということになりました！　えぇと、それで次の延長戦ですが……」

　ちらりと、司会者がこちらの袖にいる黒田さんへ「指示をくれ」という視線を向けた。

「――一いつ旦たん幕を下ろしてください。延長戦前に双方と打ち合わせが必要です」

　観客席からは聞こえない黒田さんの声に、司会者は目だけで頷いた。

「ここで再度の休憩を挟み、その後再開といたします！　みなさん、決着を心待ちにしつつ、いましばらくお待ちくださいませませ～っ！」

　そんな一瞬のやり取りなど微み塵じんも感じさせない能天気な声に合わせ、即そく座ざに幕が下り始める。意外と言っては失礼だが、この人達ってば意外とすごいぞ。

「えぇ～～？」「おい、また休憩かよ」「……つか、今の判定アリなんだ」

　むう、進行係の苦労も知らないオーディエンスの勝手な声が。

　当然その声は司会者や黒田さんにも聞こえていたようで、幕が下りると同時に生徒会役員とその他スタッフが集合して打ち合わせを始めた。

「やれやれ……観衆から不満が漏れているようじゃないか。まったく、私抜きで進めた結果がこれとはね」

　あぁ、存在感ないから忘れてたけど、嫌味な生徒会長もいたんだっけ。

　しかしあの野郎、身内にすら嫌味しか言えないようだな。

　自分のバンドライブを奪われた恨うらみ辛つらみがあるのかもしれんが……およ？

「そうですね。ここは会長にお出まし願います」

「……え？　千ち佳か子こくん、君は何を言っているんだい？」

「ライブですよ、会長。演奏の準備は一分で済ませますので、会長もすぐにご準備願います。私の力不足が原因で、全校生徒をこれ以上無む為いにお待たせするわけにはいきません。お願いいたします」

「いや待ちたまえ、そんな急に言われてもだね」

「大丈夫です、会長。あなたが今日のためにがんばって練習を積んできたことを、私は、いえ、生徒会メンバーは全員知っております。その練習の成果を、今ここで発はつ揮きなさらないでどうするのですか？」

「その機会を奪ったのは、君だったと記憶しているのだけどね」

「会長、お願いします。生徒のみなさんを楽しませる事ができるのは会長だけなのです。会長の情熱的な歌声ならば、必ず全校生徒の魂たましいを震ふるわせられるはずです。それに……私も、会長の歌を聴かせてほしいのです」

　黒田さんの両手が、きゅっと生徒会長の右手を包み込んだ。

「……千佳子くん。君はそこまで私を……わかったよ、私を信じてくれる君の気持ちは確かに受け取った！　……いくぞ、我が『会長バンド』の諸君！」

　高らかにそう告げると、生徒会長は役員から差し出されたギターを受け取り、あっという間に楽器や機材の準備された、かがやくステージへと飛び出していった。

　……つか、どこにいたんだ『会長バンド』メンバーズ。

「――さて、その場しのぎではありますが、これで十分程度はつなげるでしょう。その間に私達は打ち合わせをいたしましょうか」

　そう言って振り返った黒田さんの事務的な表情からは、生徒会長への期待など一欠片かけらも感じられなかった。……この人、怖い。
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　会長バンドがバタバタと準備を進めるステージから、ようやく葵が戻ってきた。

「おう、戻ったかワサビちゃん。お疲れさん」

「本山さん、お疲れ様」

　足元に視線を落としたままの葵に、ふたりが労ねぎらいの言葉を掛ける。

「……ごめん、勝てなかった……いや、あたし個人としては負けだよな。部長さんにもあんなこと言わせちゃって……みんなホント、ごめん」

　悄しよう然ぜんと肩と視線を落としたままの葵が、力なく頭を下げた。

「なぁに言ってやがんでぇ？　ワサビちゃんのがんばりがあったから、引き分けにできたんじゃねーか！　……おい、カツオも何か言わねーか」

　ぐふっ！　ぶ、部長、催さい促そくの肘ひじ鉄てつが、俺のみぞおちに入りましたよ。

　そこまでしなくたって、ちゃんとフォローくらいしますよ。

「うん、葵は十分がんばったよ。それにおまえ、普通に料理を褒められてたじゃないか。期た……げふんげふん、懸念していた失敗もしなかったし、うん、こんな大人数の前で堂々と戦ったわけだし……成長したよな！　かっこよかったぞ、葵」

「……ほ、ホントか？」

　俺の言葉に、葵はうかがうような視線を向けてきた。

「あぁ、本当さ！」

　せめて元気付けようと、俺はニッコリ笑ってサムズアップしてみせた。

　……まぁ、本当は派手にドジかましてくれた方が助かったんだけどな。

「そっか……ありがと」

　珍しく俺の内心を読まなかった葵は表情を緩めた。少し顔色も良くなったかな？

「……ところで葵、おまえの持ってるそれは？」

「え、あ、これ？　その……越戸先輩が残したハンバーグだよ。残すのも、もったいないだろ？　だから、持ってきたんだ」

　なにやら少し慌てたように、葵は大皿に盛った残り物を掲げた。

　いや、そりゃ残すでしょ。デカすぎるもん、それ。

「だからその、カツオ……もったいないし、よかったら、おまえも……」

　歯切れの悪いことだな、何をそんなにモジモジしてんだか。













　要するに、その残り物を俺達に処理しろってことだろ？　わかったよ、紫先輩の食べ残したそれを…………って待て、紫先輩の食べ残し、だと!?

　……ごくり。

「葵、ぜひそれを俺に譲ってくれ。全部」

「え？　……あ、うんっ！」

　何故か葵がすごくうれしそうな顔をしたが、俺の方がうれしいからどうでもいい。

　早速、葵からすごいレアな宝物を受け取ろうとしたのだが、その宝物に突然フォークが突き立てられた。それもすごい勢いで。

　おそるおそる視線を上げると、ものすごくうれしそうな顔の葵が、突き通した大型ハンバーグごとフォークを持ち上げてこちらを向いていた。

　彼女の手に握られたフォークという名の三みつ叉またの刺し突とつ武器は、分厚いハンバーグを貫かん通つうしてその鋭するどい先せん端たんをさらし、ステージから漏れる照明を反射して鈍にぶい光を放っていた。

「えへへ」

　その光を浴びる葵の緩んだ笑顔に、俺は何故か恐怖を覚えた。

「な、なんだ？　どうしたんだ葵ぃいっ!?」

　ぐぉおおっ!?　やめてっ、どうしてそれを一気に俺の口に押し込むのさ!?

　たしかに全部くれとは言ったけど、一口で全部入るわきゃねぇだろそんなデカブツ！

　味わえないとかもったいないとか、口からはみ出た部分がボトボト下に落ちて俺の制服ベッタベタとか、言いたいことは色々あるけど、まず何よりも息ができない！

　加えて言うならフォークの先端が上あごに刺さってるッス！　血の味してるッス！

　どういうつもりだ、葵この野郎！　俺を殺す気かっ!?

「……あ、あ～ん」

　えぇっ!?　奥までグッサリ押しこんどいて、今さら口を開けることを促すの!?

　もう口も傷口も開いてますよ、これ以上俺に何を開けと？

　つか、恥ずかしげに頰を染めてんじゃねえ！　逸らした視線をこっちに向けろ！

　今まさに、おまえの眼前で起こっている惨さん劇げきから目を逸らしちゃなんねぇっ！




「本山さん落ち着いてっ！　井園くんが死んじゃうよ！」

「やれやれ…………おめえら、案外お似合いじゃねーかよ」




　たーすーけーてーっ！
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「――さて、それでは簡単に最終戦の打ち合わせを行います」

　説明を始めた黒くろ田ださんの前に、俺達江え戸ど前まえ寿す司し部ぶと笹ささ百ゆ合り会かいは並んでいた。

　ステージ上では会長バンドが彼らのロックってやつを奏かなでている最中だ。

　その技量のほどは、包み隠さず言わせてもらえば、上う手まくない。

　いや、決して下へ手たではないんだ。がんばって練習したね感は非常に出ている。

　でも、決して上手くない。聴けなくはないが、好んで聴きたくはない、そんな感じ。

　おそらく観客も同じ感想を抱いだいているはずだ。さほど長くはつなげまい。

「まず最初に確認いたしますが、この最終戦には引き分けはありません。越こし戸ど先せん輩ぱいにはいずれかに勝者を定めていただきますので、そのおつもりで」

「うん、了解」

「次に、今回に限りこちらで料理のジャンルを指定させていただきます。この対決で双方に出していただきたいのはデザートです」

　え、デザート？　ちょっと待って、俺はそんなの作れないぞ？

「お食事の最後ですものね、承しよう知ちいたしましたわ。お姉さまには最高のスイーツをお出しさせていただきますわ。ね、有ゆう花かさん？」

「はいっ、がんばらせていただきますっ」

　あの反応を見る限り、あちらには手札があるようだな。……まずい。

「再開は……そうですね、十分後といたしましょうか。会長も大変がんばっておられますので、その程度なら生徒のみなさまも我が慢まんしてお付き合いくださるでしょう」

　ちらとステージ上の生徒会長の姿を一いち瞥べつし、黒田女史は事務的にそう告げた。

　もう一曲くらい歌わせてあげよう、という心こころ遣づかいだろうか。

「では、その他の段取りは先ほどまでと同じ形でお願いいたします。会長の歌が終わり次第もう一度幕を下ろしますので、五分で楽器と機材・会長を撤てつ収しゆう、同時に最終戦のお二方にも準備していただきます。ご協力お願いいたしますね」

　……あれ？　機材と会長同列に扱ってませんか？　それに、この一曲で終わりなの？

　俺の疑問に気付いたのか黒田さんは視線をこちらに向け、薄く笑った。

「井い園そのさん、優しさというものは、時として悪意以上に人を傷つけるものです」

　いい話っぽく言ってますけど、それって会長に優しくしないって宣言ッスよね？

　この人、やっぱりすごく怖い人なんじゃないかなー。

　……いやいや、今の俺には会長と黒田さんの微び妙みような力関係に思いを馳はせている余裕はないんだった。今問題にすべきはこの勝負をどう戦うか、だ。

　普通に考えたら、あまり俺に勝ち目はない。

　三さん原ばらＡの実力がどの程度かはわからないが、あの旗き飾かざりのことだ。

　おそらく、俺に絶対負けない戦力としてあの子を残しているはずだ。

　そう、ここまでの奴の戦略傾けい向こうを見ると、最優先に負けないことを置いている。

　孫そん子しの兵へい法ほう十三篇の第四、形けい篇へんで示されているように、まず自軍が敵に負けない態勢を作り、敵方の態勢が崩れて自軍が勝てる状況が生まれるのを待つのが、兵法の基本にして極ごく意いだ。

　奴がその基本に則のつとった戦略を立てている以上、残り物のあの子になら勝てるかも、なんて安あん易いな期待はするべきじゃない。むしろ戦力的には不利と考えてしかるべきだ。

　ではどうする、井園カツオ。……そんなもの、戦略的敗北は認めた上で、すばやく現状を分析し、勝ちうる戦術を組み立てるしかないだろ。考えろ！

「おぅ、何をボーッとしてやがんでぇカツオ。準備しねぇか」

　いでっ、部長が俺の背中を平手でどついてきた。

「準備ったって、どうすんですか？　俺はスイーツ（笑）なんて作れませんよ？」

「てやんでぇ、おめえにゃあ江戸前の玉たま子ご焼やきを教えたじゃねえかよ」

「は？　そうですけど……玉子焼きですよ？　あれはデザートじゃないでしょ」

　呆あきれた、という表情で部長は腕を組んだ。

「やれやれ、おめえはホントに物を知らねぇな。江戸前の玉子焼きってなぁデザートみてぇに食われるもんなんだよ。一人前の寿司を食って、締しめに玉子って感じでな。甘くふんわり焼いた玉子焼きってなぁ、そこらの菓か子しよかよっぽどうめえもんだぜ」

　そうなの？　いやまぁ、部長が自信満々に言ってんだから、そうなんだろうけど。

「じゃあ出す料理はそれでいいとして……そこにプラスが必要です。何か、紫むらさき先輩好みの演出を考えないと……」

　相手はあざとい演出が売りの旗飾……間違いなく、何か演出を用意しているはずだ。

　おそらく負けている料理の腕と、奴らのあざとい演出をまとめてひっくり返せるだけの演出を用意しないといけない。

　そうたとえば、魔法の呪文第二弾とか。

「言っとくがなカツオ、おれっちは金こん輪りん際ざいあんなこと言わねぇからな」

　俺の視線から何かを感じたのか、部長は頰ほおを引きつらせている。

「わかってますよ。それに、俺だってもう部長にあんなこと言わせたくありません。……いや、さっきだって、ホントは使いたくなかったんですから」

　部長はどんぐり眼まなこをまん丸に見開いて俺を見た。

「カツオ……おめえホントはおれっちを……」

　あれはあくまで非常手段。最後の切り札であって、乱発するもんじゃない。

「そうとも……だってこれ以上、紫先輩の部長に対する好感度を上げるわけにはいかないじゃないですかっ！」

「そういう理由なのかよ!?　おいこらカツオ、普通そういうのはおれっちを気遣ってとか、そういう話になるとこだろうがよっ！」

「なんで俺が部長のことなんか気遣わなきゃならんのですか!?　気遣うどころか、好感度の変動さえなけりゃ俺は全勝負で使ってますよ！　あ、ちなみにさっき使ったのは用意した中で上から二番目に危険なレベル４です。後先考えず、レベル５を使えば勝てたはずなのに、一段階抑えたんですよ？　むしろ感謝してほしいくらいです！」

「勝手なこと言ってんじゃねぇや！　……いや、それよりおめえレベル５ってなんでぇ、アレ以上おれっちに何を言わせるつもりだったんだよ!?」

　ぐぐぐ、ちょっと苦しいですよ部長。涙なみだ目めで胸むな倉ぐら締め上げんでください！

「……言えません。だって、もしレベル５のどれかひとつでも、部長がうっかり言ってしまったら……ここが紫先輩と部長の、結婚式会場に変わってしまうんです」

「はぁっ、結婚だぁっ!?」

「あぁそうさ、結婚さ！　何度も何度もシミュレートしましたけど、七つほど用意したレベル５のどれを部長が言ったとしても、紫先輩はその場で部長をお持ち帰りしてしまうって結果でしたよ！　唯ゆい一いつ違ったことと言えば、部長と紫先輩のハネムーン先くらいです！」

　ちなみに旅行先は最も寄よりだと熱海あたみ、最も遠いのはリオデジャネイロでした。

「てやんでぇ、なんでおれっちが紫と新婚旅行なんかしねぇといけねーんだよ!?」

「だからさせねぇっつってんだろうが、ちんちくりん！　紫先輩をあの百合女に取られるなんて真まっ平ぴらごめんだけど、あんたのとこへ嫁にくれてやるつもりもねぇっ！　紫先輩は俺んだっ！」

「「………………っ！」」

　共に涙目で睨にらみ合う俺と部長に、軽かろやかな足音が近付いてきた。

「じゃあ、僕ぼくが素もと子こをお嫁さんにすればいいんだね！」

「そんなっ!?　せめて俺に先輩の花嫁姿を拝おがむ権利くらい残してくださいっ！」

　にぱっと笑うそのお顔は超最高ですけど、その言葉は認められませんよ、先輩！

　タキシード姿もきっと画えになることでしょうけど、そんなのじゃ嫌っ！

「わざわざ出てきて混ぜっ返すんじゃねぇ、紫！　賞品は大人しくしてやがれ！」

「つれないなぁ……お姉ちゃん悲しいよ」

　言葉とは裏うら腹はらにとても楽しそうに笑うと、先輩はひらひらと手を振りつつステージの方へと行ってしまった。

　そう、気付けば会長の魂たましいの一曲が終わり、ステージの幕は下ろされていた。

「いかん、部長なんかと騒さわいでいる間に、貴重な準備時間がはぁっ!?」

　うぅ、お腹なかは殴なぐらないで、アタシのお腹には大量の肉が詰め込まれてるの！

「『なんか』たぁなんでぇ、『なんか』たぁ!?　……っとに、しょうがねぇ野郎だな、おめえは！　もう知らん！　ぶっつけ本番で何とかしやがれ！」

　ちょっと！　時間を奪うばうだけ奪っておいて、そりゃないでしょ？

　くそっ、これで切り札は完全に消しよう滅めつだ。

　ステージ上はもう楽器と機材の片付けは終わっていて、残っているのはもっと歌いたかったと黒田さんにダダをこねるダメ会長くらいだ。

　どう粘ねばってもあと数分で準備は終わる。……どうする、どうしたらいい？

「落ち着いて、井園くん」

「……伊い倉くら？」

　俺の正面に近付いてきた伊倉は、いつもの上うわ目め遣づかいではなく、胸を反らすようにしながら俺を真まっ直すぐに見み据すえていた。

「きっと井園くんなら大丈夫だよ。負けちゃったボクが言えることじゃないかもしれないけど、自信を持って井園くん」

　そして、伊倉の手が俺の右手に添そえられた。不思議と落ち着く温かさだ。

「演出とか抜きにして、やっぱりお料理には心とか気持ちとか、そういうの大事だと思うんだ。がんばってお料理しさえすれば、井園くんの気持ちはお料理にのって、きっと先輩に伝わるはずだよ。だからさ、いつもの井園くんみたいに、男らしく、まっすぐにいこうよ」

　そう言った伊倉の笑顔には、一点の曇くもりもない。

　こいつ、なんつー恥はずかしいセリフを、なんつーキレイな瞳ひとみで言いやがる。

　おまえ以外の人間が言ったら大笑いするとこだよ。……おまえ以外なら、な。

「わかったよ、伊倉。おまえにそこまで言われたら、できないなんて言えねぇよ。しかし、男らしく、ね。恥ずかしい言葉だな」

「そうかな？　井園くんは、とっても男らしいと思うけど」

　伊倉はいつもの柔らかい表情で小首を傾かしげた。

　だから、そんな言葉を臆おく面めんもなく言うところが恥ずかしいって……ん？

「……どうしたの、井園くん？」

　俺が……男、らしい？　……おとこ……男っ!?

　その時、俺の全身に電流が走ったような衝撃が訪れた。

「そうか……そうだな、俺は男だ。男だったんだよな、伊倉」

「う、うん」

　俺の顔をきょとんとした表情で見つめながら、伊倉は小さく頷いた。

　わかってないみたいだな、伊倉。おまえのおかげで、ひとつだけ思いついたんだよ。

　……あいつらに勝てるかもしれない方法を、な。

「井園さん、福ふく原はらさん、そろそろ準備をお願いします。笹百合会のみなさんも、そろそろあちらの袖そでに――」

「あの、黒田さん。勝負を始める前にひとつ提案があるんですが、いいですか？」

「提案、ですか？」




　　　　　二




「――両者とも、調理を終えたようですね？　それではぁ、越戸先輩には審査に入っていただきます。えぇ、いただくのですがぁ……その前にっ、両部のみなさんにステージへ集合していただきましょうっ！」

　ステージ中央に陣取った司会のお姉さんの声を合図に、両袖から部員たちが照明の中へと歩み出た。これは俺の提案による演出の変更だ。

「勝負の結果は、みんな揃そろって聞きたい」

　その俺の提案に、部長達も、旗飾も案外あっさりと頷うなずいた。それぞれ違う考えに基づいた首しゆ肯こうだったのだろうが、今はそんなことは問題じゃない。




「なかなかがんばってたじゃねぇか、カツオ」

　勝負前の大騒ぎを忘れたのか、真っ先にステージに現れた部長は男前な顔で俺に歩み寄ってきて労ねぎらいの言葉をくれた。

「ま、この一週間部長の特とつ訓くんを受けた成果ですよ。ありがとうございます」

　そう、俺の目の前には特訓の成果、労作『江戸前の玉子焼き』がある。

「へん、殊しゆ勝しようなことも言えるんじゃねえか」

　ニヤッと笑いながらそんなことを言う部長に、こっちも苦笑を返した。

「えぇ、そりゃもう。俺は部長とは違いますからね」

「バカ野郎、おめえはいつも一言多いんだよ」

　軽く腹を小こ突づかれた。

「あら？　ずいぶんと、余裕ですわね？」

　そっちも余裕のありそうな表情じゃねーか、旗飾さんよう。

　絵に描いたような得とく意い面づらで、旗飾は三原を引き連れてステージ中央に立った。

　勝負開始前と同じく、部のトップふたりは正面から睨み合う格好となった。

「おう、キタロー。泣いても笑ってもこいつが最後だ、どっちが勝っても、お互い恨うらみっこなしにしようや」

「ふふん？　そうですわね、わたくし達を恨まないでほしいものですわ」

　ちっ、こいつもう勝った気でいやがる。ま、気持ちはわからないでもないけどさ。

　なんせ、こっちの作ったものはデザートと呼んでいいのか甚はなはだ微妙な玉子焼きで、あちらさんが作ったのは正しよう真しん正しよう銘めいのデザート、フルーツパフェだ。

　正直、デザート対決という観点では負けだろう。

「井園くん、お疲れさま」

「ありがとな。応援聞こえてたぜ、伊倉」

　並んだ俺達ふたりに視線を向けた旗飾が不快そうに眉まゆをひそめる。……我慢しろよ？

　旗飾を不快にさせているのは、俺が急きゆう遽きよ用意した演出「伊倉と俺のペアルック」だ。

「ふふ……そうしてふたりが並ぶと、いっそうイイね」

「ありがとうございます」

　紫先輩を少しでも喜ばせられてうれしい限りだが、こうしてステージ上で並ぶと非常に恥ずかしい。普通にコック服着ているだけなのに、イケナイことをしてる気がするのは何な故ぜだろうねー。

「おつかれ有花さん」「お疲れさまでした」「えへへー、ありがとう」

　んで、俺と同じように仲間に労われている三原Ａはどうだったかというと、有名な猫のキャラ物エプロンというなかなかに破壊力のある演出だった。

　高校生にもなってこんなものを……と、隣となりのこっちが恥ずかしかったくらいだ。

　そしてさらに、三原Ａはそのエプロンの柄がらを全く気にしない、全校生徒の前で鼻歌まじりに料理する等、数々の天然っぷりを披ひ露ろうし、俺や会場を驚かせた。

　三原の中では最も普通な外見に反はんし、奴もまた『ド天然』という強烈な個性持ちだったわけだ。普通な見た目のド天然娘……意外性は十分だ。

　先輩の嗜し好こうを突いたとはいえ、演出面でも勝てたとは言い難がたい。

　だから、旗飾が勝ち誇ってるのも当然と言えば当然なのだ。

「カツオ……大丈夫なのか？」

　それに、味方サイドの不安も当然といえば当然だろう。

　俺の前に立った葵あおいの顔にも、はっきり「不安」って書いてあるし。

「大丈夫大丈夫、そんなに心配するなって。顔が硬いぞ、葵ちゃん」

「う、うん……」

　ありゃ、出来るだけ軽い調子で言ってみたんだけど、葵の表情は晴れなかった。

「本もと山やまさん、井園くんがこう言うんだし、きっと大丈夫だよ」

　そう言う伊倉の顔にだって不安が見て取れる。

　不安がらせて悪いとは思うけど、正直な話、俺はちょっと感動してたりする。

　だってさ、ふたりがこれだけ不安がってるのはこの対決に真剣ってことで、つまり江戸前寿司部の行ゆく末すえを本気で心配しているってことだろ？

　それってさ、けっこうすごいことなんじゃないか？

　こっ恥ずかしいセリフだけど、仲間ってのはいいもんだって本気で思うよ。

　だからこそ、俺がやれることは全部やらなきゃいけない。

　紫先輩を百合女の毒手から守るために、江戸前寿司部の仲間を失わないために。

　そのために俺は真剣に料理へ臨のぞんだわけだし、認めるのはちょっとしゃくだが、部長の特訓のおかげで滞とどこおりなく料理を終えられた。切きれっ端ぱしを味見した限りじゃ、出来は今まで作った玉子焼きの中で最良のはずだ。

　これを、俺の手料理を先輩に食べてもらうんだな……勝負抜きでドキドキする。

「……伊倉、頼みがある。審査が終わるまで、俺の隣にいてくれ」

　驚いたように目を丸くする伊倉の手を、葵から見えないようにそっと取った。

「え？　え？　あ、あの……」

　伊倉の頰が紅あか色いろに色付き、握にぎった掌てのひらが少し強こわ張ばった。

「悪い、しばらくこうしていてくれ。俺も、不安なんだよ」

「井園くん……うん、わかった」

　俺の不安を感じ取ってくれたのか、伊倉が俺の手を握り返してきた。

「さんきゅ、伊倉。悪いけど……頼むな」

　今おまえには俺の一番近くにいてもらいたい。いや、いてくれないと困るんだ。

　……不確定要素は可能な限り排はい除じよしたいからな。

「ふぅん？」

　ちらりと壇上の紫先輩を見ると、楽しげにペアルックの俺達を見下ろしていた。

　――さて、僕をどう楽しませてくれるんだい？

　そんな声が聞こえてきそうな、何かを期待するような表情だ。

「さて、それでは試食に移るわけですが、今回は最終戦と言うことでぇ、料理を運ぶのも各部の部員さんにお願いしております。えぇ、最後ですからね、部員全員で戦おうとまぁそういうことであります！」

　そう、これも俺の提案のひとつだ。

　こっちの方がイベントとしても盛り上がるだろうと、黒田さんも承認してくれた。

「ではでは、まず江戸前寿司部の方から、壇上へどうぞお運びくださいなっとぉ！」

　ただ壇上への階段を指し示すだけなのに、一回転する必要がどこにあるんだか。

　ラストが近いからか、司会者のテンションはこれまでで最高のようだ。

「おぅ、じゃあ頼むぜワサビちゃん」

「……はい」

　部長の言葉に神しん妙みような顔で頷いた葵は、俺の玉子焼きをのせた皿を取り上げ、ギクシャクとした硬い動きで階段を上っていく。

　まさかここへ来て変なドジは踏まないと思うが、葵の足元が少々不安だ。

　それを紫先輩に食べてもらわないことには話にならないんだから、頼むぜ。

「ど、どぞ」

「うん、ありがとう葵くん」

　よかった、ひとまず無事に運んでくれた。

「ではさっそく試食しちゃってくだっさぁーい！」

「はぁ～い」

　くすくすと笑いながら、先輩はかわいらしく返事をして、箸はしを取った。

　……うぅ、すっげぇ緊張する。

　俺や部長、伊倉、そして笹百合会、いや全校生徒が見守る中、先輩はぱくりと玉子焼きを口にした。

　どうですか、先輩？　部長には及きゆう第だい点てんもらいましたけど……。

「……うん、悪くない。なかなか美お味いしいよ」

　優しげな紫先輩の声音に、しびれるような感覚が全身を走り、体がカッと熱くなる。

　……すっげぇ、うれしい。自分の頰が自然にゆるんだのがわかった。

「ふふ、意外と言ったら失礼かな、カツオくん？」

「いいえ、そんな！　紫先輩に食べていただけたってだけでも、俺なんかには身に余る光栄なのに、お褒ほめの言葉まで……！　本当にありがとうございます、先輩！」

「あはは、それはさすがに言いすぎじゃないかな？」

　そんなことないです！　俺、今初めて実感しました。

　好きな人に自分が作った物を食べて貰もらえるのって、こんなにドキドキして、こんなにうれしいことだったんですね！

「へん、どうでぇカツオ？　自分の料理を人に振ふる舞まうなぁ、いいもんだろ？」

　隣に立つ部長が、ニヤッと笑いながら見上げてきた。

「そうですね、部長。知りませんでした……料理って、楽しいんですね」

　ひょっとして、部長はいつもこれを感じてるんだろうか？

「へへ、わかってきたじゃねーか、カツオ」

　そのぴかぴか笑顔が返事である気がした。

「その楽しいってぇ気持ちが料理人への第一歩だぜ！　忘れんじゃねーぞ、おい！」

　えぇ、忘れませんよ。つか、忘れられません。もっと褒められたいって、そんな欲が出てきちゃいましたからね。

　……そうだ、江戸前寿司部が健在であれば、この次だってあるんだ。

　紫先輩に俺の作った物をまた食べてもらうためにも、この感動をまた味わうためにも、絶対に絶対に、絶対に負けられねぇ！

　――たとえいかなる犠ぎ牲せいを払っても、この勝負に勝たなきゃならない。

「えへへ、よかったね、井園くん」

　そうやって決意を新たにする俺に、伊倉はふわりと笑顔を向けてくれた。

　つないだままの左手からも、温かさが伝わる。

「あぁ、ありがとよ伊倉」

　本当に感謝してるよ。おまえがいてくれるからこそ、俺はこの勝負に挑いどめるんだ。

「さて、茶番はもうよろしいかしら？」

　どこぞの悪役かというセリフと共に、旗飾がガラスの器を手にして前に出た。

「え、あーはいはい！　それでは次に……いえ、本日最後の審査へと移って参りましょう！　笹百合会さん、よろしくお願いいたしまぁーっす！」

「えぇ、よろしいですわ。そろそろ勝者を確定しようではありませんの！　――今そちらに参りますわ、お姉さま」

　旗飾は自分で作ったわけでもないのに、ものすごく得意気な顔でパフェの器を抱かかえ、階段を上り始めた。

　向かう先の壇上では紫先輩が楽しそうに、そして葵が不安そうに旗飾を見つめる。

　ステージ上からは俺達と三原トリオが、その後ろ姿を見送る。

　部長の喉のどがごくりと小さく鳴り、俺の左手につながれた伊倉の右手も緊張できゅっと硬くなる。そうだよ、みんな緊張してるはずだ。

　……だって、泣いても笑っても、本当にこれで最後なのだ。

　一段、また一段と、旗飾が階段を上っていく。

　その足取りには迷いがなく、先の葵にあったようなおぼつかなさはない。

　勝利を確信した者の余裕すら漂うその後ろ姿を見上げながら、俺は最後の問いを自分自身に投げかけた。

　――本当にできるのか？　と。

　失うものはあまりに多く、背負うものはあまりに重い。おまえにそれができるのか？

　そうして得られた結果に、背負った十じゆう字じ架かに見合うだけの価値はあるのか？

「……あるさ、当然だ！」

「……？　井園、くん？」

　俺の手にも力が入ったのだろう、伊倉が不思議そうに俺を見上げている。

　曇りのない、俺を信頼し切った瞳。

　その瞳に、少しだけ決意が揺らぎそうになる。だけど……っ！

　俺は伊倉から視線を外し、ステージ上をぐるりと見回す。

　俺の右には部長が、左には伊倉がいて、少し離れて葵が、そして先輩がいる。

　いつの間にか慣れ親しんでいた、江戸前寿司部の仲間が、近くにいてくれる。

「――考えてみたらさ、俺達が出会ってから二ヶ月くらいしか経たってないんだよな」

「カツオ？」「……井園くん？」

　突然の俺の声に、両隣のふたりから小さな驚きが返ってくる。

「短い時間だったけど、この二ヶ月は俺の人生で一番騒がしい時間だったよ。怒ったり笑ったり、あとは泣いたり……俺、こんな短期間にマジ泣き何回したかわかんねーよ。平へい穏おん無ぶ事じな人生を返してくれって感じだよ、ホント」

「カツオくん？」「……カツオ？」

　壇上のふたりも、俺の言葉に訝いぶかしげな表情をした。

「――けど、すげぇ楽しかった。だって、毎日退たい屈くつとは無む縁えんだったからさ。静かな日常もいいけど、こっちはこっちで充実してるんじゃないかって思えるようになった。

　……でも、俺が一番楽しかったのは、部活に行けば必ず大好きな人に会えることでさ。その人に会えるだけで、俺の日常はバラ色で、毎日楽しくてうれしくて、たまに苦しくて……俺はこの日常を失いたくないって心から思ってる。でも、もしこの勝負に負けてしまえば、それを失ってしまう……それは絶対にイヤだ。だから……一緒にいられる時間がなくなってしまうなら……せめて、その前に俺の本心を伝えたい。今この場で、ハッキリと言葉にしておきたいんだ！」

　壇上に掛かった旗飾の足が止まり、怪け訝げんな表情でこちらに振り返った。

「さきほどから、あなたは何をおっしゃっていますの？」

「そんなの決まってるだろ、これは――愛の告白だ！」

『!?』

　ステージ上の全員が息を吞のんだのがわかった。

「聞いてください、先輩！　俺の……心からの声を！」

　紫先輩は一瞬驚いたように目を見開いて、その隣に立つ葵も表情が固まって、部長が俺を振り返る気配がして、伊倉の左手がきゅっと握られて……さぁ、行くぞ俺！

　俺は先輩を見つめたまま大きく息を吸い込み――




　伊倉の肩をぐっと引いて、俺の方へと向けた。

「え？」

　突然の俺の動きに伊倉が呆ほうけた声を上げ、壇上では紫先輩が動いた気配があった。

　……伊倉、すまんっ！　そしてさようなら、普通を目指していた、俺自身！




「　伊　倉　圭けい　っ　！　俺　は　、お　ま　え　が　、

　好きだぁあああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　俺の全ぜん肺はい活かつ量りようで叫んだ声が、体育館中に響き渡った。

　その言葉の意味が全校生徒達に染しみ込んでいく時間さえ待たず、俺は呆ぼう然ぜんとこちらを見上げる友人の体を抱き寄せ、言葉の意味さえ理解していない愛らしい顔へと、自らの顔を一気に寄せた。

　あー近いなー大きな目が見開いてるねーそうだよねーごめん限界俺は目を閉じる。

「――んっ!?　んむ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　ぶちゅ――――――――――――――――――――――――――――――っ！
















『え、えぇええええええええええええええええええええええええええぇええっ!?』




　ようやくにして事態を理解した観客席から衝しよう撃げき波はのような声が放たれ、ステージ上の俺達に打ち付けられた。

　驚きよう嘆たん悲ひ鳴めい怒ど号ごう感かん嘆たんその他た諸もろ々もろ、なんかとにかく様々な種類の感情が入り混じる大きな音だったが、それらは全て俺達ふたりに向けられているのだと、わかった。

　そうだろうさ、驚くだろうさ、やってる俺だってビックリしてんだからな！

　ご覧になっていますか、紫先輩？　そしてどうだ、見たか旗飾こんちくしょう！

　これが俺の……男の決意だ！

　旗飾がどれだけ望んでも決して為なしえない、先輩の大好物であるＢＬの実演だっ！

　伊倉が腕の中でジタバタともがいている。ごめん、悪いけどもうちょっと動かないでいてくれ！　無理だとはわかっているけどお願いっ！

　思考中断、触しよつ覚かく遮しや断だん、聴覚全開で周囲をサーチ。

「か、カツオ、おめえ何やって「わわわ、お姉さんびっくり「「「まままぁっ☆「うそ、あれマジで「きゃーっ、なになに「……っ!?　「井園、おまえやっぱり「すごい、大スクープ「う、うぷっ……！」ガシャーン！

　様々な音が入り混じる渦うずの中から、必要な情報だけを拾い上げ……確かに、聞いた。

　俺が最も聞きたかった音、そう、旗飾が器を取り落とす、その音を。

　その音を俺が知覚するのとほぼ同時に、伊倉の体からくたりと力が抜けた。

「きゅぅ……」

　ゆっくりと顔を離して目を開けると、伊倉は俺の腕の中で完全に伸びていた。

　……すまん、伊倉。俺も、すぐに逝いくから。




　視線を壇上へと巡らすと、途中の階段には既すでに旗飾の姿はなく、そこには割れた器とこぼれたパフェが落ちているだけ。……旗飾は既に逃げ去った後らしい。

　そして台座の中央へと上げた視線の先に、紫先輩の姿はあった。

　先輩はイスから立ち上がり、曇りなき透き通った瞳で俺達を見つめていた。

　その頰には、すうっと涙の筋が伝っている。

　……お楽しみ、いただけましたでしょうか、先輩？

　視線だけで問いかけた俺に、紫先輩は、俺がこれまで見た中で最上の笑顔を浮かべた。

「Marvelousマーベラス」

　先輩の口から漏れたのは、とても美しい発音のキングズイングリッシュだった。

　それは、俺達江戸前寿司部の勝利を告げる言葉。

　続いて掲げられた『江戸前寿司部』の札にライトが反射して輝き、まるで自由の女神が掲げる聖なる灯ともし火びのようにも見えた。




　――多くのものを失った。だが俺は、俺達は勝ったのだ。

　この勝利を、先輩の心からの賞しよう賛さんを得られたのだ。悔いは、ない。

　……ただまぁ、料理を褒められた時のような温かな感情は一切ないッスけど。

　ドスン。

「……カツオ…………」

「……葵」

　そして、すさまじい震しん脚きやくを鳴らし、俺の前に紅い死神が舞い降りた。

　どういう原理なのかわからないが、俺にはその炎のように鮮やかな紅い髪が、天使の翼のように広がって見えた。そうか、これが闘とう気きってやつか。

「部長……伊倉を」

「おぅ。死ぬんじゃ、ねぇぞ」

　そうすることが当然のように、部長は俺の腕から目を回した伊倉を引き受け、ひょいとお姫様抱っこした。背せ丈たけ同じくらいなのに、すごいな部長は。

　あぁ、そう言えば、冒頭でも伊倉振り回すバカ力を披露してましたっけ。あれ伏線だったんですね？　わかりにくいったらないです。

　ドスン。

　部長と伊倉が十分に俺から離れると、死神が一歩踏み出した。終わり、か。

　できれば、ここ数分の記憶ごと吹き飛ばすようなやつを頼むぜ。

「……ぅくっ、ひっく……うぅぅ……」

　……え、あれ？　葵はん、泣いてはりますのん？　え、それって本気でやばくね？

「……か、カツオの……カツオのぉ……っ！」

　みなさん、覚えておいででしょうか？　葵は泣きが入ると攻撃力が二割増……っ！




「ガチホモぉぉぉおおおおおおおおおおお――――――――――――っ!!」




　落らく雷らいのような衝撃音が俺の頭ず蓋がい骨こつから――――





[image: ]




　　　　　一




　――――はっ!?　こ、ここは……？

　ぐがっ!?　体を起こそうとしたら、顔面にすげぇ痛みが……！

　何な故ぜいきなり大ダメージを受けているのかよくわからんが、ここは保健室みたいだ。

　俺はたしか、料理勝負の最中で……えぇと、なんだ、何故記憶が混乱している？

　なんとか上半身を起こし、痛む頭を抱かかえて周りを見回した俺は、

「すぅ……すぅ……」

　隣となりのベッドで静かな寝息を立てる伊い倉くらを見つけた。

　そのかわいい寝顔を見た瞬間、再び強烈な頭痛が俺を襲い、脳裏に様々な場面がフラッシュバックした。

　泣いてる葵あおい、掲かかげられた札、感かん涙るいを流す紫むらさき先せん輩ぱい、目を見開いた伊倉の近すぎる顔……。




　――そうか、そうだった。俺は勝利を得るために、その他全てのものを捨ててもいいと思って、あれを実行したんだった。

　はは、悔くいなんてないさ。あれは全部俺が考え抜いて決断したもんだ。

　だから、今後俺を待ち受ける多くの苦難を甘んじて受ける覚悟はある。

　ただ、俺は伊倉になんと言って詫わびたらいいんだろうか？

　すうすうと穏おだやかな寝息を立てる伊倉の顔を見ていると、どうしようもない自己嫌悪と罪悪感が浮かぶと同時に、なんかついつい唇くちびるに目が……って、待てや俺っ！

　そこは見ちゃなんねぇっ！　考えるな感じるな思い出すなっ！　柔らかかったなーとか温かかったなーとか良い匂いがしたなーとか息いき遣づかいがこそばゆかったなーとか、実は驚くほどあの○○に嫌悪感が浮かばなかったとか、そういう感想は全て封印しておけ、ってハッキリ言語化してんじゃねぇ、バカか俺は!?

　あぁ……いかん、頭に血が上ってる。頰ほおと耳が熱い、伊倉の顔を正視できない。

　ひょっとしてこれは……恋？　って、アホォ――――ッ！

　落ち着け、呼吸を整えろ。深呼吸して周りを見るんだ。リラックス、リラックス。

　夕日で少し染まった白い天てん井じよう、ベッドを隠すように引かれたカーテン、三つ並べられたベッド、その上で寝息を立てる伊倉のかわいい唇……って無限ループッ！

　――あぁもういいよ！　認めますよ！　そうだよ、俺は伊倉とキスしましたよ！

　初めてのキスは、ちょっとしょっぱいイクラの味♪　……泣けるなぁ。

「うぅ……ぐす……うぅぅぅ……」

　そうそう、泣けるよな。俺だって、隣で伊倉が寝てなきゃ大泣きしてるよ。

「……ひっく、うぅ……屈くつ辱じよくですわ……あんな方達に負けるなんて……えぐ……」

　敗はい北ぼくの屈辱に泣く、か。青春の涙ってやつだよな、うん。

　気にするな、君のその涙は美しいよ。戦いに敗やぶれても……って、あれ？

　この声としゃべり方は、旗き飾かざりか？

　声のした方に視線を向けてみたが、そっちはベッドを囲むカーテンで遮さえぎられていた。

　視線を落とすと、カーテンの遮らない床の上には旗飾と思おぼしき影が見えた。

　どうも旗飾は保健室の端はしっこでしゃがみこんでいるらしい。ベッドよりも低いその場所からは、ぐすぐすと鼻をすすり上げる音と嗚お咽えつがいつまでも続いていた。

　まるで小さな子供みたいだ。けど、あいつを笑うつもりなんてない。

　もし今回の勝負に負けていたら、こうして泣いていたのは俺だっただろうしな。

「うぅ……お姉さまぁ……」

　……ぐむ。しかしどうしよう、この状況では動けない。

　意図していなかったとは言え、俺は既すでにバッチリと盗み聞きしている状態だ。

　でも、こいつを放っておくのは気が引ける……つか、なんかこいつに同情しちまっている自分がいる。しかし俺が慰なぐさめるのも変な話なんだよなぁ。

「お姉さま、お姉さまぁ……っ！」

　うぅむ、今こいつを泣き止やませることができるとしたら、それは紫先輩が魔法のように現れるってパターンくらいしか思いつかない。

　そんなことになったら、紫先輩はまさに白馬の王子様だな。ある意味じゃ女神と対たい極きよくの存在な気もするけど、不思議と先輩には似合う気もする。

　そう思った俺が苦笑いを浮かべた時、不意にがらりと保健室の引き戸が開かれた。

「…………っ!?」

　旗飾が息を吞のむ音が、俺のそれと重なった。

　え、マジ？　ホントにこの場面に現れちゃうんですか？

　あまりに出来すぎた事態に、俺は見えもしない戸口の方へと視線を向けた。

　しかし、そこに現れたのは彼女が最も待ち望んだ想い人ではなく、

「……江え戸ど前まえさん…………!?」

「あん？　なんでぇ、キタローじゃねえか」

　今最も会いたくなかったであろう仇きゆう敵てきだった。




　　　　　二




「……どうして、あなたが」

　おそらく部長に向けたものではない、小さなつぶやき。

「どうしてって、そりゃおめえ、そこでうちのがふたり伸びてっからな」

「……え？」

　部長はそれにあっけらかんと答え、つかつかとこっちに、ってヤベ！

「なんでぇ、まぁ～だ寝てやがんのかよ？」

　無ぶ遠えん慮りよにカーテンが開かれる直前、俺はなんとか寝たフリに成功した。

　旗飾にも俺達が見えたらしく、おどろいたように息を吞んだのが聞こえた。

「んで？　おめえはそんな隅っこで何を……って、おめえ泣いてんのか？」

「……な、泣いてなんか、いませんわっ」

「いや、思いっきり目ぇこすりながら言われてもなぁ」

「泣いてないったらないんですわっ！　本当にデリカシーの欠片かけらもありませんわね」

「おう、よく言われるぜ」

　全く悪びれもせず、あははと笑った。……よく言われるなら直す努力をしろよ。

「笑い事では、ありませんわ」

　対して旗飾はくすりともせず、ますます不ふ機き嫌げんになったようだ。

　放課後の保健室に一瞬訪れた静せい寂じやく。

　旗飾はその場から動いた気配がなく、部長も俺の枕元辺りに立ったままだ。

　珍しく言葉を捜さがしているらしく、部長の方から頭をかくような音がした。

「じゃあ、泣いてねぇってことでいいやな。だからよ、そんな地べたに座ってねぇで、こっちに座れよ。そんなとこに座ってたら、でっけぇケツが冷えんだろ？」

「～～っ！　あなたという人は、どうしてそう……くしゅん！」

　反応がわかりやすい奴だな、ホントに。

「ほれ見ろ。文句はあとで聞くからよ、こっち来ねぇ」

　そう言いつつ、備え付けのパイプイスを用意する音がした。

「……ふん」

　バツが悪そうに鼻を鳴らしたものの、旗飾は素直に部長の隣に座ったらしい。

「………………」

　そして再び沈黙タイム。うぅ、寝たフリしている横でずっと黙だまられても困るぞ？

「……どうして何も言いませんの？」

　意外なことに、その沈黙を破ったのは旗飾の方だった。

「はぁ？　どうしてって、おめえ……」

「あれだけ大おお見み得え切っておいて、わたくしは無ぶ様ざまに負けたんですわよ？　お笑いになればいいじゃありませんか。……笑ってくれた方が、まだ気が楽ですわ」

「へん、思いつめた顔して何を言い出すかと思やぁ……真剣勝負した相手を、勝ったからって笑う法があるかよ。……それに、勝ったっつっても、途中から料理勝負でもなんでもなくなっちまったからなぁ」

「……主にあなた方のせいですわ」

　料理勝負から踏み外したのはそっちも同じだろ。

「……そうですわよ、思い出したら腹が立って参りましたわ！　三戦目のアレといい、最後の……う……あれ、といい……卑ひ怯きようにも程ほどがありましてよ！」

「気持ち悪くなるんなら思い出すなよ。……それから、もうちょっと静かにしてくんねぇ。こいつらが起きちまう」

「っ！　……し、失礼いたしましたわ」

　おや、またも素直な反応だ。……存ぞん外がい、いい子なのかもな。

「ま、そう言いてぇ気分はよくわかるさ。だからってぇわけでもねーけど、ちょうどいいやな、こいつを受け取ってくんねぇ」

　カバンなんて持ってたのか？　部長はがさごそと何かを引っ張り出したらしい。

「なんですの？　…………え、これは」

「おぅ、入部届けさ。紫とワサビちゃんのと、あと一応おれっちとこいつらの分もな」

　あぁ……アレか。特訓中に書かされてたんだよね、忘れてたぜ。

　部長に書かされた時は、なんであんな奴らの為ためにこんな物を、と思ったけど、用意しといて正解だったのかもしれない。

　不思議なもんで、部長って変なところで気が回るんだよなぁ。

「どうして……こんなものを？」

「どうしてって、そりゃおめぇ、兼部すりゃあ解決だって最初から言ってただろ？」

　えぇ、言ってましたね。……紫先輩が。

「……ふん、あなたに同情されるような覚えはありませんわ」

「そんなつもりもねぇんだけどよ。それに、こいつぁおめえの大好きな紫の提案でもあんだぜ？　……おぅ、そうでぇ、あいつから伝言もあんだよ」

「お姉さまからの伝言、ですの？」

「あぁ。『また仲良くしてほしいな』だとよ」

「お姉さま……！」

　シンプルですね、先輩。それが俺に対してだったら狂喜しますが。

「……わかりましたわ。そ、そこまでおっしゃるなら、受け取ってさしあげますわ。せっかくお姉さまが書いてくださったものを無む下げにできませんものね」

「おぅ、人間素直が一番でぇ。ほらよ」

　かさりと、部長が紙を差し出す音と気配がした。

「……どうして、二枚だけですの？　そちらの三枚もお渡しなさいな」

「あん？　ふたり分で足りんだろ。無理におれっち達の分まで受け取るこたぁ……」

「い、いいからお渡しなさい！　特別に受け取ってさしあげると言っているのですわ！」

「お、おぅ、そうかい。ほらよ」

「えぇ、たしかに受け取りましたわ。……あ、あくまでお姉さまのついでなのですから、変な勘かん違ちがいはしないでいただきたいですわ」

「あぁあぁ、わかってらぁな」

「……本当にわかってますの？」

「おめえもしつっこい女だな、わかってるっつってんだろ！」

「しつこいとはなんですのっ!?　だいたい、あなたがいつも……っ！」

　おいおい、あんまり大声出すなよ。伊倉が……

「うぅ……ん」

「「っ!?」」

「……すぅ……」

「「「……ほっ」」」

　なんだよ、ただの寝返りか。ビックリさせんな。

「……はぁ、なんだかどっと疲れましたわ」

「だな。おぅ、そう言やぁ、おめえ腹減ってねぇかい？」

「いきなりなんですの？　別にお腹なかなんて（グゥ～～）……屈辱ですわ」

「わかりやすくていいじゃねーか。人間、戻したら腹が減るもんだしな」

「ですから、そういうことをサラッと言うのをお止めなさいと――」

「んじゃ、ちょいとここで待っててくんねぇ！」

「――言っている、って人の話は最後までお聞きなさい！」

　そりゃー無理だー。あの人には大人しく他人の話を聞く機能は付いてないぜ。

「本当に身勝手な女ですわ。あなたもよくあんなのに付き合っていられますわね？」

　な、何？　今、明らかに俺に話しかけたよね？

「起きていらっしゃるのでしょう？　別に今さら隠さなくてもよろしいですわ」

　ぐむぅ、こりゃ完全にバレてるね。しゃーないな。

　目を開けて上体を起こすと、旗飾がジト目で俺を睨にらんでいた。

「おはようございます、旗飾さん」

「えぇ、おはようございますわ、井い園そのさん。……どこから聞いていらしたのかしら？」

「黙秘します」

「最初からということですわね。屈辱ですわ」

　出会って間もないのに心を読まないでいただきたい。

「何故俺が起きているとわかったのでせう？」

「先ほど伊倉さんが寝返りを打った時、一緒にため息をつきましたわよね？」

　意外に鋭するでぇ、この女。

「それで、不ぶ躾しつけで卑怯な盗み聞き大好きＢＬ男さん」

　せんせー、俺イジメを受けてます。

「どうして、あそこまでしたんですの？　……仮に、あなたが本物の真性ゲイだったとしても、あの場で……う……あぁするのは、不自然だと思いますの」

「だから気持ち悪くなるなら思い出すなよ」

「いいから、お答えになって」

　むー、意外に鋭いとは思っていたけど、本質を突いた質問を。

　俺をまっすぐ見つめる瞳ひとみは真しん摯しなものだ。……ま、はぐらかす必要もないしな。

「決まってる。紫先輩を、あんたらに絶対取られたくなかったからだ」

「それだけ、ですの？」

「なんで驚いた顔してんだよ？　それにそれだけってなんだ、それだけって。俺にとって、紫先輩以上に大事なものなんてこの世に存在しないんだよ」

　俺が伊倉を起こさない範囲で出せる大声で言うと、旗飾は呆あきれたような顔をした。

「……あなたバカですの？　お姉さまが恋愛対象として見ているのは女性だけ……いえ、本当の意味ではあの女だけだと、わかっていないんですの？」

「……それを……言うなぁ……っ！」

「あら、そこで泣くということは、理解しているようですわね？　それならもっとわかりませんわ。決して手に入らないもののために、どうしてご自分の名めい誉よや人格さえ懸かけられたんですの？」

　……言いたいことは山ほどある。

　先輩の興味が俺に絶対向かないとは限らない、とか。

　江え戸ど前まえ寿す司し部ぶにいる限りは先輩の近くにいられるから、とか。

　けど、そういうんじゃなくて、この質問にはもっとシンプルに答えるべきだ。

「紫先輩が大好きだからだ」

　一瞬、旗飾の目が大きく見開かれて、すぐに閉じられた。

「……よく、わかりましたわ。どうやら、あなたもわたくしの敵のようですわね」

　嚙かみしめるようにそう口にして、旗飾は目を開け、俺を見み据すえた。

「わたくしもお姉さまが大好きですわ。いいえ、あなたなんかより、ずっとずっと、ず～っとお姉さまが大好きですわ。わたくしがこの学校に入学したのも、お姉さまがいたからですもの」

　そう言えば、こいつ回想劇ん中で『出身中は県外の女子校』って言ってたよな。

　じゃあまさか、ホントに先輩がいたから、漫画みたいな男嫌いのくせに共学の青あお葉ばに入学したってわけ？　……なら、腐女子の会に入るくらいなんでもないわな。

「法的に結ばれない相手の為に進路まで変えたのかよ、おまえバカじゃねーの？」

「ふん、全く望みがない行為に全人格を懸けたバカに言われたくありませんわね」

　……この百合女、何を得意気な面つらでガンつけてやがる。腹立たしい。

　ここで目を逸そらしたら負けの気がする、と睨み合うことしばし。

「……やめようか」

「……ですわね」

　お互いアホらしくなってやめた。

　認めたくないけど、案外俺達は似ているのかもしれない。




　　　　　三




　――ダダダダダダダッ、ガララッ！

「おう、待たせたなキタロー！　って、おう起きたかカツオ」

　俺達が睨み合いをやめて数分経ったところで、騒がしいちっこいのがダッシュで戻ってきやがった。……あぁもう！

「静かにしてください。伊倉が起きちゃうでしょうが」

「騒がしいですわよ、伊倉さんが起きてしまいますわ」

「お、おぅ。そうだったな、すまねぇ」

　なんだ、部長がたじろいでるように見える。なんか驚くことでもあったか？

「ふぅ、どうやら起きなかったみてーだな」

　伊倉の寝顔を覗のぞき込んでいた部長が、ほっと胸をなで下ろした。

「本当によく眠ってらっしゃいますわね。……それだけ、アレが衝撃的だったということですわね」

　うぐっ。

「そりゃ、あんな場所でいきなり男にキスされりゃあぶっ倒れもするだろうさ」

　うぅぅ……やめてよ。もう、イジメないで。

「ま、その話はまた後でいいやな。それよりキタロー、おまちかねのブツだぜ」

「なんです……のっ!?」

　うれしそうに部長が差し出したものを見て、旗飾が固まった。

　今、部長の手にあるもの、それはいわゆる手て巻まき寿ず司しと呼ばれるものだ。って、おい！

「腹減ったんだろ？　さぁ食いねぇっ！」

「あ、あなた！　本当にわたくしの話を一切聞いていな――」

「な」の辺りで開いた旗飾の口に、部長の心こころ寿ず司しが押し込まれた。

「ちょっと、部長！　あんたなんてことを……」

「おいカツオ、でかい声だすんじゃねぇよ、タラちゃんが起きちまう」

「いやいやいや、それより何より、寿司嫌いの旗飾にそれはマズイでしょ？」

「てやんでぇ、食ってもねぇのにマズイたぁどういう了見でぇ！　美う味めぇかマズイか、おめえも食ってみやがれってんだ！」

「そういう意味のマズイじゃ（ズボッ）!?」

　あぁ海の苔りの香りと炊きたてご飯がベストマッチ……って、違う！

　俺の口にまで押し込むなーっ！

「……美お味いしい、ですわ」

　え、どういうこと？　見れば旗飾の瞳が驚きよう愕がくの色をたたえていた。

「おぅ、そうだろ？　おめえ、今日の劇でも言ってたもんな。ご飯と海苔は日本の食文化の花とかなんとか。だからおめえの好物を使った手巻き寿司を用意したってわけさ。具材もおめえが食ってた握にぎり飯めしと揃そろえたんだぜ、うめぇだろ？」

「……えぇ。でも、どうしてわたくし、これを食べられるのかしら？」

　押し込まれた分を飲み込んだ旗飾は不思議そうに、自分の手に残った手巻き寿司とドヤ顔の部長の顔を交互に見た。

「決まってんだろ、シャリの酢すを弱めにしたってだけさ。……おめえ、酢がダメだって言ってたくせに、マヨネーズ使ったツナマヨの握り飯は平気そうに食ってたよな？　あれにゃ酢が入ってんのによ。だから、おめえが苦手なのは酢そのものじゃなくて、酸味の程度の問題ってこったろ。だから弱くしてみた、そんだけでぃ」

「そんだけでぃ、って、いつこんなものを？　先ほど勝負で出されたお寿司からは、耐たえられない匂いがしておりましたのに」

「へん、お客の好みに合わせてやんのが、粋いきな江え戸ど前まえ寿ず司し職人ってもんさ。……まったくよぉ、おめえも酢っぺぇのが嫌きれぇなら、最初っからそう言いやがれってんだ！　おめえに吐かれた時ゃあ、おれっちだってショックだったんだぜ？　おれっちの技はなんて未み熟じゆくだったんだ、ってな」

「え？　あなた……覚えて、いたんですの？」

「ったりめぇよ！　さすがに日付は忘れてたけどよ、寿司屋が自分の寿司吐き出されたことを忘れられっかってんだ。……ま、知らねぇこととは言え、あん時は悪かったな。改あらためて謝らせてくれ」

　勢いよく下げられた頭に合わせて、部長のポニテがぴょこんと前に垂たれた。

「もう、いいですわ。……いいえ、わたくしも、あなたに酷ひどいことをたくさん言いましたものね。謝罪いたしますわ。――ごめんなさい、江戸前さん」

　旗飾もまた、おずおずと部長に頭を下げた。

「へん、いいってことよ！」

　ニカッと顔全部で笑う部長の表情はとても晴れやかで、やっぱり男前だった。













　その笑顔を向けられた旗飾の目が潤うるんだのを指摘するのは、野や暮ぼってもんか。

「……けどよ、おめえなんであの時、酢じゃなくて生魚が嫌ぇなんて噓うそついたんだよ？　あれさえ言われなきゃ、おれっちだってシメサバなんて食わせなかったのによ」

　心底不思議そうに首を傾かしげ、部長は旗飾の目を覗き込んだ。

「あ、あれは……その……」

　慌てた様子で視線を逸らした旗飾は、いじいじと両手の指を弄もてあそびながら言葉を濁にごした。

　あれ、ひょっとしてデレてるのか？　顔が真まっ赤かだぞ、旗飾。

「……お酢は、お寿司全てに使われているものでしょう？　だから、それを嫌いと言ってしまったら、あなたの大好きなお寿司を否定してしまう気がして……それで、その、江戸前さんに、嫌われてしまうんじゃないかと……そう思ったんですわ」

　デレてました。つか、心寿司前は普通にデレてたんじゃん、気づけよ部長。

「はぁ？　そんなことだったのかよ」

「じゅ、重要なことですわ！　だって、あの時のわたくしには……」

「バカにすんじゃねえや、おれっちがそんなことくれぇで友達を嫌うもんかよ！」

　よくそんな啖たん呵かが切れますね、恥ずかしい。でもまぁ、似合いますよ、ホント。

「友達……？」

　その時、旗飾の瞳が驚いたように大きく見開かれた。

「そう……ですわね。わたくし達、お友達ですわよね」

「おぅ、あたぼうよ！」

　そうして、級友ふたりは屈くつ託たくのない笑顔を向けあった。

　それは、一年以上の時を経て、ふたりの少女が友情を確かめ合った瞬間だった。




　――なんて、そこでキレイに終わらないのが江戸前素もと子こクオリティ。




　和解できたことが嬉うれしかったのだろう。

　旗飾は部長の持ってきた手巻き寿司を上機嫌で頰張っていた。

　その姿をジッと楽しそうに見ていた部長が、不意にポンと手を打った。

「ど、どうしましたの？　江戸前さん」

「いや、ずっと気になってたことがあったんだけどよ、今ようやくわかったんだよ」

「……？　この手巻き寿司の何が気になったんですの？」

　旗飾は不思議そうに、自分の手にあるツナマヨの手巻き寿司を見た。

「おぅ、そのツナマヨでぇ。さっきツナ缶とマヨネーズ混ぜながら何かに似てるなぁって思ってたんだけど、おめえの顔と一緒にそれ見て思い出したんだよ。ツナマヨって、あれに似てるよな？　おめえがよくぶちまけてる小こ間ま物ものによぅ」

「「…………………………っ!?」」

　こ、このバカ……いったい、何を!?　小間物って、たしか『アレ』のことだろ？

　今まさにツナマヨ食べている人間の前で、それは禁句だぞっ！

　俺のやめろ、というアイコンタクトは全く伝わらず、部長は嬉き々きとした様子で『アレ』とツナマヨの類るい似じ性せいについて大変聞き苦しい言葉を並べ立て、ケラケラと心底楽しそうに、悪意ゼロの笑い声を上げていた。

　……目の前で、旗飾が鬼の形ぎよう相そうに変わっていることにも気付かずに。

「いやー、ずっと喉のど元もとまで出かかってたんだけど、なっかなか出てこなくってよ？　あースッキリしたぜ。……あん？　どしたいキタロー、おめえ顔色良くねえぞ？　どうしたってんだ、ひょっとして、また気分でも悪くなったのか？　……なんで？」

　プチン。

「あ、あ、あなた、あなたという人は……っ！　やっぱり、どうしようもなく、

　最っ悪ですわぁあああああああああああああああああああああああああああっ！」




「あぅっ!?　な、なんですか、どうしたんですか？」




　えぇ～、かくして旗飾美み々みさんは大爆発し、またふたりは元のギスギス関係に戻ったわけでございます。いやー、天然って本当に怖いですね。

　全面的に部長が悪いと思う人、手を挙あげてー。はーい！




　余談だが、これ以後数ヶ月間、旗飾の昼食おにぎりローテーションからツナマヨが外れることになったのは、あまり知られていなかったりする。




　　　　　四




「お待たせ、井園くん」

「お、おぅ」

　保健室の引き戸が開き、制服に着替えた伊倉が出てきた。

　そう、旗飾が鬼の形相で部長を追いかけていった後で気付いたのだが、俺と伊倉はコック服のままだった。気き絶ぜつしてたんだから当たり前だけど。

　考えてみたら、俺達はペアルックのまま並んで寝てたわけだ。……恥ずい。

　さて、着替えどうしようと思ったのは一瞬で、俺達の制服が保健室に置かれていることに気付いた。生徒会の誰だれか、多分黒くろ田ださんが気を利かせてくれたのだろう。

　おかげで、着替えにさほど手間は掛からなかった。ただ、なんか一緒に着替えている空間に耐えられなかった俺は、可能な限りすばやく着替えて廊下で待っていたのだ。

「じゃあ、帰ろうぜ」

「……うん」

　俺が目を合わせずに言って歩き出すと、伊倉は小さく答えてついて来た。

　人ひと気けのない廊下をふたりで歩くのが、すごくいたたまれない。

　俺はどこから話していいかわからないし、一歩後ろをついてくる伊倉も黙ったままだ。

「えぇっと……その、今日は、疲れたね」

「え？　お、おぅ、そうだな」

　驚いたことに、沈黙を破ったのは伊倉の方だった。

「いろいろあったけど、その……勝てて良かったよね。えと、これで冷蔵庫も部室も手に入ったわけだし、ようやくボク達もちゃんとした部活になれるんだもんね」

「そ、そうだな。うん、あの百合女の毒どく牙がから紫先輩も守れたし、万ばん々ばん歳ざいだよな！」

「うん、そうだよ！　やったよね、井園くん！」

「おぅ、やったな伊倉！　わはははははは！」

「あ、あはははははは！」

　俺と伊倉の笑い声が閑かん散さんとした廊下にむなしく響き、すぐに止まった。

　決して互いの視線が交わらぬまま、俺と伊倉の間に気まずい沈黙が訪れる。

　……ええい、いつまで逃げるつもりだ井園カツオ。覚悟を、決めろ！

「伊倉、ごめんっ！　さっきはホントに悪かった！」

「え、あの、井園くん？」

　表情は見えないが、思い切り頭を下げた俺に伊倉は驚いたようだった。

「ごめん、マジでごめんなさい！　許してくれなんて厚かましいことは言わない。だから、煮るなり焼くなり、好きにしてくれ！　タタキでも可か！」

「あぅ……い、井園くん、落ち着いて」

「あれは出来心っつーか、意地でも負けたくなくてアレしか思いつかなかったっつーか……とにかく、ごめん！　俺の勝手な行動に、おまえまで巻き込んでごめん！」

　一気にまくしたてた俺に、伊倉はすぐには答えてくれなかった。

　……怒るよな、そりゃ。どんな罵ば声せいを浴びせられても、殴なぐられたとしても、何も文句は言えないし、言わない。俺はそれだけのことをしたんだから。しかし、

「そんなに謝らなくていいよ。ボクは怒ってないから、顔を上げて？」

　伊倉から返ってきたのは、予想外の落ち着いた声だった。

「いや、けど……俺がしたことは、その、人としてやっちゃいけないことで、その」

　そう、あれは本当にダメで、だから、伊倉の優しさに簡単に甘えちゃいけない。

「……うん、井園くんの気持ちはわかったよ。じゃあ、その……アレが悪いことだとして、井園くんの謝罪をきちんと受けた上で言うよ。ボクは井園くんを許してあげる」

　え……？　伊倉？

　俺が少しだけ視線を上げると、言葉どおり伊倉の表情に怒りはなかった。

　それどころか、いつもの困ったような笑顔を浮かべていたのだ。

「たしかに、さっきは気を失うほどビックリしたし、気にしてないとは言えないけど……もう落ち着いたから。だって井園くんが、その……あぁした理由もちゃんとわかっているし、うん、だから大丈夫だよ。ボクも絶対に負けたくなかったし。だから、いい作戦だったと思うよ。ちょっと……ううん、すごく恥ずかしかったけど」

　そう言う伊倉の顔は夕日に照らされて真っ赤だったけど、まっすぐ俺に向けられた瞳に噓の色は見えなかった。……おまえは菩ぼ薩さつかよ。

「ありがとな、伊倉。ごめん」

　だから、俺はもう一度頭を下げた。今度は、感謝を込めて。

「あはは、どっちなの？」

「両方だよ」

　俺が苦笑いしながらそう返すと、伊倉は明るく笑い声を上げた。

「……うん、前から思ってたけど、井園くんってちょっと変わってるよね」

「なっ!?　お、おまえまでそんなことを……かなり、ショックだ」

　俺がガックリと肩を落とすと、伊倉はちょっと慌てたようだった。

「あぅ、そんなに落ち込まないでよ。井園くんはいつも部長や本もと山やまさんと言い合いしてるじゃない。ボクも、その、友達なんだから、このくらい言ってもいいでしょ？」

「へ？」

「えと、その……と、友達、だよね？　ボクと、井園くん」

　そんなこと今さら確認するなよ、と思ったけど、伊倉の顔には軽い不安が見えた。

　やれやれ、仕方ない奴だな。

「おう、当たぼうよっ！　おれっちとおめえは、友達でぃ！　――なんてな」

　声マネ＋腕を組んでふんぞり返ってやると、伊倉は一瞬ポカンとして、

「あ……う、うん！　ありがと、井園くん！」

　いつもと同じ、いや、いつもよりどことなく明るい、柔らかな笑顔を向けてくれた。

　礼を言うのは俺の方だ、とまでは、ちょっと言えなかった。恥ずかしいし。

　だから、伊倉と正面から向き合って笑顔を返すだけにした。ありがとな、伊倉。




　――さて、と。

「そういうわけだから、さっきのは勘弁してくれ、葵あおい！」

「っ!?」

　俺が伊倉の後ろ、誰もいない『はず』の廊下に向かってそう言うと、柱の陰かげで長くて赤いものがビクリと震えた。

「え、本山さん？」

　慌てて振り返った伊倉にも見つかり、数秒の間の後、葵はバツの悪そうな表情で物陰から出てきた。……出てはきたけど、無言だし視線も合わない。

　まぁ、隠れてたのが見つかれば恥ずかしいわな。

「聞いててわかったと思うけど、アレは作戦で、告白は噓で、俺と伊倉は普通のお友達だ！　別に、決して、俺にあのような趣味があっての行動じゃない！　な、伊倉？」

「う、うん！　そうだよ、本山さん！　あれは本山さんが思ってるようなことじゃないから大丈夫だよ！　ボクらはただの友達だから！」

　あれれ、伊倉もフォローしてくれてるのに、葵の表情はムスっとしたままだ。

　まだ足りないのか、きちんと説明しているつもりなのに……えぇいっ！

「そうとも、俺と伊倉は友達だ！　俺とおまえの関係と同じ、ただの友達！　だからつまり伊倉と俺の間にはピュアな友情しか存在していない！」

「……っ!?」

　そうとも、決しておホモダチなどではない！　なのに何故そこで驚くんだ葵？

「え、井園くん、それは――」

　あれ、葵の夕日より赤いフグみたいな頰が、さらに膨ふくらんでいっているような？

　まだわかってくれないのか？　そんなにも、俺と伊倉の掛け算関係を疑ってるの？

「信じてくれ葵、何度も言うが伊倉と俺は、

　俺　と　葵　と　同　じ　、　た　だ　の　ト　モ　ダ　チ　だ　！

　永遠の友情なぶらぁあっ!?」

　顔面直撃、フライング巾きん着ちやく袋ぶくろ！　硬くて重い、超痛い。

　何故にこげなもの投げるのさ、葵？　当たり所次第では、ヤバイぜ？

「カツオのドバカッ！」

　それだけ言って、葵は廊下を走り去っていった。……なんだったんだ？

　痛みを堪こらえつつ、俺は葵が投とう擲てきしていった巾着を拾い上げた。

「井園くん、それは？」

「タッパーみたいだな。あの衝撃でよくフタが取れなかったもんだ。……あれ？」

　なんだこれ、タッパーの下から紙切れが出てきたぞ。

　そこには、『今度は味わって食え、バカ』とだけ書かれていた。

　バカってのは俺か？　あいつ俺のことバカバカ言いすぎじゃね、泣いちゃうよ？

「けど……らしい文面だな」

「あはは、そうだね」

　中身は案の定さっきのハンバーグ。まだ残りがあったのか……。

「ね、井園くん。きちんと食べて、感想を聞かせてあげてね」

　伊倉はちょっと困ったように笑いながら、俺の顔を見た。

「わかってるよ。自分の料理の感想は、ちゃんと聞きたいもんな」

　俺の言葉に、伊倉は「うん」と笑顔で頷いたのだった。




　そんなこんなで、俺達はようやく家いえ路じについた。

　家に帰った俺は、改めて葵の作ったハンバーグを食って、感想をメールで送った。

　……いや、だって携帯にかけても出てくれないんだもん。

　文面は『ハンバーグ美う味まかった。ありがとう』と、シンプルな感じ。

　しばらく待ってたけど返事はなく、まぁいいかと寝た。そして翌朝携帯を見たらメールの着信があった。着信時間は俺が送信してから数時間経た真夜中で、内容は、

『それなら、よかった』

　と、それだけだった。

　素そっ気けない文面だけど、あいつなりに喜んでることはわかった。

　だって、自分の料理を褒められるのはすごくうれしいって、俺も知ってるから。
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　　　　　一




　週が開けて月曜日の放課後。

　金曜に行われたイベントの勝者である俺達江え戸ど前まえ寿す司し部ぶは、生徒会の黒くろ田ださん、そして旗き飾かざりと三さん原ばらトリオをともなって職員室に来ていた。

　目的はひとつ、イベントの賞品として手に入れた中央Ｂ棟に備え付けの冷蔵庫を交渉材料として、江戸前寿司部の正式認定を求めるためだ。

　で、旗飾達も来てるのは何な故ぜかと言うと、部室譲じよう渡との承認と、笹ささ百ゆ合り会かいが規定人数を揃そろえたことを教師に報告するためだそうだ。

「おぅ、邪魔するぜ！」

　部長の無ぶ遠えん慮りよな大声が職員室に響く。う、視線がこっちに……！

「失礼いたします」「失礼いたしますわ。まったく、この女は……」「失礼しまーす」

　部長に続き、黒田さん、紫むらさき先せん輩ぱいと旗飾、次いで俺達が職員室に入ると、先生方の間からざわりと驚いたような声が上がった。……なんだ？

　以前の申請とか抗議の時と違って、妙みようにたくさんの視線を感じるような。

「なんか、いつもと雰ふん囲い気き違いませんか？」

　少し前を行く紫先輩に小声で話しかけると、先輩も不思議そうな顔で肩をすくめた。

「ふむ、注目されているのは間違いなさそうだね」

　先輩が目立たないように周囲を見回したので、俺もそれにならったのだが、

「……っ！」

　二、三歩後ろを歩いていた葵あおいと目が合い、すぐに逸そらされた。

　今け朝さから微妙にあいつの態度がよそよそしいんだよなぁ。まだ怒ってんのか？

「ふん、あのちびっ子がうるさいから悪目立ちしているだけですわ」

　吐き捨てる、という表現がふさわしい旗飾の言葉に、俺はもう一度首をひねった。

　いや、だってみんな部長じゃなくて、後続の俺達の方を見てない？




「おぅ、大おお雪ゆき！　どうでぇ見たかこんにゃろう、きっちり冷蔵庫を手に入れてきてやったぞ！　これでもう文句はねぇだろうが！」

「文句はあるぞ、江戸前。私の名前は米よ内ない小こ雪ゆきだ。……このやり取りも飽あきたしな、次から即そく制せい裁さいに入るからそのつもりでいろよ、ちびっ子」

　ため息まじりと言うか、まず部長を見た時点でため息をついた大雪先生は、デスクに体を預けたままめんどくさそうに言った。

「はん！　そんな前口上はいいからさっさと申請書を受け取って、キリキリ正式認定をよこさねぇかい！　あぁ、そういやぁ次の職員会議ってなぁいつなんでぇ？」

「こちらが江戸前寿司部からの申請書類です。生徒会での審査は済んでいますので、ご確認ください」

　先生は黒田さんから「おう」と書類を受け取りつつ、相変わらず全くブレない部長の偉えらそうな上に理り不ふ尽じんな発言にげんなりしたように言った。

「会議ならつい先週あったばかりで、次はしばらく先だ。だが安心しろ、おまえらについての話は、その先週の会議で済んでいる。急きゆう遽きよ開かれた緊急職員会議でな」

　な、何故に鷹たかのような目で俺と伊い倉くらを見るんですか先生？　怖いですよ？

「あん？　おれっち達の話が済んでるって……そりゃどういうことでぇ？」

「言ったままだ。先週の会議の議題がおまえら江戸前寿司部……つーか、主にそっちの男ふたり、井い園そのと伊倉のアレだったんだよ」

「……あぁ、アレかい」

「うぐ」「あぅ」

　その大雪先生の言葉に、部長や紫先輩、黒田さんまでが俺達に物言いたげな視線を向けてきた。背後にいる葵も、おそらくジトッと俺達を見ていることだろう。

　俺達のアレって、まぁ、例のアレ、ですよね？

　うそん……つまり学校中の教師が俺のあの行動について議論したと？

　今日俺の教室に来た担任も、あの先生も、あの先生も……？

「……ま、そういうことだ井園。我々教師一同、あの場面を見せられたからな。いやいや、正直言って驚いたよ。前ぜん代だい未み聞もんだぞ、生徒会主催のイベント中に、全校生徒の前で同性に告白して、その上キスだからな。そりゃもうあの後の職員会議は大いに盛り上がったんだぞ？　議事録見せてやろうか、おい」

「全力で遠慮しておきます」

「あうぅ……」

　俺と伊倉がそれぞれ違った拒否反応を見せると、大雪先生は苦笑した。

「賢けん明めいだな。……ま、うちはフリーダムが売りだからなぁ、別にそれでおまえらを叱しかり飛ばすとかいう話じゃないんだよ。おまえ達がどんな恋愛をしようが爛ただれた関係を築こうが、個人でやってる分には問題ないんだよ。実際、会議でもおまえらを温かく見守ってやろう、なんて声もあったんだぞ？」

　うぅぅ……熊くま切きり達クラスメートからの生なま温あたたかい、一部熱い視線さえキツかったのに、俺ってば教師にまでそんな目で見られていたの!?　優しさが重いよ！

　どうしたらいいんだ、このいたたまれない感じ！　つか、爛れた関係ってナニさ!?

「とはいえ、アレが全校生徒へ与えた影響が、非常に大きかったことも事実なんだよな。……ま、百聞は一見に如しかずって言うしな。とりあえずこれを見てみろ」

　身もだえする俺達に大雪先生が差し出したのは、一枚の紙切れだった。

「はぁ、見ろと言うなら見ますけど、これは一体なんです……かぁっ!?」

「あ、あぅぅ～～っ！」

　な、なんじゃこりゃあーっ!?

「あん、いったいなんでぇ？」「どうなさいましたの？」「どうやら、学校新聞のようですが」「……おい、こっちにも見せろよ」「ふむ……カツオくん、ちょっと失礼」

　固まっていた俺の手から、紫先輩はその一枚の衝撃作を取り上げた。

「……って、ちょっと先輩！　ダメ、それを見ちゃらめぇえ――っ！」

　慌てて止めようとしたのだが、

「ワサビちゃん」「はい」

　部長と葵が左右から俺を拘こう束そくしやがった。何よそのコンビネーション!?

　えぇい、放せ放せ！　お願いだから放してよ！

「カツオくんがそんなに驚くなんて、いったい何が…………わぁ」

　紫先輩もまた、それを見て動きを止めた。俺達と違ってすっげぇ楽しそうな顔で。

「おぅ、紫。おれっち達にもそいつを見せてくれよ」

「ん？　あぁ……そうだね、ごめんごめん、ついつい僕ぼくだけ楽しんじゃったよ」

「え、ダメ、先輩やめてください！　ホントにダメなの！」

　俺の必死な呼びかけに、紫先輩は大変満足気な笑みを浮かべました。

　……しまった、逆効果だ！　喜んでいただけて幸いですけど最悪です！

「というわけで、ジャーン！」

　ぴらりと、心底楽しげな先輩の手により、それが衆しゆう目もくに晒さらされた。

『………………っ!?』

　その場にいた全員が息を吞のんだ。

　そこに印刷されていたのは、




　俺と伊倉のキスシーン大写しのカラー写真




　を中心に据すえた、学校新聞でございました。

「こ、こいつぁ……また」「あら、良く撮とれていますね」「……～～っ！」「「「まぁ、なんて、ステキなお写真」」」「ね、すごいでしょ？」「………………うぷっ」

　数瞬の間をおき、みんなはそれぞれに反応を……って、ヤバイのがひとり！

「「「ディフェンシブ・フォーメーションβ！」」」




　……しばらくお待ちください。




「大丈夫か、旗飾？　――ま、その驚きを共有してもらったところで、だ。……おい越こし戸ど、さりげなくカバンに入れるな。それは新聞部の活動記録として職員室に保管される分だ。欲しければ新聞部から直接買え。発行予定は明日だ」

　え、これを……明日、売り出す？　マジで？　やめて！　てか、保管もしないで！

「じゃあ三部買います」

　観賞用、保存用、布教用ですか？　全部止やめてください紫先輩！　特に布教！

「「「では、私たちも三部ずついただきます」」」

　うぎゃーっ、まさかの悪夢×三!?

「――それでは、わたくしはそれら全てを焼き払いますわ！（キリッ）」

「がんばれ旗飾、俺はおまえの行動を全力で応援するっ！　レッツ・ファイヤー！」

「美み々みくん、そんなことは僕がさせないよ！　絶対にだ！」

「そんな、お姉さまがわたくしの前に立ちはだかるなんて……っ！」

「だぁっ、おめえらうるせぇんだよ！　後にしろ後に！　んで大雪、早く本題に入りやがれ！　会議は済んでんだろ？　おれっち達の申請は通るのか通らねぇのか、どっちなんでぇ!?」

　およ、珍しく部長が話の軌き道どう修しゆう正せいを。

　そうですね、是非ともこの話題から離れていただきたい！

「あぁ、そうだな。井園と伊倉の話は一時置いといて……んじゃ、結論から言うぞ。今回の江戸前寿司部の創部申請に対する回答は、承認だ。とりあえず、よかったな」

　…………え？

「ほ、ホントか大雪!?」

　その部長の声は、いささか震ふるえていた。

「こんな噓うそついてどうすんだ、ホントだよ。……それとも何か？　おまえは噓だった方がよかったのか？」

「んなわけねぇじゃねーかっ！　…………おぅ！　聞いたか、おめえら！　やっと……やっとおれっち達の希望が叶かなったぜ！」

　ポニテで周りをなぎ払うつもりかって勢いで振り返った部長の顔は、それはそれはうれしそうで……紅こう潮ちようした頰ほおやら潤うるんだ大きな瞳ひとみやらにんまりと上がりきった口こう角かくやら、もう全パーツ使って『喜び』を表している、『ザ・笑顔』だった。

　そんな部長の表情に、なんかこっちまで同じくらいうれしくなった。

「やりましたね、部長！」

「おうさ、カツオ！」

「ついにやったね、素もと子こ」

「ありがとよ、紫！」

「部長、ホントによかったですね！」

「おめでとうございます、部長さん」

「あぁ、ありがとよ、タラちゃんにワサビちゃん！　おめえらのおかげだぜ！」

　次々に掛けられる祝福の言葉に、部長はもう踊り出さんばかりに喜んでいた。

　大げさだなぁとは思うけど……わかんなくもない、かな。

　部長は、本気で寿司が好きなんだ。

　いや、寿司そのものが好きというより、自分が握にぎった寿司を誰かに食べてもらって、それで喜んでもらうのが本当に好きなんだと思う。

　料理することの意義っつーか、そういう誰かに喜んでもらえることのうれしさ、楽しさを、今回の勝負で俺は期きせずして味わった。もちろん、それは部長が感じてることに比べたら、ほんのちょっとなんだろうけど……。

「けどよおめえら、まだ最初の一歩を踏み出したってぇだけの話だぜ！　わかってると思うが、おれっち達の野望は全国制覇だ！　まだまだ先は長ぇってもんだ！」

　それを知っている部長と一緒にやってけば、いつか俺にも部長と同じものが感じられる日が来るのかもしれない。

「全国一の看板目指し、日々精しよう進じんの寿司修行！　握る心と食う心、店とお客の心をつなぎ、まとめ震わす心寿司！　みんなの心を捲まいて握れば、全国まとめて皆家族！

　――気ぃ抜いてる暇ひまはねぇぜ、おめえら。これから日本中の人間に、おれっち達の心寿司を届けなきゃなんねぇんだからな！　気合入れていくぜ！」

　いつものごとく、空いてたイスに飛び乗って啖たん呵かを切った部長の顔は、やっぱりいつものごとくものすごく楽しげで、たしかな自信と信念を感じさせる、キリッと締しまって男前で、輝くような笑顔だった。

「「「「お――――――――――――――――――――――――――――っ！」」」」

　俺達、江戸前寿司部はその檄げきに応え、高く腕を突き上げたのだった。







「…………あー、なんか締めにかかっているところで悪いんだけどよ、私の話はまだ終わってないんだよ」

　え～？　まだ何かあるんですか、先生。もう感動のフィナーレタイムなんですから、空気読んでくださいよ。ほら、他のみんなも「空気読め」って顔してるでしょ？

「まぁたわかりやすい不ふ満まん面づらしやがって……揃いも揃って江戸前に似てきたな、おまえら。まぁいいや、とりあえず最後まで聞け。

　たしかにおまえらの申請は承認されたが、その理由はおまえらが部室と冷蔵庫を確保したからじゃない。『江戸前寿司部を放置するのは風ふう俗ぞく上じよう宜よろしくない』という、極めて政治的判断なんだよ。理由はさっきの新聞見たらわかるだろ？　言っちまえば、おまえらを放っておくのは危険だから、教師が手た綱づなを握る必要ありと判断したってことだ」

「はぁん？　手綱だぁ？　おう大雪、そいじゃあまるでおれっち達が暴れ馬かなんかみてぇじゃねえか！　かわいい生徒を動物呼ばわりたぁ、いったいどういう了りよう見けんしてやがんでいででででででででっ！」

　必殺・大雪フィンガーが部長の顔を捉とらえた。

　部長は牛馬というよりボールみたいな扱あつかいをされてますよね。

「……で、そのおまえらの手綱と、おまえの顔面を握るよう言い付かったのは、私だ。甚はなはだ不本意ではあるが、私がおまえらの顧こ問もんってことだな。……そういうわけだから、今後はこれまで以上に、私に対する言葉遣いと態度に気をつけるんだな」

「「「「え？」」」」

　先生が、俺達の顧問!?　な、何故？　あなた生徒指導って仕事があるでしょ？

「いい質問だ、井園。私もそちらを優先したかったのだが、職員会議は何故か全会一いつ致ちで私の就任を議決してな？　おまえらの手綱を取れるのは私だけ、なのだそうだ」

　……あっれ～？　俺、今の口に出してないよね？　何、みんな読心術標準装備？

「いでででっ！　ふざっけんじゃねぇや！　なんで寿司の『す』の字も知らねぇような奴に顧問面されなきゃなんねーんだよ、このデカ女ぁあがががっ!?」

「理由の第二は、私が調理師免許持ちだからだそうだ。ま、たしかに寿司は私の専門じゃないが、おまえらの扱う物が物だからな。技術よりも食品の衛生管理ができる点が重要なのだそうだ。それに加えて、おまえらの突発性変態行動を管理できる点も重視し、検けん討とうに検討を重ねた結果、適任は私しかいないという結論に達したそうだ」

　大雪先生は本当に嫌そうな顔で言いつつ、ぎゅぅう～～っと部長を締め上げた。

　……あぁ、他の先生方が気まずそうに目を逸らしていらっしゃいますね。

　わかります、怖いですもんね！

「……さて、私の顧問就任について文句のある奴はいるか？」

　苦く悶もんを上げる部長を右手に、先生はギロリと俺達を見据えた。

「あるに決ま「「「「いいえ」」」」って、おめえら裏切ぎぎぎっ!?」

　変な鳴き声を上げる部長に代わり、紫先輩が「よろしくお願いします」と頭を下げ、俺達もそれにならった。

「さて、部員からの温かい歓迎も受けたところで……だ。かわいい部員のおまえらに、もう一点大切なお知らせがある」

「お知らせ、ですか？」

　麗うるわしくも不思議そうな紫先輩の反問に、大雪先生は右手の部長をぺっと捨てて「うがっ!?」、引き出しから一枚の半紙を取り出した。

「実は、先週のイベントには学園長もいらしていてな、おまえらの活動、そして寿司を広めようという志に大変感かん銘めいを受けたとおっしゃっていた。実のところ、おまえらの公認が決定したのはさっきの理由プラス、学園長のご意向によるところも大きいんだ。感謝しろよ？」

「いつつ～……へっ、あの悪人面、なかなか見る目のあるジジイじゃねえかよ！」

「……だが、おまえら江戸前寿司部の名前が古ふる臭くさいともおっしゃってな。『全国に寿司を広めようというのに、江戸前寿司だけにこだわるのはフリーダムではない』とな。で、ありがたいことに新たな名前もお考え下さったんだ。それが、これだ」

　そう言って、大雪先生は取り出した半紙を俺達に向けて掲かかげた。

　その半紙には、有名書家の掛け軸のような、上う手まいのか下へ手たなのか素人しろうとにはわかりかねる勢い任せの筆ひつ致ちで、こう書きなぐられていた。




　命名　　ＳＵＳＨＩ部




「ＳＵＳＨＩ部、ですか」

　俺がポツリとつぶやくと、先生は軽く頷うなずいた。

「そうだ。『Sushi』はいまや世界語だからな、そっちの方がフリーダムでいいとのことだ。実際、江戸前寿司に限定するより部活動の幅も広がるし、わかりやすいだろ」

　まぁ、たしかに。別に寿司さえ作れれば問題ないわけだし、江戸前寿司に限った場合に弾はじかれる押し寿司だとか熟なれ寿司、もしくは変わったところじゃカリフォルニアロールとか、ああいうのだっていけるわけで。むしろ面白そうじゃないか？

「うん、いいんじゃないかな。特に活動に支し障しようはないわけだし」

「そうですね、ボクもそう思います。いろいろ作れた方がきっと楽しいですよ」

「……あたしも、別に。…………それに、回転寿司のネタにはハンバーグとかあるし、そういう名目で、また……（ブツブツ）」

　他のみんなも同じ考えみたいだな。葵の表情が若じやつ干かん怪しい気もするが。

「カツオくんはどうだい？」

「俺もいいと思いますよ、先輩。そのくらいの変更で公認されるんだったら、安いもんですよ。……ね、部長？」

　意見の集約を見た部員一同が、『江戸前寿司部』の発ほつ起き人にんにして責任者、今日までその成立に東とう奔ほん西せい走そうしてきた江戸前素子部長へと視線を向けた。

　部長は俺達の視線の先で、腕を組んだままうつむいていた。その表情は見えなかったが、肩はかすかに震えているようにも見えて……。

　あぁ、さっきは喜びが前面に出ていたけど、今はしんみりしているのかもしれない。

　感慨深いですよね、部長の苦労や努力がやっと報むくわれたんですから。

「素子」「部長」「部長さん」

　紫先輩が、伊倉が、葵が、俺に続いて部長へ呼びかける。万ばん感かんを込めて。

　俺達の声に応えるように、部長はゆっくりと顔を上げた。

　部長のつぶらな両の瞳には感傷の涙など微み塵じんもなく、それどころか確固たる決意が満ちていて……彼女の次の言葉に込められるであろう意志の強さを予想させた。

　そして部長は、その場にいる全ての人に届くハッキリとした声音で、言った。
















「ヤダ！」




　………………………………………………………………………………は？

　俺だけでなく、全員が自分の耳を疑ったことだろう。

　実際、その場の全員が言葉を失い、男らしい顔で俺達を睨みつけるちんちくりんに言葉を掛けられる者はいなかった。

「へん！　何がＳＵＳＨＩ部でぇ、ふざけんじゃねぇや！　寿司は江戸前、こいつぁ江戸時代の昔から決まってんだよ！　Sushiは世界語？　はん、そんなもん知ったことか！　押し寿司熟れ寿司はまだいいとして、おれっちはカリフォルニアロールを寿司だなんて絶対認めねぇ！　あんなもんがSushiだってんなら、そいつぁ寿司たぁ別の料理、寿司モドキでぇ！　粋いきでいなせな江戸っ子であるおれっちが、そんな寿司モドキなんざ握れっかってんだよ！　ましてやおれっちの江戸前寿司部を、そんな紛まがいもんの名前にするなんざぁ、頼まれたってお断りだね！　おととい来やがれ、すっとこどっこい！　おれっちの大事な江戸前寿司部をそんな名前にするくれぇなら、公認なんていらねぇや！」

　一息にそう言って、部長は「ふん！」とそっぽを向いた。

　その顔は、さっきまでの男前な表情なんぞどこかへ消えた、ただの駄だ々だっ子こみたいなむくれた顔で、先の流れを一切無視したアホな発言にふさわしいものでしたとさ。

「……い、いや、部長？　名前をちょっと短くするだけじゃないですか」

「ヤダ！」

「素子、そんなわがまま言わないで。せっかくがんばって、ここまで来たんだよ？」

「ヤダ！」

「部長、あの、ボクもそれはどうかと……」「部長さん、落ち着いてくださいよ」

「ヤダったらヤダ！」

「あら、でしたら部室を返していただけますかしら？」

「それも絶対ヤーダーッ！」

　ま、マジで駄々っ子になってやがる……こいつ面倒くせぇ！

　つか旗飾、サラッと妙な要求を混ぜるな。おまえも多少は空気読め。




　駄々っ子の説得を必死に続けること数分。

　さっぱり成果の上がらない俺達の背後から、大雪先生の疲れを隠さない声がした。

「……はぁ。じゃあ江戸前、あとおまえらも、今回の申請も却下ってことで、いいか？」

「「「「「　ヤ　ダ　！　」」」」」

　職員室に、俺達全員の拒否の声が響き渡った。
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　あの日から、部長と俺達四人の、部名と公認を懸かけた戦いが幕を開けた。

　それは熱く、激しく、アホらしく、低レベルな争いの日々だった。

　あまりのバカバカしさに、詳細を語ることがはばかられるレベルだった。

　まぁそんなわけなので、経過一切省略し、最終段階の音声のみお届けいたします。




「ねえ素もと子こ、『Sushi』は『江え戸ど前まえ寿ず司し』の英訳ってことで、納得してくれないか？」

「はん！　そんな言葉遊びで、おれっちの固かてぇ決心が揺らぐわきゃねぇだろうが！」

「お願いします、これで納得してください、『姉さん』！」

「うぐ……カツオよぉ、おれっちをバカにすんじゃねえや！　もうその手にゃあ……」

「……意い地じ張はるのは止やめましょうよ、えっと…………お、『お姉ちゃん』」

「んなっ!?　わ、ワサビちゃんが、おれっちに……？　うぅ、『お姉ちゃん』……なんてぇいい響きなんでぇ……。ちきしょう、涙が目にしみらぁ……」

「い、井い園そのくん、言わなきゃダメ？　……あぅぅ……その、お願いします、『ママ』」

「　合がつ　点てん　承しよう　知ち　で　ぃ　！　この『ママ』が、愛するタラちゃんの頼みを断れるわきゃあねぇじゃねえかっ！」

「聞きましたね、大おお雪ゆき先生！　バカの言げん質ちは取りましたので今すぐ承認をぉおぉっ!?」

「誰が大雪だ、井園」




　これぞがっかり江え戸ど前まえ素子クオリティ。







　青あお葉ば学がく園えん花はな山やま高等学校、生徒会室。

　校舎の谷間に存在するプレハブのそこには、生徒会運営に必要な多くの資料が保管されている。そしてそれらは、生徒会役員達の地道な活動により日々更新されている。

　今日、あるファイルにひとつの資料が追加された。

　そのファイル名は、『部活一覧』。




【部活名】　ＳＵＳＨＩ部

【活動内容】　古今東西の（ホワイトされた跡）寿司（Sushi）を研究、作製し、希望した生徒に無償で提供する。　　江戸前寿司で全国制（以下、かすれて読めない）

【部室】　中央Ｂ棟二階（笹百合会と共用）

【顧問】　米内小雪

【部員】　部長・江戸前素子（二年）　副部長・越戸紫（三年）

　　　　井園鰹（一年）　伊倉圭（一年）　本山葵（一年）

　以下、兼部員

　　　　旗飾美々（二年）　福原有花（二年）　島原舞（二年）　藤原ちゆり（二年）




　かくして、俺達の戦いは終わった。

　あの後、正気に戻った部長がぶちぶち文句を垂たれたり俺を蹴ったり伊倉を抱きしめたり紫むらさき先せん輩ぱいに抱きしめられたり俺に妬ねたまれたり俺が葵あおいに殴られたりしたわけですが……

「あぁもう、わぁったよ！　いっぺん『うん』と言っちまった以上は仕方ねぇ、江戸っ子に二言はねぇや！　ＳＵＳＨＩ部で我慢してやっから、登録でもなんでもしやがれってんだ！　ひとまず、寿司さえ握れりゃ文句はねぇや！」

　そう啖たん呵かを切ったときには、いつもの男前な部長の顔に戻っていた。

「――けどなぁ、おれっちは絶対諦あきらめねぇぞ！　いつか江戸前寿司部を復活させてやっからな！　おめえら覚えときやがれ！」

　そんなわけで、江戸前素子の戦いはまだまだ続くらしい。




　何はともあれ、我ら江戸前寿司部改めＳＵＳＨＩ部は正式な部としてめでたく成立、これにてＳＵＳＨＩ部誕生にまつわる物語は終了でございます。







　今日も今日とて青葉学園の学まなび舎やに、ひときわ良く通る大声が響き渡る。




「胸に刻むは寿司屋の魂たましい、学び磨みがくは江戸の粋いき。包丁一本サラシに巻いて、行くは大江戸寿司街道。彼方かなたにかすむ江戸っ子の、富士より高き頂いただき目指す！　姓は江戸前、名は素子！　いずれ世界一の寿司職人、すなわち世界一の江戸っ子になる女、青葉学園花山高校ＳＵＳＨＩ部部長、江戸前素子さまたぁ……あっ！　おれっちのことでいっ！」




　お後がよろしいようで。








SUSHI-BU!　２貫目　了
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　お食事中の方、ごめんなさい。




　本文中にありました、料理モノにあるまじき描写の数々について、この場を借りて謝罪申し上げます。何なに卒とぞお許しください。

　加えまして、まだ本文をお読みになっていらっしゃらないお客様に対しまして、本作読書中のご飲食はお控ひかえいただきますよう、お願い申し上げます。

　もう気分悪くなったよ、という方に置かれましては、平にご容よう赦しや願う他ございません。

　ごめんなさい。




　申し遅れました、西せい野の吾ご郎ろうと申します。『にしの』ではありません、『せいの』です。

　改めまして、このたびは『SUSHI-BU!　２貫目』をお手に取っていただきまして、ありがとうございます。

　さて、いきなり謝罪文から入ったあとがきですが、ここから言い訳タイムです。

　考えてみてください、アレは人の生理現象です。条件次第では誰だってします。

　ですから、アレは特別忌き避ひするような行為ではないはずなのです。

　また、素もと子こが語ったツナマヨに関する見解も、僕個人の見解ではありません。

　事実、某有名恋愛ＡＤＶの本編中において、ヒロインのひとりが同様の見解を述のべるシーンがあるのです。当時自分が「それ言っちゃダメだろ」と思ったのは秘密です。

　そういう訳で、『みんなやってるから僕は悪くないもん』理論が成立するわけです。

　……それにですね、あれでも自重した表現なのですよ？

　初稿時点では素子はツナマヨとアレの類るい似じ点てんをハッキリと、しかも詳細に描写しているんです。そりゃもう、アレがなんであるのかを伏ふせもせず、どこがどう似ているのかまでハッキリと。

　いや、僕としては、「このくらい書いても大丈夫じゃね？」「誰だれもこのくらいで気持ち悪くなんねーって、ゲラゲラ！」くらいに考えていたんですけどね。

　ですが、度重なる多角的かつ客観的な視点での検討の末、これではいけないという話になったわけです。仮にも料理をテーマとしている作品の中で、食事絡がらみで読者を不快にするような描写をすべきではない、と。

　……みなさん、ご安心ください。ファミ通文庫編集部には、アホの暴走を許さない確固たる良識が存在しております。

　お食事中の方、ホントにごめんなさい。




　では謝罪と言い訳も終わりましたので、作品について語りましょうか。

　応募時のタイトル『実録！江え戸ど前まえ寿す司し部ぶ　誕生秘話』が示すように、本作は「変な部活の誕生物語」です。

　ときどき聞かれるんですよね、「なんで江戸前寿司部なの？」って。でも、毎回返答に困るんです。だって、完全な思い付きで、論理的な理由なんて皆かい無むなんですから。

　とある小説ハウツー本に、「ありえない組み合わせでオリジナリティが出せる」的なことが書いてあったのです。「あ、なるほどね」と思いましたよ、えぇ。

　で、とりあえず組み合わせの一方を「部活」に固定して考えてみたんです。

　さて、絶対に部活と結びつかない言葉ってなんだろなー？　と、いろいろ候補を挙あげているうち、割と早い段階で「江戸前寿司」が出ましてね。「これだっ！」と。

　そうして誕生したのが本作です。内容はタイトルの後に考えました。

　何故「江戸前寿司」が出てきたかなんて、多分その時の自分にもわからないでしょう。

　……腹でも減ってたんでしょうかね。




　気を取り直しまして、謝しや辞じを。

　イラストレーターのよう太さんには、今回もたくさんの素晴らしいイラストをいただきました。旗飾のデザインにも悶えましたが、表紙の紫むらさき先輩がステキ過ぎです。カバーだけ取ってラミネート加工を施し、保存いたします。本当にありがとうございました。

　担当のＧさんには「ごめんなさい」と「ありがとうございます」を交互に百回ずつお伝えしたいほどに、申し訳なさと感謝を感じております。




　拙せつ作さく『SUSHI-BU!』はこれにて終了となります。

　回転寿司は基本的に二貫で一皿なので、ほど良い分量かなー、と。




　最後になりましたが、こんな風変わりな作品に二度もお付き合いいただきまして、読者の皆様には感謝の言葉もありません。……ありませんけど、言わないと伝わらないので敢えてシンプルに申し上げます。

　ありがとうございました。

　それでは、またどこかで皆様とお会いできることを祈っております。


二○一二年　五月某日　西野吾郎
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静岡県在住。ずっと創作の仕事につきたいと思っており、締め切りも伸びたしと第13回えんため大賞に応募してみたところで受賞。

趣味は痛いくらい辛い物を食べることとバイク。好きな寿司ネタはカンパチとイクラ。







イラスト
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千葉県出身。ハッとするほど大きな瞳と柔らかいタッチが魅力的な女の子はもちろん、チンピラヤクザまで確かな筆力で描き分ける人気イラストレーター。

好きな寿司ネタはえび天にぎり。最近はウニに目覚める。

https://mpeg007.wordpress.com/
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